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注－本書に対応したXCP版数より新しいXCPがリリースされている場合、最新のXCP版数に

対応するマニュアルでのみ記載内容が更新されます。本書とともに、以下のウェブサイトで

最新のXCP版数に対応するマニュアルを参照して、記載内容や使用方法など、ご使用のXCP
版数に関連するマニュアルの訂正がないかご確認ください。

■ 国内サイト

http://jp.fujitsu.com/platform/server/sparc/manual/
■ グローバルサイト

http://www.fujitsu.com/global/services/computing/server/sparc/downloads/manual/

はじめに

本書では、最新のXSCF Control Package（XCP）の情報とともに、SPARC M10 シス

テムのハードウェア、ファームウェア、ソフトウェア、およびドキュメントに関する

重要かつ最新の情報について説明しています。

なお、SPARC M10 システムは、Fujitsu M10という製品名でも販売されています。
SPARC M10 システムとFujitsu M10は、同一製品です。

ここでは、以下の項目について説明しています。

■ 対象読者

■ 本書の利用のしかた

■ 関連マニュアル

■ 廃棄・リサイクルについて

■ マニュアルへのフィードバック

対象読者
本書は、コンピュータネットワークおよびOracle Solarisの高度な知識を有するシス
テム管理者を対象にして書かれています。

vii
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本書内の章タイトル SPARC M10-1 SPARC M10-4 SPARC M10-4S

第1章  ソフトウェア要件 ○ ○ ○

第2章  XCP 2092に関連する情報 ○ ○ ○

第3章  ソフトウェアに関する情報 ○ ○ ○

第4章  SPARC M10-1のハードウェアに関する情報 ○

第5章  SPARC M10-4のハードウェアに関する情報 ○

第6章  SPARC M10-4Sのハードウェアに関する情報 ○

第7章  PCIボックスのハードウェアに関する情報 ○（導入時） ○（導入時） ○（導入時）

第8章  マニュアルの変更内容 ○ ○ ○

本書の利用のしかた
本書は、SPARC M10 システムの、すべてのモデルを対象に書かれています。ご使用

のサーバに応じて、以下の表に示すように、関連する項目をお読みください。

ファームウェア、ソフトウェアに関連する章（第1章、第2章、第3章）は、すべての
モデル共通の情報となっています。この中には、特定のモデルだけに関する記述も含

まれています。この場合は、該当するモデル名が明記されています。

　

ハードウェアに関する情報は、モデルごとに独立した構成（第4章、第5章、第6章）
となっています。このうち、すべてのモデルに共通する内容は、ハードウェアのすべ

ての章に記載されています。そのため、複数のモデルのハードウェア情報を確認する

場合は、記載内容が重複していることがあります。

　

PCIボックスに関する情報（第7章）は、PCIボックスを導入している場合にご確認く
ださい。

　

マニュアルの変更内容（第8章）は、マニュアルごとに記載されています。お手持ち
のマニュアルに変更内容があるかどうかご確認ください。

関連マニュアル
ご使用のサーバに関連するすべてのマニュアルはオンラインで提供されています。

■ Oracle Solarisなどのオラクル社製ソフトウェア関連マニュアル
http://www.oracle.com/documentation/

■ 富士通マニュアル

日本語サイト

http://jp.fujitsu.com/platform/server/sparc/manual/

グローバルサイト

SPARC M10 システム プロダクトノート XCP 2092版・2014年6月viii
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注－本書で説明する情報は、SPARC M10 システム関連マニュアルの情報よりも優先されま

す。

SPARC M10 システム関連マニュアル（*1）

SPARC M10 システム はじめにお読みください/SPARC M10 Systems Getting Started Guide（*2）

SPARC M10 システム 早わかりガイド

SPARC M10 Systems Important Legal and Safety Information（*2）

Software License Conditions for Fujitsu M10/SPARC M10 Systems/ソフトウェアライセンス使用許諾条件

Fujitsu M10/SPARC M10 Systems Safety and Compliance Guide/安全に使用していただくために

SPARC M10 Systems Security Guide

SPARC M10システム/SPARC Enterprise/PRIMEQUEST共通設置計画マニュアル

SPARC M10 システム インストレーションガイド

SPARC M10-1 サービスマニュアル

SPARC M10-4/M10-4S サービスマニュアル

SPARC M10 システム版PCIボックス サービスマニュアル

SPARC M10 システム PCIカード搭載ガイド

SPARC M10 システム システム運用・管理ガイド

SPARC M10 システム ドメイン構築ガイド

SPARC M10 システム XSCFリファレンスマニュアル

SPARC M10 システム RCILユーザーズガイド（*3）

SPARC M10 システム プロダクトノート

SPARC M10 システム 用語集

*1: 掲載されるマニュアルは、予告なく変更される場合があります。

*2: 印刷されたマニュアルが製品に同梱されます。

*3: 特にSPARC M10システムとFUJITSU ETERNUSディスクストレージシステムを対象にしています。

注－Enhanced Support Facility（ESF）およびRemote Customer Support System（REMCS）
は、日本国内で富士通から販売されたSPARC M10 システムにだけサポートされます。

http://www.fujitsu.com/global/services/computing/server/sparc/downloads/manual/

次の表に、SPARC M10 システムに関連するマニュアルを示します。

『SPARC
 

M10/SPARC
 

Enterprise
 

Software
 

DVD』DVD-ROMで提供されるマニュアル

リモート保守サービス

はじめに ix
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注－XSCF Control Package（XCP）: XCPとは、SPARC M10 システムを構成するハードウェ

アの制御プログラムをパッケージ化したものです。XCPファイルには、XSCFファームウェア、

OpenBoot PROMファームウェア、Power-On Self Testファームウェア、そしてハイパーバイ

ザファームウェアが含まれます。

注－この情報は、日本国内で富士通から販売されたSPARC M10 システムに適用されます。

■ Enhanced Support Facilityユーザーズガイド REMCS編（J2X1-7753）

ファームウェアに関する情報

これは富士通のお客さま向けの情報です。

　

ご使用のサーバのファームウェアは、以下の方法で入手してください。

■ 国内サイト

ファームウェアは、SupportDeskを契約されているお客さまにおかれましては、
SupportDesk-Webから入手が可能です。

■ グローバルサイト

ファームウェアの最新ファイルの入手方法については、営業担当者にお問い合わ

せください。

以下のファイルが提供されます。
■ ファームウェアプログラムファイル（XSCF Control Package（XCP）ファイル）
■ XSCF拡張MIB（XSCF-SP-MIB）定義ファイル

廃棄・リサイクルについて

製品の廃棄やリサイクル（有償）については、営業担当者にお問い合わせください。

マニュアルへのフィードバック
本書に関するご意見、ご要望がございましたら、マニュアル番号、マニュアル名称、

ページおよび具体的な内容を、次のウェブサイトからお問い合わせください。

■ 日本語サイト

http://jp.fujitsu.com/platform/server/sparc/manual/

■ グローバルサイト

http://www.fujitsu.com/global/services/computing/server/sparc/downloads/manual/
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表 1-1 XCP／Oracle Solarisおよび必須SRU／パッチのサポート一覧

サーバ XCP Oracle Solaris 必須パッケージ(*4)

必須製品(*5)

必須SRU(*4)

必須パッチ(*5)

SPARC M10-1 2012以降 Oracle Solaris 11.1 system/ldoms(*1)
system/ldoms/ldomsmanager(*2)

SRU1.4以降(*3)

Oracle Solaris 10 1/13 Oracle VM Server for SPARC 3.0以降

(*3)

なし

SPARC M10-4 2012以降 Oracle Solaris 11.1 system/ldoms(*1)
system/ldoms/ldomsmanager(*2)

SRU1.4以降(*3)

Oracle Solaris 10 1/13 Oracle VM Server for SPARC 3.0以降

(*3)

なし

SPARC M10-4S

（筐体間直結）

2031以降 Oracle Solaris 11.1 system/ldoms(*1)
system/ldoms/ldomsmanager(*2)

SRU1.4以降(*3)

Oracle Solaris 10 1/13 Oracle VM Server for SPARC 3.0以降

(*3)

なし

第1章

ソフトウェア要件

ここでは、SPARC M10 システムを使用するために必要なソフトウェア要件について

説明します。

■ XCP／Oracle Solarisおよび必須SRU／パッチ

■ XCPおよびOracle Solaris SRU／パッチ／Oracle VM Server for SPARCの入手

■ ウェブブラウザ

■ これまでのXCPファームウェア版数とサポート情報

XCP／Oracle
 

Solarisおよび必須SRU

／パッチ
SPARC M10 システムでサポートされるXCP、Oracle Solarisおよび必須SRU／パッチ
は、次のとおりです。

1



表 1-1　 　XCP／Oracle Solarisおよび必須SRU／パッチのサポート一覧 (続き)

サーバ XCP Oracle Solaris 必須パッケージ(*4)

必須製品(*5)

必須SRU(*4)

必須パッチ(*5)

SPARC M10-4S

（クロスバー

ボックス経由

接続）

2043以降 Oracle Solaris 11.1 system/ldoms(*1)
system/ldoms/ldomsmanager(*2)

SRU1.4以降(*3)

Oracle Solaris 10
 1/13(*6)

Oracle VM Server for SPARC 3.0以降

(*3)

なし

*1：制御ドメインおよびゲストドメインに必須です。group/system/solaris-large-serverおよびgroup/system/solaris-small-serverに含まれ

ます。

*2：制御ドメインのみに必須です。group/system/solaris-large-serverおよびgroup/system/solaris-small-serverに含まれます。

*3：制御ドメインのみに必須です。

*4：Oracle Solaris 11の場合。

*5：Oracle Solaris 10の場合。

*6：制御ドメインでOracle Solaris 10 1/13を動作させる場合、制御ドメインに割り当て可能なCPUはLSB番号が0から7までの論理システ

ムボードに搭載されたCPUです。ゲストドメインに割り当て可能なCPUはLSB番号の制限はありませんが、ゲストドメインでOracle

Solaris 10 1/13を動作させた場合、1つのゲストドメインに割り当て可能なCPU（vcpu）の数は1024までです。

注－SPARC M10システムでOracle Solaris 11.1 をDVDメディアからインストールする場合、

または、Oracle Solaris 11.1 をDVDメディアからブートする場合、以下の2種類のメッセージ

が出力されます。これらのメッセージはインストール作業には影響ありませんので、無視し

てください。

　

[メッセージ例1]
Dec 21 02:18:22 solaris genunix: NOTICE: core_log: ldmd[1978] core dumped: /tmp/core
Dec 21 02:18:22 solaris svc.startd[9]: ldoms/ldmd:default failed fatally: transitioned to
maintenance (see 'svcs -xv' for details)
　

[メッセージ例2]
SUNW-MSG-ID: SMF-8000-YX, TYPE: defect, VER: 1, SEVERITY: major
EVENT-TIME: Fri Dec 21 02:18:50 UTC 2012
PLATFORM: ORCL,SPARC64-X, CSN: 2081210008, HOSTNAME: solaris
SOURCE: software-diagnosis, REV: 0.1
EVENT-ID: 5cf4edb8-0613-cbe0-acb1-a9a28a2fac10
DESC: A service failed - a start, stop or refresh method failed.
AUTO-RESPONSE: The service has been placed into the maintenance state.
IMPACT: svc:/ldoms/ldmd:default is unavailable.
REC-ACTION: Run 'svcs -xv svc:/ldoms/ldmd:default' to determine the generic reason why
the service failed, the location of any logfiles, and a list of other services impacted. Please
refer to the associated reference document at http://support.oracle.com/msg/SMF-8000-YX
for the latest service procedures and policies regarding this diagnosis.
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注－SPARC M10 システムにOracle Solaris 11.1をインストールした場合、Oracle Solaris起動

時に以下のようなメッセージが出力されます。

　

[メッセージ例]
WARNING: failed to instantiate provider ldmd for process 753
WARNING: failed to instantiate provider ldmd for process 753
Sep 24 06:15:59 svc.startd[11]: svc:/ldoms/ldmd:default: Method "/opt/SUNWldm/bin/ldmd_
start" failed with exit status 95.
Sep 24 06:15:59 svc.startd[11]: ldoms/ldmd:default failed fatally: transitioned to maintenance
(see 'svcs -xv' for details)
　

Oracle Solaris 11.1をインストールしたあと、SRU1.4以降を適用してください。

Oracle VM Server for SPARCパッケージがSPARC M10 システムに対応した版数に更新され、

このメッセージは出力されなくなります。

表 1-2　 　物理パーティションの動的再構成に必要なXCP／Oracle Solarisおよび必須SRU／パッチ一覧

サーバ XCP Oracle Solaris 必須パッケージ

必須製品

必須SRU

必須パッチ

SPARC M10-4S 2090以降 Oracle Solaris 11.1 system/ldoms(*1)
system/ldoms/ldomsmanager(*2)

SRU11.1.14以降

(*3)

Oracle Solaris 10 1/13 なし(*4) なし(*5)

*1：制御ドメインおよびゲストドメインに必須です。group/system/solaris-large-serverおよびgroup/system/solaris-small-serverに含まれ

ます。

*2：制御ドメインのみに必須です。group/system/solaris-large-serverおよびgroup/system/solaris-small-serverに含まれます。

*3：制御ドメインおよびゲストドメインに必須です。SRU11.1.14にOracle VM Server for SPARC 3.1.0.1が含まれていますが、物理パーティ

ションの動的再構成機能を安定稼働させるためにはOracle Solaris 11.1の修正（CR:17709858）が必要になります。SRU11.1.14用のOracle

Solarisの修正については、営業担当者にご確認ください。なお、この問題は、SRU11.1.15以降で修正されています。

*4：制御ドメインがOracle Solaris 10の場合、物理パーティションの動的再構成は、現時点ではサポートされていません。

*5：150400-01から150400-06までのパッチを適用しないでください。

その他のOracle Solarisの情報については、「Oracle Solarisに関する不具合と回避方法」
を参照してください。

物理パーティションの動的再構成に必要なXCP／
Oracle

 

Solarisおよび必須SRU／パッチ

物理パーティションの動的再構成を実施するために必要なXCP／Oracle Solarisおよ
び必須SRU／パッチは、次のとおりです。
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表 1-3　 　動作確認済みのウェブブラウザのバージョン

ウェブブラウザ バージョン

Microsoft Internet Explorer 8.0および9.0

Firefox 10.0以降

表 1-4　 　過去に公開されたXCP版数とサポート情報

XCP版数 おもなサポート情報 CMU版数

XCP 2092 XCPファームウェア不具合の改善 02.09.0000

XCP 2091 XCPファームウェア不具合の改善 02.09.0000

XCPおよびOracle
 

Solaris
 

SRU／パッ
チ／Oracle

 

VM
 

Server
 

for
 

SPARCの入
手
最新のXCPファームウェア、およびOracle Solaris SRU／パッチ／Oracle VM Server
 for SPARCは、SupportDeskを契約されているお客さまにおかれましては、
SupportDesk-Webから入手が可能です。

ウェブブラウザ
XSCF Webの動作が確認されているウェブブラウザは、表 1-2のとおりです。その他
のXSCF Webの情報については、「XSCF Webに関する留意点および制限事項」を参
照してください。

これまでのXCPファームウェア版数と
サポート情報
SPARC M10システムで過去に公開されたXCPファームウェア版数と各版数でのおも
なサポート更新情報は、次のとおりです。
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表 1-4　 　過去に公開されたXCP版数とサポート情報 (続き)

XCP版数 おもなサポート情報 CMU版数

XCP 2090 ■ 64 GBメモリのサポート
■ 物理パーティション（PPAR）内システムボードの動的

再構成（Dynamic Reconfiguration:DR）機能のサポート
■ SNMPエージェント機能におけるTrapホストに対して、

ポートおよびコミュニティストリングの複数指定のサ

ポート
■ 入力電源が切断状態で保守を実施した場合の、筐体間の

XCPファームウェアの自動的な版数合わせのサポート

02.09.0000

XCP 2080 Auto Service Request（ASR）機能のサポート 02.08.0000

XCP 2070 XCPファームウェア不具合の改善 02.07.0000

XCP 2052 ・SNMPエージェント機能に対するAESアルゴリズムの暗

号化機能のサポート

・筐体内での、メモリの混在化のサポート

02.05.0002

XCP 2051 XCPファームウェア不具合の改善 02.05.0001

XCP 2050 PCIボックスに対するダイレクトI/O機能のサポート

（SPARC M10-4S）
02.05.0000

XCP 2044 PCIボックスに対するダイレクトI/O機能のサポート

（SPARC M10-1/M10-4）
02.04.0004

XCP 2042 クロスバーボックスのサポート（最大16BB構成） 02.04.0001

XCP 2041 PCIボックスのサポート 02.04.0001

XCP 2032 Oracle VM Server for SPARCソフトウェアに関連する改善 02.03.0001

XCP 2031 SPARC M10-4Sのサポート（最大4BB構成） 02.03.0001

XCP 2013 XCPファームウェア不具合の改善 02.01.0003

XCP 2012 SPARC M10-1/M10-4のサポート 02.01.0002

注-XCPにあるXSCFファームウェアとCMUファームウェアの個別の版数は、version -c xcp
-vコマンドで確認できます。

注-CMUファームウェア版数はXCP版数と異なる場合があります。

たとえばXCP 2042の場合、XSCF版数は02.04.0002ですが、CMU版数は02.04.0001です。
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第2章

XCP 2092に関連する情報

ここでは、XCP 2092に関連する情報について説明します。
■ XCP 2092の新着情報

■ 留意点および制限事項

■ XCP 2092での不具合と回避方法

XCP
 

2092の新着情報
ここでは、XCP 2092でのおもな変更内容を説明します。
■ XSCF BB制御ケーブル故障時の動作不具合に関して改善されました（RTIF2-

131213-015）。

留意点および制限事項
ここでは、本リリース時点でわかっている留意点および制限事項について説明します。

物理パーティションの動的再構成に関する留意点
および制限事項

留意点

■ 物理パーティションの動的再構成によってI/Oデバイスを追加する場合、
addboard(8)コマンドを実行したあと、ドメインを停止するか遅延再構成機能を使

用してI/Oデバイスを論理ドメインへ組み込む必要があります。また、I/Oデバイ
スを削除する場合、ドメインを停止するか遅延再構成機能を使用してI/Oデバイス
を削除したあと、deleteboard(8)コマンドを実行してシステムボードを切り離す必
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要があります。それぞれの操作の詳細は、『SPARC M10 システム ドメイン構築ガ

イド』を参照してください。

■ 物理パーティションの動的再構成を実施すると、制御ドメインから実行する

prtdiag(1M)の実行結果が、実際の物理構成と異なる場合があります。

"svcadm restart picl"を実行することで、最新の情報に更新することができます。

■ 動的再構成機能を使用してaddboard(8)コマンドまたはdeleteboard(8)コマンドを
実行し、システムボード（PSB）の追加または削除を行っている間に、rebootxscf
 -aコマンドやXSCF Webで、すべてのXSCFの再起動を実行しないでください。こ

の操作を行うとDRの処理が異常終了するだけでなく、動作中の物理パーティショ

ンでOracle Solarisがハングしたりハードウェア故障が発生したりして物理パー

ティションが異常停止し、部品交換が必要になる場合があります。

制限事項

■ 制御ドメインがOracle Solaris 10の場合、物理パーティションの動的再構成は現時

点ではサポートされていません。制御ドメインはOracle Solaris 11で構築してくだ

さい。

■ 物理パーティションの動的再構成を行う場合、deleteboard(8)コマンドの-mオプ
ションで、unbind=resourceまたはunbind=shutdownを指定しないでください。

論理ドメインがハングアップしたり、deleteboard(8)が失敗する可能性があります。

この問題の影響で、物理パーティションの動的再構成の対象となる筐体には、容

量の異なるメモリ(DIMM)を混在して搭載することができません。物理パーティ

ションの動的再構成の対象となるパーティションに組み込まれるすべての筐体に

おいて、搭載するメモリ（DIMM）の種類を統一してください。

なお、メモリ（DIMM）の搭載枚数が筐体ごとに異なるのは問題ありません。

■ Oracle Solaris 10 に150400-01以降のパッチを適用しないでください。物理パー

ティションの動的再構成を行うとパニックする問題（CR 17510986）が発生します。

OpenBoot
 

PROMに関する留意点

■ ドメインコンソールでOpenBoot PROMのバナーを表示したあと、OpenBoot
 PROMの起動が完了する前にsendbreak(8)コマンドを実行すると、以下のエラー

メッセージが出力され、以降、bootコマンドが実行できなくなります。

FATAL: OpenBoot initialization sequence prematurely terminated.

この場合は、okプロンプトでOpenBoot PROM環境変数auto-boot?をfalseに設定し

たあと、reset-allコマンドを実行してください。OpenBoot PROMが再起動された

ら、auto-boot?をtrueに設定し、bootコマンドを実行してください。

■ XSCFファームウェアのsetpparparam(8)コマンドを使用して、nvramrcなどの
OpenBoot PROM環境変数を設定する場合、設定できる最大文字数は254文字です。

nvramrcなどのOpenBoot PROM環境変数に255文字以上の文字列を設定したい場

合は、OpenBoot PROMまたはOracle Solarisの環境で設定してください。ただし、

最大文字数は1024文字です。

■ Oracle VM Server for SPARCのディスク、ネットワークが割り当てられていない

論理ドメインは、OpenBoot PROMのデバイスエイリアス disk、netが作成されま
せん。デバイスエイリアスdisk、netを指定してディスクブートまたはネットワー
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クブートを実行する場合は、OpenBoot PROMのnvaliasコマンドを使用して、デ
バイスエイリアスdisk、netを設定してください。

CPUメモリユニットやマザーボードユニットの保
守に関する留意点

■ CPUメモリユニット下段（CMUL）またはマザーボードユニット（MBU）を交換

した場合、CPUコアアクティベーション設定情報およびCPUコアアクティベーショ

ンキーが消去されてしまう可能性があります。CPUコアアクティベーション設定

情報およびCPUコアアクティベーションキーを元に戻すには、dumpconfig(8)コ
マンドで退避しておいたCPUコアアクティベーション設定情報およびCPUコアア
クティベーションキーをrestoreconfig(8)コマンドで復元する必要があります。

■ CPUメモリユニット下段（CMUL）の交換またはSPARC M10-4Sの増設を行う場

合は、replacefru(8)またはaddfru(8)コマンドを実行し、保守メニューに従って実

施してください。

クロスバーボックスがあるシステムまたは複数のSPARCM10-4Sで構成されるシス
テムで、ファームウェアがXCP 2044以降の場合、保守メニューを使用せずにCPU
メモリユニット下段（CMUL）の交換またはSPARC M10-4Sの増設を実施すると、

交換／増設した装置のXSCFが起動しない場合があります。

この場合は、交換／増設したSPARC M10-4Sの入力電源を切断してください。そ

の後、保守メニューを使用して、CPUメモリユニット下段（CMUL）を交換また

はSPARC M10-4Sを増設しなおしてください。

■ [SPARC M10-4S]
XCP2090以降、入力電源を切断した状態で、保守メニューを使わずにCPUメモリ
ユニット（下段）（CMUL）の交換、XSCFユニットの交換、SPARC M10-4Sの増

設、またはクロスバーボックスの増設を行った場合、筐体間のXCPファームウェ
アの版数合わせが自動的に行われます。

部品を交換／増設後に入力電源を投入して、マスタXSCFにログインしたとき、

 "XSCF firmware update now in progress. BB#xx, please wait for XSCF firmware
 update complete." のメッセージが出力された場合、XCPファームウェアの版数合
わせが自動で行われていることを示しています。

XCPファームウェアの自動的な版数合わせの状況を確認するには、showlogs
 monitorコマンドを実行してください。XCPファームウェアの版数合わせが完了し

ている場合は、"XCP firmware version synchronization completed"が出力されま

す。

ファームウェアアップデートが完了するまでは、以下の操作をしないでください。

・入力電源の切断

・poweron(8)コマンドの実行

・testsb(8)コマンドの実行

・diagxbu(8)コマンドの実行

・getflashimage(8)およびflashupdate(8)の実行

第2章　XCP 2092に関連する情報 9



CPUコアアクティベーションに関する留意点

■ XCP 2032以前では、restoredefaults(8)コマンドを実行してXSCFの設定情報を初期

化すると、CPUコアアクティベーションキーの情報も初期化されます。

restoredefaults(8)コマンドを実行する場合は、あらかじめCPUコアアクティベー

ションキーを保存してから復元するか、CPUコアアクティベーションキーを再登

録してください。

■ XCP 2041以降、restoredefaults -c xscfコマンドを実行すると、CPUコアアクティ
ベーションキーの情報は、XSCFユニット側だけでなくXSCFのバックアップ情報
側も消去されます。また、restoredefaults -c factoryコマンドを実行しても、CPU
コアアクティベーションキーの情報は消去されません。

CPUコアアクティベーションキーの情報も含めて出荷時の状態に初期化する場合、

 -c factory -r activationオプションを使用してください。

restoredefaults(8)コマンドの変更内容は、「『SPARC M10 システム XSCFリファレ

ンスマニュアル』の変更内容」を参照してください。

■ dumpconfig(8)コマンドで退避したXSCF設定情報には、CPUコアアクティベー

ション情報およびCPUコアアクティベーションキーが含まれます。

dumpconfig(8)コマンドで退避しておいたCPUコアアクティベーション情報およ

びCPUコアアクティベーションキーをrestoreconfig(8)コマンドで復元できます。

そのため、XSCFネットワークや物理パーティション（PPAR）の構築など、XSCF
の設定とともに、CPUコアアクティベーションの設定およびCPUコアアクティベー

ションキーのインストールを行った場合は、dumpconfig(8)コマンドを使用して、
CPUコアアクティベーション情報およびCPUコアアクティベーションキーを退避

しておくことをお勧めします。CPUコアアクティベーションキーのみを退避する

場合はdumpcodactivation(8)、復元する場合はrestorecodactivation(8)コマンドで
実行できます。ただし、CPUコアアクティベーション情報の退避／復元はできま

せん。showcod(8)およびsetcod(8)コマンドを使用して、CPUコアアクティベーショ

ンを設定しなおしてください。

XSCF
 

Webに関する留意点および制限事項

留意点

(1) ブラウザ共通

■ XSCF Webを使用し、XCPのインポートまたはファームウェアをアップデートす
る場合、ウェブブラウザ上に「Session is invalid」が表示されることがあります。

■ XSCF Webを使用してXCPをインポートする場合、XSCFシェルのタイムアウト時
間が短いと、XCPのインポートに失敗します。XSCFシェルのタイムアウト時間を

30分以上に設定してください。

[menu]タブを選択し、[XSCF]-[Settings]-[Autologout]メニューを選択し、

[Time-out value]に、30分以上の値を設定してください。

(2) Internet Explorer

現時点で確認されている留意点はありません。
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注－Remote Customer Support System（REMCS）は、日本国内で富士通から販売された

SPARC M10システムにだけサポートされます。

(3) Firefox

■ Firefox環境下でXSCF Webを使用する場合、XSCFログイン時に、ブラウザからロ
グインID／パスワードの保存を要求されることがあります。このときログインID
／パスワードを保存しないでください。ログインID／パスワードを保存すると、

保存されたデータがLDAP、SMTP、およびREMCSのWebページに表示されてし
まうことがあります。

以下のどちらかを設定して、ブラウザのログインID／パスワード保存機能を無効

にしてください。

・ブラウザ全体のログインID／パスワード保存機能を無効にする[ツール]-[オプ
ション]-[セキュリティ]タブにある[パスワード]-「サイトのパスワードを保存す

る」のチェックを外します。

・ログインID／パスワード保存の例外サイトに指定する[ツール]-[オプション]-[セ
キュリティ]タブにある[パスワード]-[サイトのパスワードを保存する]をチェッ
クしたあと、XSCFログイン時に出力されるID／パスワード保存のためのダイア

ログにある、[このサイトでは記憶しない]ボタンをクリックします。これにより、
ID／パスワード保存の[例外サイ ト]リストにXSCFのアドレスが登録され、以降

のXSCFへのログイン時に、ID／パスワード保存のためのダイアログが出力され

なくなります。

制限事項

(1) ブラウザ共通
現時点で確認されている制限はありません。

(2) Internet Explorer

Windows 7環境下でInternet Explorer 8を使用した場合、ビルトインAdministrat
orアカウントを使用できません。

(3) Firefox

現時点で確認されている制限はありません。

ファームウェアアップデートに関する留意点

■ [SPARC M10-4S]
flashupdate(8)コマンドまたはXSCF Webによるファームウェアアップデートは、
システムを構成しているSPARC M10-4Sまたはクロスバーボックスの台数に応じ

て、処理時間がかかります。

■ XSCFファームウェアをアップデートしたあとのマスタXSCFおよびスタンバイ状

態のXSCFの関係は、アップデートするXCP版数によって異なります。

XCP版数によるマスタXSCFとスタンバイ状態のXSCFの関係、およびファームウェ

アアップデートの動作の例は以下の表のとおりです。
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表 2-1　 　XCP 2050以降とXCP 2044以前のファームウェアアップデートの違い

XCP版数 マスタXSCFとスタンバイ状態のXSCFの関係 ファームウェアアップデート内での動作の例

XCP 2050以降 アップデート中に切り替わったマスタXSCF
およびスタンバイ状態のXSCFは、切り替わ

る前の状態に戻る。

1. BB#00のマスタXSCFからflashupdate

(8)コマンドを実行する。

→ XSCFリセット直後、flashupdate(8)コマ

ンドを実行したBB#00のXSCFはスタン

バイ状態になっている。

→ アップデートが完了すると、XSCFの自

動切り替え処理が実施される。

→ XSCFの自動切り替え処理が終了すると、

flashupdate(8)コマンドを実行した

BB#00のXSCFは元のマスタの状態に戻

される。

2. BB#00のマスタXSCFからアップデート

の完了をログメッセージで確認する。

XCP 2044以前 アップデート中に切り替わったマスタXSCF
およびスタンバイ状態のXSCFは、切り替

わったままの状態となる。

1. BB#00のマスタXSCFからflashupdate

(8)コマンドを実行する。

→ XSCFリセット直後、flashupdate(8)コマ

ンドを実行したBB#00のXSCFはスタン

バイ状態になっている。

→ アップデートが完了しても、XSCFの自

動切り替え処理は実施されない。そのた

め、flashupdate(8)コマンドを実行した

BB#00のXSCFは、スタンバイ状態のま

まになっている。

2. BB#01のマスタXSCFからアップデート

の完了をログメッセージで確認する。

3. マスタとスタンバイ状態のXSCFをアッ

プデート前の状態に戻す場合、BB#01の

マスタXSCFから、switchscf(8)コマンド

を実行して、BB#00のXSCFをマスタに

戻す。

■ ファームウェアアップデートを行うさい、「XCPに関する不具合と回避方法」の項
にある不具合が発生している場合、回避方法に対処が記載されているときは、そ

れを実施して不具合を回避してください。その後、ファームウェアアップデート

を実施してください。  

PCIボックスを接続した構成の留意点

■ [SPARC M10-1]
以下のどちらかの場合、次回起動時に、物理パーティション（PPAR）の論理ドメ

イン構成はfactory-defaultの状態に戻ります。また、論理ドメインの構成にゲスト

ドメインが含まれる場合、制御ドメインのOpenBoot PROM環境変数も初期化さ

れます。

・PCIボックスを接続した構成で、XCP 2043以前のファームウェアからXCP 2044
以降のファームウェアにアップデートする場合

・XCP  2044以降のファームウェアのシステムにPCIボックスを増設／減設する場
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表 2-2　 　PCIボックス構成に関連した必要な作業

PCIボックスの搭載 ドメインの構成 Oracle VM Server for

 SPARC configの再構築

OpenBoot PROM環

境変数の再設定

なし factory-default 不要 不要

なし ゲストドメインあり 不要 不要

あり factory-default 不要 不要

あり ゲストドメインあり 要（XML） 要

表 2-3　 　 setpciboxdio コマンドを実行し有効、無効の設定を切り替える場合の作業

PCIボックスの構成 ドメインの構成 Oracle VM Server for

 SPARC configの再構築

OpenBoot PROM環

境変数の再設定

あり／なし factory-default 不要 要

合

事前にOracle Solarisから論理ドメイン構成情報をXMLに保存してください。XML
への保存はldm list-constraints -xコマンド、XMLからの復元はldm init-system -i
コマンドを実行します。また、制御ドメインのOpenBoot PROM環境変数の設定

情報

を事前にメモに保存し、再設定してください。表示方法はokプロンプト状態から

printenvコマンドを実行します。これらの詳細な手順は、『SPARC M10 システム

 PCIボックス サービスマニュアル』の「1.7.2 論理ドメインの構成情報および

OpenBoot PROM環境変数の退避／復元方法」を参照してください。

PCIボックス構成に関連した各情報の退避／復元が必要な場合は、以下の表のとお

りです。

■ [SPARC M10-4/M10-4S]
SPARC M10-4ではXCP 2044以降、SPARC M10-4SではXCP 2050以降のファーム

ウェアを使用し、setpciboxdio(8)コマンドで以下のどちらかの作業を実施すると、
次回起動時に、物理パーティション（PPAR）の論理ドメイン構成はfactory-
defaultの状態に戻ります。また、ドメインの構成にゲストドメインが含まれる場

合、制御ドメインのOpenBoot PROM環境変数も初期化されます。

・PCIボックスのダイレクトI/O機能の、有効／無効の設定を変更する場合

・PCIボックスのダイレクトI/O機能を有効にしたSPARC M10筐体のPCIスロット
に対して、PCIボックスを増設／減設／交換した場合

事前にOracle Solarisから論理ドメイン構成情報をXMLに保存してください。XML
への保存はldm list-constraints -xコマンド、XMLからの復元はldm init-system -i
コマンドを実行します。また、制御ドメインのOpenBoot PROM環境変数も設定

情報を事前にメモに保存し、再設定してください。 表示方法はokプロンプト状態

からprintenvコマンドを実行します。これらの詳細な手順は、『SPARC M10 シス

テム PCIボックス サービスマニュアル』の「1.7.2 論理ドメインの構成情報および

OpenBoot PROM環境変数の退避／復元方法」を参照してください。

setpciboxdio(8)コマンドを実行してPCIボックスのダイレクトI/O機能の、有効／

無効の設定を変更するときに、各情報の退避／復元が必要な場合は、以下の表の

とおりです。
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表 2-3　 　 setpciboxdio コマンドを実行し有効、無効の設定を切り替える場合の作業 (続き)

PCIボックスの構成 ドメインの構成 Oracle VM Server for

 SPARC configの再構築

OpenBoot PROM環

境変数の再設定

あり／なし ゲストドメインあり 要（XML） 要

注－PCIホットプラグ（PHP）機能によりPCIボックスを保守する場合、ダイレクトI/O機能

は無効なため、各情報の退避／復元は必要ありません。

表 2-4　 　ダイレクトI/O機能を有効にしたSPARC M10筐体のPCIスロットに対してPCIボッ

クスを増設／減設／交換した場合の作業

保守環境 ドメインの構成 Oracle VM

 Server for

 SPARC config

の再構築

OpenBoot

 PROM環境変数

の再設定

PPARを停止して増設／減設し

た場合

factory-default
ゲストドメインあり

不要

要（XML）
不要

要

PPARを停止して故障したPCI
ボックス(*)を交換した場合

factory-default
ゲストドメインあり

不要

要（XML）
不要

要

PPARを停止して正常なPCI
ボックス(*)を交換した場合

factory-default
ゲストドメインあり

不要

不要

不要

不要

*：  リンクカード、リンクケーブル、マネジメントケーブル、リンクボードを交換した場合も含みます。

setpciboxdio(8)コマンドを実行してPCIボックスのダイレクトI/O機能を有効にし

たSPARC M10筐体のPCIスロットに対してPCIボックスの増設／減設／交換を実

施する場合、各情報の退避／復元が必要な場合は、以下の表のとおりです。

二系統受電設定に関する留意点

SPARC M10システムの電源ユニットは、冗長構成です。setdualpowerfeed(8)コマン
ドにより二系統受電機能を有効／無効のどちらに設定しても、冗長構成のシステム挙

動に影響はありません。

したがって、setdualpowerfeed(8)コマンドの設定に依存したshowdualpowerfeed(8)
コマンドおよびshowhardconf(8)コマンドの表示結果が以下のいずれの場合において

も、冗長構成のシステム挙動に影響はありません。
■ showdualpowerfeed(8)コマンドで「Dual power feed is enabled.」のとき、

showhardconf(8)コマンドで「Power_Supply_System: Dual ;」と表示される場合
■ showdualpowerfeed(8)コマンドで、「Dual power feed is disabled.」のとき、

showhardconf(8)コマンドで「Power_Supply_System: Single ;」と表示される場合
 

この設定機能は、二系統受電での構成かどうかの、システム管理者用のメモとして利

用できます。
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その他の留意点および制限事項

留意点

■ オペレーションパネルのモードスイッチがServiceモードのときは、オペレーショ

ンパネルの電源スイッチを使用して電源を投入することはできません。オペレー

ションパネルの電源スイッチから電源を投入する場合は、オペレーションパネル

のモードスイッチをLockedモードに切り替えてください。

■ 64 GBメモリを増設する場合は、XCP 2090以降を適用してください。

■ [SPARC M10-1/M10-4/M10-4S]
TelnetおよびSSHでXSCFへ同時に接続できる最大ユーザー数は、以下のとおりで

す。

・M10-1: 20ユーザー

・M10-4: 40ユーザー

・M10-4S（クロスバーボックスなし）: 40ユーザー

・M10-4S（クロスバーボックスあり）: 70ユーザー

最大ユーザー数を超えた場合、アクセスは拒否されます。

■ XSCF-LANはオートネゴシエーションに対応しています。XSCF-LANと全二重固

定で設定されているネットワーク機器を接続した場合、IEEE802.3の規約によって、

XSCF-LANは半二重モードで通信します。これにより、ネットワークの通信速度

が遅くなったり、通信異常が発生したりする場合があります。XSCF-LANと接続

するネットワーク機器は、必ずオートネゴシエーションに設定してください。

■ setdualpowerfeed(8)コマンドの設定は即時反映されるため、XSCFをリセットする

必要ありません。

■ ioxadm poweroff(8)コマンドで-fオプションを一緒に指定できるのは。電源ユニッ

トだけです。

■ setupfru(8)コマンドのメモリミラー設定は、対象のシステムボード（PSB）が属す

る物理パーティション（PPAR）の、電源が切断されている状態で行ってください。

■ マニュアルページを表示する場合は、ターミナルソフトの設定をTERM=vt100と
してください。

■ 物理パーティション（PPAR）を構築する場合、システムに存在しないBB-IDを
PPAR-IDに設定しないでください。

たとえば、システムに存在するBB-IDが00と01の場合、設定できるPPAR-IDは00
または01です。PPAR-IDに02を設定すると、PPAR-ID 02に設定されたPPARは起

動できなくなります。

■ showhardconf(8)コマンドを実行して表示される情報のうち、ゲストドメインの

PCI Express（PCIe）カード情報は、該当するゲストドメインのOracle Solarisが起

動したあとに反映されます。

■ XCP 2032以降、setpparmode(8)コマンドで設定する省電力動作のデフォルト値

は、「有効」から「無効」に変更されます。

■ testsb(8)またはdiagxbu(8)コマンドを実行すると、エラーログの被疑箇所に

「PPAR#30」と、存在しないPPAR-IDが表示されることがあります。これは、診
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断時にシステムボード（PSB）の異常が検出されたことを示します。出力された

PPAR-IDは何も意味も持ちません。

■ 制御ドメインコンソールに接続する場合は、XSCF-LANポート経由で接続するこ

とを推奨します。

シリアルポート経由で制御ドメインコンソールに接続して大量のデータを出力さ

せると、正しく表示されないことがあります。

■ [SPARC M10-4S]
showhardconf(8)コマンド、showboards(8)コマンド、showpparstatus(8)コマンド
など、システムの構成や状態を表示するコマンドは、システムを構成している

SPARC M10-4Sやクロスバーボックスの台数に応じて、処理時間がかかります。

■ [SPARC M10-4S]
複数の筐体で構成されているシステムの場合、BB#01またはXBBOX#81の筐体が、

はじめにマスタXSCFになることもあります。

■ [SPARC M10-4S]
システム構成によっては、リブートに時間がかかることがあります。

■ XCP 2032をインストールしたSPARC M10-4SにSPARC M10-4Sを増設する場合

は、事前に最新のファームウェアにアップデートしてください。

■ setsnmpvacm(8)コマンドのオペランドにcreateviewを指定して実行すると、MIB
のOIDマスクを使用したアクセスの制限ができません。setsnmpvacm(8)コマンド
のオペランドにcreateviewを指定して実行する場合は、MIBのOIDマスクを使用し
ないでください。

■ 複数の電源連動グループに、同じノードを登録しないでください。1つのノードを

複数の電源連動グループに登録して電源連動を行うと意図しない動作となること

があります。

なお、setremotepwrmgmt(8)コマンドでは、複数の電源連動グループにノードが

登録されているかどうかを確認することはできません。電源連動グループ管理情

報ファイルを作成、修正するときに重複しないように注意してください。

■ I/Oノードを、複数の電源制御グループに登録しないでください。 複数の電動連動

グループに同じI/Oノードを設定し以下の両方の条件を満たすと、I/Oノードの電

源がオン／オフを交互に繰り返します。

・setremotepwrmgmt -c enableを実行し、電源連動機能が有効である。  

・1台以上のホストノードが電源オンである電源制御グループと、すべてのホスト

ノードが電源オフである電源制御グループが存在する。

I/Oノードを複数の電源制御グループに登録してしまった場合は、setremotepwrmgmt
 -c disableで電源連動を無効にしたあと、clearremotepwrmgmtで電源制御グルー

プの設定を削除してください。削除後、複数のグループに登録されないように電

源連動グループ管理情報ファイルを作成してから、setremotepwrmgmt -c config
で再度登録してください。

■ XCP2080 以前で、かつSPARC M10システムが1台構成で外部I/O装置を接続してい

る場合は、電源連動機能は使用しないでください。XSCFがリセットされたときに

外部I/O装置の電源が誤って切断されることがあります。

■ 引き継ぎIPアドレスを設定している場合は、SNMPv1のSNMP Trapの、UDPパ
ケットの送信元IPアドレスとAgent Addressが異なります。UDPパケットの送信

元IPアドレスには各XSCF-LANに割り当てたIPアドレス（物理IPアドレス）が、

Agent Addressには引き継ぎIPアドレス（仮想IPアドレス）が格納されます。
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primary# ldm list-spconfig

ldm-set1
   

[current]

factory-default

primary#
 

ldm set-variable fix_atu=true   <ldom>

primary#
 

ldm remove-variable fix_atu   <ldom>

primary#
 

ldm rm-spconfig ldm-set1

primary#
 

ldm add-spconfig ldm-set1

■ 2 CPUが搭載されたSPARC M10-4またはSPARC M10-4SでI/Oバス再構成を有効に

設定しているとき、2 CPUを追加するためにCPUメモリユニット（CMU）を増設

すると、それまで使用していたI/Oデバイスのデバイスパスが変化します。

setpparmode(8)コマンドの-m functionオプションで設定できるioreconfigureは、
通常、デフォルトのfalseを指定し、I/Oバス再構成機能を無効にしてください。  

ioreconfigureにtrueを指定して、I/Oバス再構成機能を有効にすると、Oracle
 Solarisの再インストールが必要になることがあります。

■ Oracle Solaris 11が動作している論理ドメインの場合、XCP 2050以降にアップデー

トすることにより、1つのルートコンプレックス（RC）に搭載できるPCIeカード
の最大搭載枚数を増やすことができます。

XCP 2050以降にアップデートしたあとPCIeカードを増設する場合は、制御ドメイ

ンで以下の作業を実施してください。

ここでは現在使用中の構成情報ldm-set1と、factory-defaultの、2つの構成情報が保存

されている例で説明します。

　 1. XSCFに保存された論理ドメインの構成情報を確認します。

　 2. 制御ドメインを含む、すべての論理ドメインに対して、以下のコマンドを実

行します。

   ldomには論理ドメイン名を指定します。

　 3. 変更された内容で論理ドメインの構成情報を保存しなおします。

   保存されているldm-set1をいったん削除してから、保存しなおします。

　 4. すべての論理ドメインを再起動します。

■ XSCFユーザーアカウント名とLDAPユーザー名に同じ名前を使用することはでき

ません。また、XSCFユーザーアカウントのUIDとLDAP UIDに同じIDを使用する
ことはできません。

制限事項

■ setpcl(8)コマンドの-sオプションで設定されるno-mem、no-ioは、現時点ではサ

ポートされていません。

■ XSCFとハイパーバイザ間のAlive監視機能はサポートされていません。XSCFとハ
イパーバイザ間のAlive監視機能は、setpparmode(8)コマンドを使用しても、有効

／無効を設定できません。

第2章　XCP 2092に関連する情報 17



■ [SPARC M10-4S]
2台以上で構成されたSPARC M10-4Sで、制御ドメインコンソール接続中にXSCF
の切り替えが発生したあと、切り替わったマスタXSCFに制御ドメインコンソール
を接続しなおそうとすると、すべてのSPARC M10-4Sの筐体が再起動するまで制

御ドメインコンソールに接続できないことがあります。

XSCFの故障が原因ですべてのXSCFが再起動できていない場合は、再度、制御ド

メインコンソールに接続してください。制御ドメインコンソールに接続できない

場合は、故障しているXSCFユニットまたはCPUメモリユニット（下段）を交換し

てください。

■ [SPARC M10-4S]
2台以上で構成されたSPARC M10-4Sで、あるXSCFの故障のためにすべてのXSCF
が再起動できていない場合、poweroff(8)コマンドやreset(8)コマンドを実行しても、
正常に動作しないことがあります。

物理パーティション（PPAR）の電源を切断する場合は、PPARの制御ドメインに
ログインしてOracle Solarisのshutdown(1M)コマンドを実行して、その後、XSCF
ファームウェアのpoweroff -fコマンドを使用してPPARの電源を切断してくださ

い。この状態でreset(8)コマンドは使用できません。

■ setpowerupdelay(8)コマンドにある空調待ち時間を設定するための-c waitは、現

時点ではサポートされていません。

■ XSCFのユーザーアカウントに対してリモートユーザーを設定できる以下の機能

は、現時点ではサポートしていません。

・Lightweight Directory Access Protocol（LDAP）機能: setladap(8)、showldap
(8)、setlookup(8)、showlookup(8)

・Active Directory機能: setad(8)、showad(8)

・LDAP/SSL機能: setldapssl(8)、showldapssl(8)

■ replacefru(8)コマンドを使用したクロスバーボックスの交換は、現時点ではサポー

トされていません。クロスバーボックスの交換方法は「第6章 SPARC M10-4Sハー
ドウェアに関する情報」の「クロスバーボックスの交換に関する制限事項」を参

照してください。

■ addfru(8)コマンドを使用したクロスバーボックスの増設は、現時点ではサポート

されていません。クロスバーボックスの増設方法は「第6章 SPARC M10-4Sハード
ウェアに関する情報」の「拡張接続用ラック2の増設に関する制限事項」を参照し

てください。

■ [SPARC M10-4S]
複数の物理パーティション（PPAR）で構成されたシステムに対して、poweron
(8)コマンドですべてのPPARの電源を投入するとき、PPARを指定した電源投入は、

-aを指定した一括電源投入よりも起動時間がかかります。

■ [SPARC M10-4/M10-4S]
setpparmode(8)コマンドの-m functionで指定できるioreconfigureは、デフォルト

であるfalseのままとし、I/Oバス再構成機能を無効にしてください。ioreconfigure
にtrueを指定して、I/Oバス再構成機能を有効にすると、Oracle Solarisの再インス
トールが必要になることがあります。

■ [SPARC M10-4S]
showhardconf -Mを実行した場合、以下の両方を満たす条件下で1画面ずつ表示で

きないことがあります。showhardconf -Mを実行しないでください。
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・2BB以上で構成されたシステム

・1台以上のSPARC M10-4Sが、rebootxscf(8)コマンドによるXSCFリセット中のた

め、通信できない状態にある

■ [SPARC M10-1]
物理パーティション（PPAR）の電源が投入されている状態で、XCP 2070版以前

のファームウェアにアップデートすると、論理ドメインが停止することがありま

す。

必ず、物理パーティション（PPAR）の電源が切断されている状態で、ファームウェ

アをアップデートしてください。この不具合の詳細は、「XCP 2070で解決された

不具合」の「RTIF2-131004-001」を参照してください。

XCP
 

2092での不具合と回避方法
XCP 2092で発生しうるXCPの不具合については、「XCP 2092で発生しうる不具合と

回避方法」を、XCP 2092で解決されたXCPの不具合については、「XCP 2092で解決

された不具合」を参照してください。
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第3章

ソフトウェアに関する情報

ここでは、SPARC M10 システムのソフトウェアに関する特記事項や不具合について

説明します。

■ 留意点および制限事項

■ XCPに関する不具合と回避方法

■ Oracle Solarisに関する不具合と回避方法

留意点および制限事項

Oracle VM
 

Server
 

for
 

SPARCに関する留意点

■ Oracle VM Server for SPARCで論理ドメインを再構成したあと、ldm add-
spconfigコマンドを実行する前に、XSCFファームウェアのreset(8)コマンドでゲス

トドメインを操作すると、指定したゲストドメイン以外のゲストドメインがリセッ

トされることがあります。または、指定したゲストドメインがリセットされませ

ん。ldm add-spconfigコマンドで論理ドメインの構成を保存してください。保存

する前にゲストドメインをリセットする場合は、XSCFからではなく、制御ドメイ
ンからldm stopコマンドを実行してください。

■ 次回起動時の論理ドメインの構成を指定する場合は、ldm add-spconfig -rではな
く、ldm set-configコマンドを使用してください。
ldm add-spconfig -rコマンドを使用して、次回起動時の論理ドメインの構成を指

定した場合、XSCFファームウェアのreset(8)コマンドでゲストドメインを操作す

ると、指定したゲストドメイン以外のゲストドメインがリセットされることがあ

ります。

■ Oracle VM Server for SPARCでldm migrate-domainコマンドを実行し、ライブマ
イグレーションを行った場合、XSCFで以下の問題が発生します。

・showdomainstatus(8)コマンドを実行すると、移行先のゲストドメインのステー

タスが"Unknown"で表示されます。
移行先の制御ドメインからldm add-spconfigコマンドを実行して構成情報を保
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存すると、showdomainstatus(8)コマンドでステータスが正常に表示されるよう

になります。

・ライブマイグレーションを実行したあと、移行元でshowdomainstatus(8)を実行
すると、移行済みで存在しないゲストドメインのステータスが"Host stopped"で
表示されます。

・poweroff(8)コマンドを使用して物理パーティション（PPAR）の電源を切断し

た場合、いずれかのゲストドメインが正しくシャットダウンされないことがあ

ります。

・reset(8)コマンドを使用してゲストドメインをリセットした場合、指定したゲス

トドメイン以外のゲストドメインがリセットされることがあります。ゲストド

メインをリセットする場合は、XSCFからではなくゲストドメインから実行して

ください。

・SNMP設定している場合、Trap通知されたゲストドメイン名が誤っていること

があります。

■ ldm migrate-domainコマンドによるマイグレーションでは、移行元の論理ドメイ

ンがOpenBoot PROMの状態の場合はサポートされません。

移行元の論理ドメインを以下のどちらかの状態にしたうえで、ldm migrate-
domainコマンドによるマイグレーションを実施してください（CR  15858731）。

・停止状態（bound状態）

・Oracle Solarisを起動した状態

■ 制御ドメインのldmdサービス（svc:/ldoms/ldmd:default）は、必ず起動してくだ

さい。

Opensslを使用する場合の留意点

Oracle SolarisはSPARC M10システム用の暗号化ライブラリを提供します。このライ

ブラリは、OpenSSLのPKCS11エンジンを使うことで利用できます。詳細は

openssl(5)、engine(3openssl)、evp(3openssl)のマニュアルページを参照するか、以
下のOpenSSLのドキュメントを参照してください。
　

http://www.openssl.org/docs/crypto/engine.html
http://www.openssl.org/docs/crypto/evp.html
　

なお、以下の点にご注意ください。

■ OpenSSLにおいてSPARC64 Xプロセッサの暗号演算ユニットのアクセラレーショ

ン機能を動作させるためには、PKCS11エンジンが必要です。

■ Oracle SolarisでOpenSSLのPKCS11エンジンを実行させるためには、エンジンで

サポートされているダイジェストと暗号メソッドのEVPモデルを有効にしてくだ

さい。

・SPARC64 Xプロセッサ用に最適化されたダイジェストメソッドは以下のとおり

です。

  SHA1, SHA224, SHA256, SHA384, SHA512

・SPARC64 Xプロセッサ用に最適化された暗号化メソッドは以下のとおりです。

  DES-CBC, DES-EDE3-CBC, DES-ECB, DES-EDE3
  AES-128-CBC, AES-192-CBC, AES-256-CBC
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# openssl speed -engine pkcs11 -evp AES-256-CBC

注－Enhanced Support Facility（ESF）およびRemote Customer Support System（REMCS）
は、日本国内で富士通から販売されたSPARC M10システムにだけサポートされます。

  AES-128-ECB, AES-192-ECB, AES-256-ECB
  AES-128-CTR, AES-192-CTR, AES-256-CTR

　

以下はSPARC64 Xプロセッサで最適化されたAES-256-CBCメソッドを呼び出すコ

マンドの例です。

■ OpenSSLライブラリ（libssl、libcrypto）を使用しているアプリケーションで、
PKCS11エンジンの最適化されたダイジェストメソッドや暗号メソッドを使うため

には、evp(3openssl)で説明されているEVPインターフェースを有効にしてくださ

い。

リモート保守サービスに関する留意点

ここでは、リモート保守サービスを使用する場合の留意点について説明します。

REMCSの設定方法および使用方法については、『Enhanced Support Facilityユーザー
ズガイド REMCS編』を参照してください。

リモート保守サービスの設定の前に

SPARC M10 システムでリモート保守サービスを使用するには、XSCF WebでREMCS
エージェント機能に関する設定を行う必要があります。また、REMCSエージェント
では、XSCFのタイムゾーン情報を使用します。事前に、XSCFシェルで以下の設定を

済ませておいてください。

　

■ HTTPS設定を有効にするなど、XSCF Webを使用するために必要な設定
■ XSCFのタイムゾーン設定

　

上記の設定が完了したら、XSCF WebでREMCSエージェント機能に関する設定を行っ

てください。

なお、XSCF Webの設定、タイムゾーン設定の詳細は、『SPARC M10 システム シス

テム運用・管理ガイド』を参照してください。

REMCSエージェント機能のタイムゾーンについて

REMCSエージェントでは、現在システムで設定されているタイムゾーンを使用しま

す。 このため、XSCFでシステムのタイムゾーンを変更した場合、REMCSセンター
の情報を更新するために、定期接続スケジュールを設定しなおしてください。
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表 3-1　 　XCP 2092で発生しうる不具合と回避方法

RTI番号

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

M10-4S 説明 回避方法

RTIF2-130109-
003

○ ○ ○ PCIボックスが接続された

SPARC M10システム筐体のLSB
番号を、setpcl(8)コマンドを使

用して変更し、論理ドメイン構

成でOracle Solarisを起動すると、

showhardconf(8)コマンドを実

行しても、PCIボックスの構成

情報が表示されません。

setdomainconfig(8)コマンドを

使用して、論理ドメイン構成を

factory-defaultに設定し、物理

パーティション（PPAR）の電

源を投入してください。

その後、論理ドメインを設定し

なおしてください。

RTIF2-

130219-004

○ クロスバーボックスに搭載され

たクロスバーユニットで故障が

発生した場合、エラーログに

「failed to read/write interrupt
 mask register」が多数登録され

ることがあります。

有効な回避策はありません。

物理パーティション（PPAR）
の電源を切断し、クロスバー

ボックス内のクロスバーユニッ

トを交換してください。

SNMPに関する留意点

■ SNMPv3エージェントを使用する場合、setsnmp(8)コマンドによる認証プロトコ

ルと暗号化プロトコルの設定を行ったあとは、setsnmpusm(8)コマンドによる
User-based Security Model（USM）管理情報の設定、およびsetsnmpvacm(8)コマ
ンドによるView-based Access Control Model（VACM）管理情報の設定も、必ず

実施してください。SNMPv3の設定では、認証プロトコルおよび暗号化プロトコ

ルの指定は必須となります。また、setsnmp(8)およびsetsnmpusm(8)コマンドを使
用するときは、パスワードの入力が必要になります。

■ SNMPマネージャが稼働していないサーバがSNMPv3のinformトラップホストと

して登録されている状態で、setsnmp(8)、setsnmpusm(8)、setsnmpvacm(8)を実
行した場合に、Agent restart failedというメッセージが表示されることがあります。

このメッセージはSNMPエージェントの再起動で異常が発生したことを示すもの

ですが、本メッセージが表示された場合でもSNMPエージェントは正常に稼働し

ているため、システムへの影響はありません。SNMPマネージャの稼働開始後に

トラップホストを登録してください。

XCPに関する不具合と回避方法
ここでは、XCPに関する不具合と回避方法をバージョンごとに記載します。

XCP
 

2092で発生しうる不具合と回避方法

XCP 2092で発生しうる不具合とこれらの不具合に対する回避方法を、以下の表に示

します。
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表 3-1　 　XCP 2092で発生しうる不具合と回避方法 (続き)

RTI番号

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

 M10-4S 説明 回避方法

RTIF2-

130219-006

○ ○ ○ 物理パーティション（PPAR）
の電源投入中に、flashupdate
(8)コマンドやrebootxscf(8)コマ

ンドを使用してXSCFを再起動

すると、POSTが診断を完了し

た状態（Initialization Complete）
で停止することがあります。

reset porコマンドを実行するか、

poweroff -fコマンドでPPARの
電源を切断したあと再投入して

ください。

RTIF2-

130219-007

○ ビルディングブロック構成のシ

ステムで、クロスバーボックス

やSPARC M10-4Sの入力電源を

切断したあと再投入すると、エ

ラーログに「Board control
 error （MBC link error）」が登

録されていることがあります。

さらに、存在しないクロスバー

ボックスやSPARC M10-4Sを故
障ユニットとして表示すること

があります。

このエラーログは入力電源を切

断したときに登録されます。こ

のエラーログは無視してください。

RTIF2-130305-
001

○ ○ ○ setpowercapping(8)コマンドを

実行し、消費電力制限機能を「有

効」、消費電力上限値を「100パー

セント指定（デフォルト）」、消

費電力の上限値を超えた場合の

猶予時間を「none」に設定し、

入力電源を投入または物理パー

ティション（PPAR）の電源を

切断すると、イベントログに

「The limit of power have been
 exceeded」が登録されます。

有効な回避方法はありません。

このイベントログは無視してく

ださい。

RTIF2-130305-
002

○ ○ ○ CPUまたはメモリの故障を検出

し、XSCFが制御ドメインへ故

障情報を通知している最中に

XSCFの切り替えが発生すると、

その故障情報が制御ドメインへ

再通知されないことがあります。

そのため、showlogs errorコマ

ンドで表示される故障情報が、

fmdumpコマンドで出力される

Fault Reportに表示されません。

有効な回避方法はありません。

showlogs errorコマンドで表示

されたFRUに従って、保守して

ください。

RTIF2-130305-
003

○ ○ ○ 入力電源ケーブルを抜去したあ

とすぐに接続しなおすと、入力

電源の構成異常を表す以下のエ

ラーログが登録されることがあ

ります。

[XCP 2041以降の場合]
Wrong PSU is installed
[XCP 2032以前の場合]
PSUs detect 100V and 200V at
 AC inputs

有効な回避方法はありません。

このエラーログは無視してくだ

さい。
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表 3-1　 　XCP 2092で発生しうる不具合と回避方法 (続き)

RTI番号

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

 M10-4S 説明 回避方法

RTIF2-130305-
004

○ replacefru(8)コマンドを使用し

て、SPARC M10-4Sまたはクロ

スバーボックスの、XSCFユニッ

トを交換すると、以下のメッ

セージが出力されて、交換に失

敗することがあります。

[Warning:010]
An internal error has occurred.

replacefru(8)コマンドをいった

ん終了してから、実行しなおし

てください。

それでも失敗する場合は、シス

テムを停止してから交換してく

ださい。

RTIF2-130305-
007

○ ○ ○ testsb(8)コマンドまたは

diagxbu(8)コマンドを実行した

とき、システムボード（PSB）
の構成違反が検出されると、登

録されたエラーログのFRUが

「PPAR#30」で表示されます。

有効な回避方法はありません。

該当するSPARC M10システム

筐体のPSBを保守してください。

RTIF2-130305-
020

○ XSCFのパニックやハングが発

生したときに、「XSCF hang-up
 is detected」のエラーログが過

剰に通知されることがあります。

有効な回避手段はありません。

同じ時期に通知された同じ内容

のログは、同一の原因として無

視してください。

RTIF2-130305-
022

○ 「XSCF  hang-up is detected」
のエラーログが検出され、

showboards(8)コマンドで

「unknown」のシステムボード

（PSB）があるとき、

poweron(8)コマンドが以下の

メッセージで失敗することがあ

ります。XSCF Web、APCSや電

源連動による電源投入指示でも

同様です。

Not powering on : An internal
 error has occurred. Please
 contact your system administrator.

有効な回避手段はありません。

showboards(8)コマンドで

「unknown」となっている、

PSBのXSCFを交換してください。

RTIF2-130305-
023

○ クロスバーユニットのDC-DCコ
ンバーターに故障が発生した場

合は、本来「LSI detected errors
 with power subsystem failure.」
のエラーログが登録されるが、

誤って「XB-XB interface
 link-up error.」が登録されます。

有効な回避方法はありません。

「XB-XB interface link-up error」
のエラーログが登録された場合、

電源の故障が発生していないか

確認してください。

電源の故障が発生している場合

は、「XB-XB interface link-up
 error」のエラーログは無視して

ください。

RTIF2-130305-
025

○ 多数の物理パーティション

（PPAR）を設定している状態

でpoweroff(8)コマンドを実行す

ると、1 PPARずつ電源が切断さ

れるため処理時間がかかります。

システム構成によっては、1時
間程度かかることがあります。

有効な回避手段はありません。
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表 3-1　 　XCP 2092で発生しうる不具合と回避方法 (続き)

RTI番号

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

 M10-4S 説明 回避方法

RTIF2-130329-
005

○ SPARC M10-1で入力電源の投入

時に、XSCFのREADY LEDが点

滅したまま起動しないことがあ

ります。

有効な回避手段はありません。  

入力電源を切断後、再投入して

ください。

RTIF2-130410-
001

○ diagxbu(8)、またはtestsb(8)コ
マンドを実行してシステムボー

ド（PSB）の電源切断処理中に、

以下のメッセージが出力され、

システムボードの診断に失敗す

ることがあります。

[Warning:010]
An internal error has occurred.

有効な回避方法はありません。

showhardconf(8)コマンドを実

行して該当するPSBのPwr欄が

「n」になっていることを確認

してください。

「y」の場合は、数分間隔で

showhardconf(8)コマンドを実

行して、「n」になることを確認

してください。

RTIF2-130410-
002

○ 物理パーティション（PPAR）
の電源投入処理中にswitchscf(8)
コマンドを実行してXSCFの切

り替えを実施すると、XSCFの
切り替えに失敗することがあり

ます。

PPARの電源投入処理中に

switchscf(8)コマンドを使用して、

XSCFの切り替えを実施しない

でください。

RTIF2-130410-
003

○ 以下のすべての条件を満たした

システムで、物理パーティショ

ン（PPAR）を電源を投入する

と、他のPPARの電源も投入さ

れることがあります。
■ setremotepwrmgmt(8)コマ

ンドで電源連動を有効にして

いる。
■ 電源連動の管理項目に

SubNodeIDを設定しない

ノードを作成している。
■ 複数のPPARで構成されている。

■ 電源連動が不要の場合

setremotepwrmgmt -c
 disableで電源連動を無効に

してから、

clearremotepwrmgmt(8)コマ

ンドで電源連動設定を削除し

てください。
■ 電源連動が必要な場合

複数のPPARで構成されてい

るシステムでは、電源連動の

管理ファイルに、SubNodeID
として、PPAR-IDを指定し

て作成したあと、

setremotepwrmgmt -c config
で電源連動の設定を登録して

ください。

RTIF2-130516-
002

○ 物理パーティション（PPAR）
の電源を切断している最中に、

XSCFの切り替えまたはXSCFの
リセットが発生した場合、電源

が切断できないことがあります。

有効な回避方法はありません。

PPARの電源を切断している最

中に、switchscf(8)コマンドによ

るXSCFの切り替え、または

rebootxscf(8)コマンドによる

XSCFのリセットを行わないで

ください。

RTIF2-130516-
004

○ 4BB以上の構成でハードウェア

故障が発生した場合、クラスタ

の自動系切り替えに失敗するこ

とがあります。

クラスタの自動系切り替えに失

敗した場合は、クラスタソフト

のマニュアルの手順に従い、手

動で切り替えてください。
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表 3-1　 　XCP 2092で発生しうる不具合と回避方法 (続き)

RTI番号

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

 M10-4S 説明 回避方法

また、1台のクラスタに16以上
のゲストノードが組み込まれて

いる場合、制御ドメインのコン

ソールに下記のワーニングメッ

セージが出力されることがあり

ます。

SA SA_xscf????.so to test host
 ??? failed

RTIF2-130516-
005

○ ○ ○ restoreconfig(8)、

restorecodactivation(8)コマンド

でデータをリストア中に

showcodactivation(8)コマンド

を実行すると、実行結果が表示

できないことがあります。この

とき、showcodactivation(8)コ
マンドが「codd internal error」
でエラーとなります。

restoreconfig(8)や

restorecodactivation(8)コマンド

の実行が完了してから、

showcodactivation(8)コマンド

を実行すると、実行結果が表示

できるようになります。

RTIF2-130516-
006

○ 複数の物理パーティション

（PPAR）の電源を同時に投入

している最中に、XSCFの切り

替えが発生した場合、電源の投

入に通常より時間がかかること

があります。

有効な回避方法はありません。

PPARの電源を投入している最

中に、switchscf(8)コマンドによ

るXSCFの切り替えを行わない

でください。

RTIF2-130702-
001

○ ○ SPARC M10-4/M10-4Sにおいて、

CPUメモリユニット（下段）

（CMUL）のみで運用していた

構成にCPUメモリユニット（上

段）（CMUU）を増設し、かつ

物理パーティション（PPAR）
のIOreconfigure設定がfalseと
なっている場合、PPARの電源

投入時および制御ドメインのリ

ブート時に、「I/O devices error
 detected」が検出されます。

増設後の電源投入時に検出され

るエラーを回避する方法はあり

ません。

以下の設定を行うと、PPARの
電源投入や制御ドメインのリ

ブートのたびに、エラーが検出

されることを回避できます。

1.  Oracle Solaris起動後、ldm
 rm-ioコマンドを使用して、

増設したCMUUのPCIeルー

トコンプレックスを制御ドメ

インの構成から削除します。

2.  ldm add-spconfigを使用して、
構築した論理ドメイン構成を

XSCFへ保存します。

RTIF2-130710-
001

○ switchscf(8)コマンドでXSCFの
切り替えを実施すると、ごくま

れにスタンバイ状態のXSCFが
起動しないことがあります。

有効な回避方法はありません。

[復旧方法]
すべてのSPARC M10-4Sの入力

電源を切断／投入（AC OFF/ON）
するか、replacefru(8)コマンド

を実行して、起動しないSPARC
 M10-4Sを疑似的に交換（部品を

交換せずに交換作業を実施）し

てください。
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表 3-1　 　XCP 2092で発生しうる不具合と回避方法 (続き)

RTI番号

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

 M10-4S 説明 回避方法

RTIF2-130711-
003

○ クロスバーボックスのXSCFユ
ニットの活性交換が完了する前

に、replacefru(8)コマンドが正

常終了します。

replacefru(8)コマンドを使用し

てXSCFユニットを交換すると

きには、以下のメッセージが出

力されたあと10分待機してから、
次の操作を実施してください。

After replacement has been
 completed,  

please select[f:finish] :  

RTIF2-130801-
001

○ switchscf(8)コマンドを実行して

もXSCFが切り替わらないこと

があります。このとき、マスタ

XSCFとスタンバイ状態のXSCF
が通信できない状態になってお

り、XSCFの冗長性が保持され

ない状態となっています。

有効な回避手段はありません。

switchscf(8)コマンドを実行して

もXSCFが切り替わらない場合

には、スタンバイ状態となって

いる筐体のXSCFユニットを

replacefru(8)コマンドで活性交

換してください。また、XSCF
ユニットを切り離したときに、

XSCF BB制御ケーブルを抜き差

ししてください。

RTIF2-130801-
002

○ ○ DIMMが故障すると構成違反が

誤検出され、以下のイベントロ

グが登録されます。

SCF:DIMM configuration error
 on PSB#xx-0

有効な回避手段はありません。

構成違反のイベントログは無視

してください。

DIMM故障時の保守手順に従い、
故障したDIMMが搭載された

SPARC M10システム筐体の入

力電源を切断し故障したDIMM
を交換したあと、電源を投入し

なおすことで構成違反および故

障が解消されます。

RTIF2-130802-
003

○ replacefru(8)コマンドでクロス

バーボックスのXSCFユニット

を交換したとき、コマンドは正

常に終了しますが、以下のエ

ラーログが登録されることがあ

ります。このエラーログで示さ

れる被疑箇所は正しくありません

SCF:Board control error (link
 failed)

再度、replacefru(8)コマンドで

同じクロスバーボックスの

XSCFユニットを交換してくだ

さい。交換作業時に入力電源を

切断（AC OFF）した場合は、

すべてのXSCF BB制御ケーブル

を抜き差ししなおしてください。

RTIF2-131001-
001

○ initbb(8)コマンドでSPARC
 M10-4Sまたはクロスバーボック

スを切り離したあと、XSCF BB
制御ケーブルの接続状態はその

ままにして、すべての筐体の入

力電源を切断して再投入した場

合、initbb(8)コマンドで切り離

した筐体がマスタ筐体となり、

XSCFの設定が工場出荷時に初

期化されてしまいます。

SPARC M10-4Sおよびクロス

バーボックスは、必ず以下の手

順で切り離してください。

1. initbb(8)コマンドを実行し、

対象の筐体を停止させます。

2.  停止させた筐体の入力電源を

切断したあと、XSCF BB制御

ケーブルを取り外します。
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表 3-1　 　XCP 2092で発生しうる不具合と回避方法 (続き)

RTI番号

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

 M10-4S 説明 回避方法

RTIF2-131001-
002

○ 物理パーティション（PPAR）
の稼働中、またはPPARの電源

を切断したときに、XSCFのマ

スタ／スタンバイの切り替えが

発生することがあります。 

マスタ／スタンバイの切り替え

が発生した場合、マスタXSCF
のコンソールには、以下のメッ

セージが表示されます。

Kernel panic - not syncing: MBC
 Dual ifcut interrupt.

有効な回避手段はありません。

この不具合によりマスタ／スタ

ンバイの切り替えが発生します

が、システムに影響はありませ

んので、システムを継続して運

用できます。

RTIF2-131112-
001

○ ○ ○ snapshot(8) -tコマンドでSSHを

使用してデータ送信を行った場

合、USBデバイスやXSCF Web
を使用して転送した場合と比較

して、10分～30分程度遅延する

場合があります。

有効な回避手段はありません。

転送が遅延した場合も、採取し

たデータに問題はありません。

RTIF2-131112-
013

○ poweron -aコマンドにより複数

の物理パーティション(PPAR)を
同時に起動すると、OSコンソー

ルに「Unable to connect to
 Domain Service providers」に

続いて「Error storing
 configuration variable. LDC is
 not up Configuration variable
 setting will not persist after a
 reset or power cycle」のエラー

メッセージが出力され、

setpparparam(8)コマンドで設定

したOpenBoot PROM環境変数

が反映されずに、Oracle Solaris
が起動される場合があります。

有効な回避方法はありません。

エラーメッセージが出力された

物理パーティション(PPAR)に対

して、制御ドメインを再起動し

てください。

RTIF2-131126-
003

○ ○ ○ PCIボックスファームウェアの

アップデートが失敗する場合が

あります。失敗した場合は、イ

ベントログに"LINKCARD
 update is failed"が表示されます。

<例>
SCF:LINKCARD update is
 failed (LINKCARD=1, bank=0,
 PCIBOX version=1130: last
 version=1120)

有効な回避方法はありません。

ioxadm -c update コマンドを実

行し、再度PCIボックスのファー

ムウェアをアップデートしてく

ださい。

RTIF2-131126-
005

○ ○ ○ XSCF Webでマストヘッドフ

レームのRefleshボタンをクリッ

クしても、メニューフレームに

表示中のPhysicalまたはLogical
のツリーが更新されません。

メニューフレームのPhysicalま
たはLogicalのタブをクリックし

て、ツリーを再表示してください。

SPARC M10 システム プロダクトノート XCP 2092版・2014年6月30



表 3-1　 　XCP 2092で発生しうる不具合と回避方法 (続き)

RTI番号

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

 M10-4S 説明 回避方法

RTIF2-131212-
001

○ LSB番号を01以上に設定した物

理パーティション（PPAR）が

存在する場合、I/Oデバイスの

異常が発生しても「I/O device
 error detected」のログが

showlogs errorコマンドで表示

されない、または「I/O device
 error detected」の対象となる

FRUが誤って表示されることが

あります。

有効な回避手段はありません。

RTIF2-131213-
001

○ 3BB以上またはクロスバーボッ

クスのあるシステム構成で、マ

スタXSCFで異常が発生して

XSCFのマスタ／スタンバイ切

り替えが行われるときに、切り

替えに失敗し、スタンバイ状態

に切り替わるべき旧マスタ

XSCFが再度マスタXSCFとして

起動されてしまうことがありま

す。その結果、システムに2つ
のマスタXSCFが存在すること

になります。マスタXSCFが2つ
ある状態ではシステム動作は保

障できません。

この状態は、背面パネルの

MASTER LEDが点灯している筐

体が2つあることで確認できます。

有効な回避方法はありません。

【復旧方法】

しばらく待って、自動的にシス

テムのマスタXSCFが1つだけの

状態になれば、システムを運用

できます。

15分間待ってもシステムのマス

タXSCFが1つの状態にならない

場合は、すべてのSPARC M10
システムおよびクロスバーボッ

クスの背面パネルにあるRESET
スイッチを押してください。そ

の後、システムを運用できます。

RTIF2-131213-
002

○ DR機能を使用してaddboard(8)
コマンドまたはdeleteboard(8)
コマンドを実行し、システム

ボード（PSB）の追加または削

除を実行している間に、DR操
作の対象ではないほかの物理

パーティションで、ハードウェ

ア故障による再起動が行われる

かpoweroff(8)/poweron(8)/
reset(8)コマンドが実行されると、

実行中のaddboard(8)コマンド

またはdeleteboard(8)コマンド

でタイムアウトが検出され、コ

マンドが異常終了する場合があ

ります。

addboard(8)またはdeleteboard
(8)コマンド実行中には、

poweroff(8)/poweron(8)/reset(8)
コマンドを実行しないでくださ

い。DR操作中にハードウェア

故障が発生した場合は、有効な

回避方法はありません。

【復旧方法】

showboards(8)コマンドを実行

し、システムボード（PSB）の

ステータスを確認してください。

その後、再度addboard(8)コマ

ンドまたはdeleteboard(8)コマ

ンドを実行してください。
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表 3-1　 　XCP 2092で発生しうる不具合と回避方法 (続き)

RTI番号

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

 M10-4S 説明 回避方法

RTIF2-131213-
003

○ ある物理パーティションで

poweroff(8)/poweron(8)/reset(8)
コマンドを実行中に、ほかの物

理パーティションでDR機能を

使用してaddboard(8)コマンド

またはdeleteboard(8)コマンド

を実行し、システムボード（PSB）
を追加または削除すると、実行

中のaddboard(8)コマンドまた

はdeleteboard(8)コマンドでタ

イムアウトが検出され、コマン

ドが異常終了する場合があります。

poweroff(8)/poweron(8)/reset(8)
コマンド実行中には、

addboard(8)またはdeleteboard
(8)コマンドを実行しないでくだ

さい。物理パーティションの電

源の操作中にDR操作を実行し

た場合、有効な回避方法はあり

ません。

【復旧方法】

以下を実施してください。

1. showboards(8)コマンドを実

行する。

2.  システムボード（PSB）の

Pwr/Conn/Conf/Testステータ

スを参照し、以下の物理パー

ティションの電源操作の完了

を確認する。

  - 電源の投入／リセットの完了

Pwr/Conn/Conf/Testステー

タスがそれぞれy y y passed
になっている

  - 電源の切断の完了

Pwr/Conn/Confステータス

がそれぞれn n nになっている

3.  再度addboard(8)コマンドま

たはdeleteboard(8)コマンドを

実行する。

RTIF2-131213-
004

○ ○ ○ XSCF Webで[PPAR Operation]-
[PPAR Mode Configuration]メ
ニューからPPAR DR(Current)
またはPPAR DR(Next)を選択し

て、[Configure]ボタンを押し、

PPAR DR機能の有効／無効を表

示または設定する場合、正しく

ないダイアログが表示され、

PPAR DR機能の有効／無効を変

更できません。

XSCFコマンドのsetpparmode
(8)コマンドを実行して、PPAR
 DR機能の有効／無効を設定し

てください。
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表 3-1　 　XCP 2092で発生しうる不具合と回避方法 (続き)

RTI番号

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

 M10-4S 説明 回避方法

RTIF2-131213-
008

○ 3BB以上またはクロスバーボッ

クスのあるシステム構成で

addboard -c configureコマンド

を実行中に、マスタXSCFで異
常が発生してXSCFのマスタ／

スタンバイ切り替えが行われ、

その後マスタに切り替わった

XSCFでdeleteboard(8)コマンド

を実行した場合、実行したコマ

ンドの応答が返らないことがあ

ります。この現象は、XSCFの
マスタ／スタンバイ切り替え後

にマスタXSCFが2つ存在する状

態になったときに発生します。

（参考:RTIF2-131213-001）
この状態は、背面パネルにある

MASTER LEDが点灯している筐

体が2つあることで確認できます。

有効な回避方法はありません。

【復旧方法】

しばらく待って、自動的にシス

テムのマスタXSCFが1つだけの

状態になったら、再度

deleteboard(8)コマンドを実行

してください。

15分間待ってもシステムのマス

タXSCFが1つの状態にならない

場合は、すべてのSPARC M10
システムおよびクロスバーボッ

クスの背面パネルにあるRESET
スイッチを押してください。そ

の後、再度deleteboard(8)コマ

ンドを実行してください。

RTIF2-131213-
009

○ DR機能を使用してaddboard(8)
またはdeleteboard(8)コマンド

を実行した場合、"Failed to
 evacuate board resources"の
メッセージが出力され、DR機
能によるシステムボードの追加

または削除が失敗する場合があ

ります。

再度、addboard(8)または

deleteboard(8)コマンドを実行

してください。

それでも失敗する場合は、制御

ドメインだけを再起動するか、

またはrebootxscf -aコマンドを

実行してXSCFを再起動してく

ださい。その後、再度DR機能

を使用してaddboard(8)または

deleteboard(8)コマンドを実行

してください。

RTIF2-131213-
010

○ ○ ○ ioxadm -c upateコマンドを実行

し、PCIボックスのファームウェ

アアップデートを実施した場合、

XSCFファームウェアでプロセ

スダウンが発生する場合があり

ます。

有効な回避方法はありません。

ioxadm -c upateコマンドを再度

実行して、PCIボックスファー

ムウェアのアップデートを実施

してください。

RTIF2-131213-
011

○ addfru(8)コマンドを実行して

SPARC M10-4Sまたはクロス

バーボックスを増設した際に、

以下のメッセージが出力され、

増設が失敗する場合があります。

[Warning:036]
Failed to find BB#x.

addfru(8)コマンドを実行して以

下の保守メニューのメッセージ

が表示されたあと、増設する

SPARC M10-4Sまたはクロス

バーボックスの入力電源の投入

後20分経過してから、次の操作

（ステップ2）を実施してください。
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表 3-1　 　XCP 2092で発生しうる不具合と回避方法 (続き)

RTI番号

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

 M10-4S 説明 回避方法

The BB-ID setting and/or the
 cable connections of the BB#x
 will be wrong.
Please confirm the BB-ID setting
 and the cable connections.
Do you want to try to add BB#x
 again?
[a:add|c:cancel] :

Please execute the following
 steps:
1)  After the added device is

 connected with the
 system,please turn on the
 breaker of the BB#x.

2) Please select[f:finish] :

【復旧方法】

[a:add|c:cancel] :のメッセージ

に対して"a"を入力し、

addfru(8)コマンドを再度実行し

てください。

RTIF2-131213-
012

○ replacefru(8)コマンドによる

SPARC M10の交換後の診断処

理が正常終了しないことがあり

ます。

BB#2の交換時の例:
Diagnostic tests for BB#2 have
 started.
Initial diagnosis is about to
 start, Continue?[y|n] :y
PSB#02-0 power on sequence
 started.

  0.....30.....end
Initial diagnosis started.
 [7200sec]
  0..... 30..... 60..... 90.....120.....
150.....180.....210.....240.....
270.....300.....330.....360.....390.....
420.....450.....480.....510.....
540.....570.....600.....630.....660.....
690.....720.....750.....780.....
810.....840.....870.....900..end
Initial diagnosis has completed.
PSB power off sequence started.
 [1200sec]
  0..... 30..... 60..... 90.....120.....
150.....180.....210.....240.....
270.....300.....330.....360.....390.....
420.....450.....480.....510.....
540.....570.....600.....630.....660.....
690.....720.....750.....780.....
810.....840.....870.....900.....930.....
960.....990.....1020.....1050.....
1080.....1110.....1140.....1170.....
1200end
Failed to power off. Please
 check the FRU.

有効な回避方法はありません。

【復旧方法】

replacefru(8)コマンドを再度実

行してください。
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表 3-1　 　XCP 2092で発生しうる不具合と回避方法 (続き)

RTI番号

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

 M10-4S 説明 回避方法

An internal error has occurred.
 Please contact your system
 administrator.
done

[Warning:030]
testsb failed.[c:cancel] :

RTIF2-131213-
019

○ ○ ○ 入力電源を投入後、XSCF起動

中にWatchdogタイムアウトが

発生し、XSCFがリセットされ

る場合があります。さらに、こ

のXSCFリセットが完了したあ

とshowhardconf(8)コマンドを

実行すると、システムに搭載さ

れているコンポーネントの構成

情報が認識されない場合があり

ます。

また、以下の構成に関するエ

ラーログが登録されることがあ

ります。

Msg:Indispensable parts are not
 installed (PSU).
Msg:Indispensable parts are not
 installed (FAN).
Msg:Indispensable parts are not
 installed (OPNL).
Msg:PSU shortage
Msg:FAN shortage

有効な回避方法はありません。

【復旧方法】

再度入力電源を切断し、投入し

なおしてください。

RTIF2-131213-
021

○ DR機能を使用してdeleteboard
(8)コマンドを実行し、システム

ボード（PSB）の削除を行って

いるとき、"Timeout detected
 during unconfiguration of
 PSB#xx-x." のタイムアウトのエ

ラーログが登録され、異常終了

することがあります。この状態

でshowboards(8)コマンドを実

行すると、システムボード（PSB）
のPwr/Conn/Confステータスが

すべて "y" になっています。

有効な回避方法はありません。

【復旧方法】

rebootxscf -aコマンドを実行し、

すべてのXSCFを再起動してく

ださい。
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表 3-1　 　XCP 2092で発生しうる不具合と回避方法 (続き)

RTI番号

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

 M10-4S 説明 回避方法

RTIF2-131213-
022

○ ファームウェアアップデート完

了後、version(8)コマンドまた

はXSCF WebでXCP版数を確認

したとき、表示される各クロス

バーボックス（XBBOX）または

SPARC M10-4S（BB）のXCP版
数が、アップデートしたXCP版
数になっていないことがあります。

以下の例はXCP2042から

XCP2052へファームウェアアッ

プデートした場合で、BB#00の
 "XCP0 (Reserve):" のXCP版数が

アップデートされていません。

XSCF> version -c xcp -v
XBBOX#80-XSCF#0 (Master)
XCP0 (Reserve): 2052
XSCF : 02.05.0002
XCP1 (Current): 2052
XSCF : 02.05.0002
XBBOX#81-XSCF#0 (Standby)
XCP0 (Current): 2052
XSCF : 02.05.0002
XCP1 (Reserve): 2052
XSCF : 02.05.0002
BB#00-XSCF#0
XCP0 (Reserve): 2042
CMU : 02.05.0002
POST : 1.43.0
OpenBoot PROM : 4.34.0+1.22.0
Hypervisor : 0.27.8
XSCF : 02.04.0000
XCP1 (Current): 2052
CMU : 02.05.0002
POST : 1.43.0
OpenBoot PROM : 4.34.0+1.22.0
Hypervisor : 0.27.8
XSCF : 02.05.0002

有効な回避方法はありません。

【復旧方法】

アップデートされていないXCP
版数の対象クロスバーボックス

（XBBOX）またはSPARC
 M10-4S（BB）のBB-IDを指定し

てrebootxscf -b BB-IDコマンド

を実行し、指定した筐体の

XSCFをリセットしてください。
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表 3-1　 　XCP 2092で発生しうる不具合と回避方法 (続き)

RTI番号

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

 M10-4S 説明 回避方法

RTIF2-131218-
001

○ ○ ○ Solaris OSが稼働中に、OSコン

ソールに「Hypervisor Abort」
が出力され、物理パーティショ

ンがリセットされた場合、次回

の物理パーティションの再起動

時にOracle VM Server for
 SPARCの状態がメンテナンス

モードになる場合があります。

有効な回避方法はありません。

【復旧方法】

制御ドメインだけを再起動して

ください。

Oracle VM Server  for SPARCの
状態がonlineにならない場合は、

rebootxscf -aコマンドを実行し、

すべてのXSCFをリセットして

からOracle VM Server  for
 SPARCの状態を再確認してくだ

さい。それでもonlineの状態に

ならないときは、もう一度制御

ドメインだけを再起動してくだ

さい。

RTIF2-140121-
001

○ ○ ○ XSCFが大量のデータを処理し

ている最中に入力電源を切断す

ると、入力電源を再投入したと

きに、ごくまれに、XSCFが起

動しないことがあります。

有効な回避方法はありません。

本現象が発生したときは保守作

業員に連絡してください。

RTIF2-140507-
002

○ 物理パーティションの動的再構

成（DynamicReconfiguration:
DR）を使用してシステムボー

ドを削除した場合、Oracle
 Solarisがパニックしたり、ハイ

パーバイザがアボートしたりす

ることがあります。

有効な回避方法はありません。

XCP
 

2092で解決された不具合

XCP 2092で解決された不具合を、以下の表に示します。
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表 3-2　 　XCP 2092で解決された不具合

RTI番号

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

 M10-4S 説明 回避方法

RTIF2-131213-
015

○ 以下の3つの条件をすべて満た

す物理パーティション上で、"
Msg: XB-XB interface fatal
 error" のクロスバーユニット

（XBU）のエラーが検出される

場合があります。

[条件1] 複数のSPARC M10-4Sで
物理パーティションが構成され

ている。

[条件2] SPARC M10-4S筐体間に

接続されているXSCF BB制御

ケーブルが故障している、また

は抜けているため、"Msg: BB
 control cable detected
 unexpected" のエラーログが登

録される。

[条件3] ハードウェア故障によ

り物理パーティションが再起動

された、あるいはpoweron(8)コ
マンドまたはreset(8)コマンドを

実行した。

さらに、この現象が発生した場

合、故障の復旧のために、

XSCFが物理パーティションの

再起動、poweron(8)コマンドま

たはreset(8)コマンドのリトライ

処理を実行する場合があります。

有効な回避方法はありません。

XSCF BB制御ケーブルが抜けて

いる状態で、poweron(8)コマン

ドまたはreset(8)コマンドを実行

しないでください。

【復旧方法】

ハードウェア故障が発生した場

合、物理パーティションの電源

をいったん切断し、投入しなお

してください。

XSCFがリトライ処理を行って

いる場合は、poweroff -f -p
 ppar-idコマンドを実行し、物理

パーティションの電源を強制的

に切断してください。その後、

電源を投入しなおしてください。

RTIF2-140110-
001

○ SPARC M10-4S（クロスバーボッ

クスあり）の構成で、入力電源

が切断されたことを通知する以

下のイベントログが登録されま

せん。

BB#xx was stopped by power
 failure. Power failure date is
 yyyy/mm/dd hh:mm:ss

有効な回避方法はありません。

RTIF2-140110-
002

○ ○ ○ flashupdate(8)コマンドを実行

した場合に、ごくまれに、

XSCFが起動しないことがあります。

有効な回避方法はありません。

本現象が発生したときは保守作

業員に連絡してください。

RTIF2-140115-
001

○ ○ ○ PCIボックスで故障が発生した

場合、PCIボックスが接続され

ている物理パーティション

（PPAR）内のすべてのドメイ

ンがシャットダウンされること

があります。

有効な回避方法はありません。
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表 3-3　 　XCP 2091で解決された不具合

RTI番号

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

 M10-4S 説明 回避方法

RTIF2-140117-
001

○ ○ ○ setsnmp(8)、setsnmpusm(8)、

setsnmpvacm(8)コマンド、また

はXSCF Webの[XSCF]-
[Settings]-[Service]-[SNMP]、

[XSCF]-[Settings]-[Service]-
[SNMP Security]のいずれかを

実行すると、「exclusive control
 file open error」のエラーメッ

セージがを表示され、SNMPに
関する各設定に失敗します。こ

の不具合は、XCP 2090でだけ発

生します。

XCP 2080以前、またはXCP
 2091以降の版数で、ファーム

ウェアをアップデートしてくだ

さい。

表 3-4　 　XCP 2090で解決された不具合

RTI番号

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

 M10-4S 説明 回避方法

RTIF2-130219-
003

○ initbb(8)コマンドでSPARC
 M10-4S減設時にXSCF BB制御

ケーブルを取り外したり、

replacefru(8)コマンドでSPARC
 M10-4SまたはXSCFユニットを

交換したりすると、以下のエ

ラーログが登録されます。

Msg: Board control error (MBC
 link error)
Msg: BB control cable detected
 unexpected
Msg: XSCF hang-up is detected

有効な回避方法はありません。

エラーログを無視してください。

XCP
 

2091で解決された不具合

XCP 2091で解決された不具合を、以下の表に示します。

XCP
 

2090で解決された不具合

XCP 2090で解決された不具合を、以下の表に示します。
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表 3-4　 　XCP 2090で解決された不具合 (続き)

RTI番号

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

 M10-4S 説明 回避方法

RTIF2-130305-
009

○ ○ ○ setsnmp addtraphostコマンド

またはsetsnmp addv3traphost
コマンドによってトラップホス

トのIPアドレスを129エントリ

以上登録した状態でshowsnmp
(8)コマンドを実行すると、

SNMPv1トラップホスト、

SNMPv2トラップホスト、

SNMPv2-informトラップホスト、

SNMPv3トラップホストはそれ

ぞれ128エントリまでしか表示

されません。

同様にsetsnmpusm createコマ

ンド、setsnmpvacm creategroup
コマンド、setsnmpvacm
 createviewコマンド、または

setsnmpvacm createaccessコマ

ンドによって129エントリ以上

登録した状態で、showsnmpusm
コマンドまたはshowsnmpvacm
コマンドを実行すると、ユー

ザー、ビュー、グループ、アク

セスはそれぞれ128エントリま

でしか表示されません。

有効な回避方法はありません。

setsnmp(8)コマンド、

setsnmpusm(8)コマンド、また

はsetsnmpvacm(8)コマンドに

よって各種のデータを129エン

トリ以上登録した場合、異常終

了しなければ、正しく登録され

ています。
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表 3-4　 　XCP 2090で解決された不具合 (続き)

RTI番号

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

 M10-4S 説明 回避方法

RTIF2-131023-
003

○ ○ ○ XSCF拡張MIB定義ファイルに、

scfDomainInfoGroupのOIDが

重複して定義されているため、

サーバの管理ソフトウェア

（例：日立社製ソフトウェア、

統合システム運用管理 JP1）へ

XSCF拡張MIB定義ファイルをイ

ンストールしようとすると、失

敗することがあります。

XSCF拡張MIB定義ファイルの重

複したOIDのテキスト行を削除

し、再度、XSCF拡張MIB定義
ファイルのインストールを試み

てください。

削除の対象となるテキスト行は、

「::= { scfMIBObjectGroups 14 }」
のあるscfDomainInfoGroupが
定義された行です。

[例]
XSCF拡張MIB定義ファイル

(XSCF-SP-MIB_2050.mib)の場合

以下の3558～3566行を削除します。

--------------
3558: scfDomainInfoGroup
 OBJECT-GROUP
3559: OBJECTS {
3560: scfDomainNumber,
 scfPPARId, scfDomainName,
3561: scfDomainStatus
3562: }
3563: STATUS current
3564: DESCRIPTION
3565: "A collection of objects
 providing PPAR information."
3566: ::= { scfMIBObjectGroups
 14 }
--------------

RTIF2-131107-
001

○ XSCF BB制御ケーブルの故障や

抜け、またはXSCFの故障が発

生していると、複数のSPARC
 M10-4Sで構成される物理パー

ティション（PPAR）の、電源

の切断やリセットに数時間かか

ることがあります。

有効な回避方法はありません。

RTIF2-131112-
002

○ クロスバーボックスを使用し、

2BB以上で構成された物理パー

ティション（PPAR）が2つ以上

存在するシステムにおいて、す

べてのPPARに影響するハード

ウェア故障が発生すると、故障

部品が縮退されたあとのPPAR
の再起動処理が失敗し、すべて

のPPARの電源が切断されたま

まになる場合があります。

有効な回避方法はありません。

故障部品は縮退されています。

PPARの電源を投入しなおして

ください。
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表 3-4　 　XCP 2090で解決された不具合 (続き)

RTI番号

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

 M10-4S 説明 回避方法

RTIF2-131112-
003

○ ○ ○ flashupdate(8)コマンドを実行

中にtestsb(8)コマンドや

flashupdate -c syncコマンドを

実行すると、"FMEM serious
 error"のエラーログが登録され、

testsb(8)コマンドやflashupdate
 -c syncが失敗する場合があります。

flashupdate(8)コマンドを実行

中にtestsb(8)コマンドまたは

flashupdate -c syncコマンドを

実行しないでください。

flashupdate(8)コマンドの完了

を確認するには、showlogs
 eventコマンドを実行し、以下

のメッセージを確認してください。

XCP update has been completed
 (XCP version=xxxx:last
 version=yyyy)

RTIF2-131112-
008

○ ○ ○ "SCF Diagnosis error on System
 backup memory"のPSUバック

プレーンユニット（PSUBP）ま

たはXSCFインターフェースユ

ニット（XSCFIFU）に関するエ

ラーログが登録された場合、そ

の直後に登録されたエラーログ

のFRUが正しくない場合があり

ます。

この場合は以下のいずれかの

メッセージが表示され、FRUの

PSUBPまたはXSCFIFUが正しく

ありません。

Msg: SCF Diagnosis initialize
 RTC
FRU: PSUBP またはXSCFIFU
または

Msg: SCF Diagnosis error on
 XXXX
FRU: PSUBP または XSCFIFU

XXXXに示されるFRUは次のい

ずれかです。

CPU、L2 cache、SDRAM、RTC、

SPI FMEM、NAND

有効な回避方法はありません。

FRUは以下のとおり読み替えて

ください。

SPARC M10-1の場合;　 FRU:
 /MBU
SPARC M10-4の場合； FRU:
 /BB#00/CMUL
SPARC M10-4Sの場合; FRU:
 /BB#xx/CMUL またはFRU:
 /XBBOX#xx/XSCFU

RTIF2-131112-
011

○ ○ ○ 物理パーティション（PPAR）
の電源を投入したあと、電源投

入処理が完了する前に

ioxadm(8)コマンドを実行する

と、"SCF process down
 detected"のエラーログが登録さ

れ、ioxadm(8)コマンドが失敗

する場合があります。

PPARの電源投入処理が完了す

るまでは、ioxadm(8)コマンド

を実行しないでください。

PPARの電源投入処理の進行状

況はshowpparstatus(8)コマンド

で確認できます。

showpparstatus(8)コマンドを実

行した結果"Running"のメッ

セージが表示されれば、PPAR
の電源投入処理は完了しています。

PPARの電源投入処理が完了し

たあとで、再度ioxadm(8)コマ

ンドを実行してください。
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表 3-4　 　XCP 2090で解決された不具合 (続き)

RTI番号

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

 M10-4S 説明 回避方法

RTIF2-131112-
012

○ ○ ○ ファンの回転数超過異常のエ

ラーログ"FAN speed too high"
が登録されたあとでファンの回

転レベルが変更される事象が発

生すると、適切なファンの回転

レベルに切り替わらず、常にレ

ベル5（フル回転）に切り替わ

ります。

ファンの回転レベルが変更され

る事象が発生すると以下のイベ

ントログが登録されますが、表

示されているファンの回転レベ

ルは正しくありません。実際の

ファンの回転レベルはレベル5
で、フル回転しています。

・Low  temperature was
 detected at air inlet. FANs are
 changed to speed (level-1)
 mode

・Low  temperature was
 detected at air inlet. FANs are
 changed to speed (level-2)
 mode

・Middle temperature was
 detected at air inlet. FANs are
 changed to speed (level-3)
 mode

・High  temperature was
 detected at air inlet. FANs are
 changed to speed (level-4)
 mode

・Air  outlet temperature
 recovered from warning state

有効な回避方法はありません。

[復旧方法]
回転数超過異常を検出したファ

ンを交換してください。

RTIF2-131112-
014

○ ○ ○ 以下のメールサーバを使用して

いる場合、REMCSレジストレー

ションまたはREMCS環境設定

を実行すると、メールサーバと

の通信タイムアウトを検出して

処理が失敗します。

-  Windows ExchangeServer
-  E-PORT
-  qmail

使用するメールサーバを

sendmailやpostfixへ変更してか

ら、REMCSレジストレーショ

ンまたはREMCS環境設定を実

行してください。メールサーバ

の変更が困難な場合は、XCP
 2090以降のファームウェアに

アップデートしてください。

RTIF2-131112-
015

○ initbb(8)コマンドまたは

replacefru(8)コマンドを実行す

ると、"Change Master Failed"
のイベントログが登録される場

合があります。

有効な回避方法はありません。

イベントログを無視してください。
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表 3-4　 　XCP 2090で解決された不具合 (続き)

RTI番号

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

 M10-4S 説明 回避方法

RTIF2-131126-
001

○ ○ ○ ［条件］に記載したいずれかの

条件に該当するシステムで電源

連動機能の設定を行い、Oracle
 Solarisが稼働している状態で

［事象］に記載したいずれかの

事象が発生した場合、外部I/O
装置の電源が誤って切断されて

しまうことがあります。

［条件］

・電源連動グループに登録され

ているSPARC M10システム

が1台構成である。

・電源連動グループに登録され

ているSPARC M10システム

が複数台構成で、XSCFをリ

セットするSPARC M10シス

テム以外の物理パーティショ

ンの電源が切断されている。

［事象］

・flashupdate(8)コマンドおよ

びXSCF Webからのファーム

ウェアアップデートを実行し

てXSCFがリセットされた。

・rebootxscf(8)コマンドおよび

XSCF WebからのXSCFの再起

動を実行してXSCFがリセッ

トされた。

・故障が原因でXSCFがリセッ

トされた。

以下のいずれかの方法を実行し

てください。

・ファームウェアアップデート

やXSCFの再起動を実施する

前に、setremotepwrmgmt -c
 disableコマンドを実行して電

源連動機能を無効にする。そ

の後ファームウェアアップ

デートやXSCFの再起動を実

施し、XSCFが起動したら

setremotepwrmgmt -c enable
コマンドを実行して電源連動

機能を有効にする。

・setremotepwrmgmt -c disable
コマンドで電源連動機能を無

効にし、外部I/O装置の電源

は手動で投入する運用にする。
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表 3-4　 　XCP 2090で解決された不具合 (続き)

RTI番号

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

 M10-4S 説明 回避方法

RTIF2-131126-
002

○ BB#0/BB#01/XBBOX#80/
XBBOX#81のいずれかを増設ま

たは交換した場合、 マスタ／ス

タンバイXSCFにあるCPUコア

アクティベーションキーの同期

処理が失敗します。その後、マ

スタ／スタンバイ切り替えが行

われると、CPUコアアクティ

ベーションキーが消失する場合

があります。これにより、以下

の現象が発生します。

［PPARの電源が投入されてい

る場合］

CPUコアアクティベーション違

反により、PPARの電源が切断

される。

［PPARの電源が切断されてい

る場合］

CPUコアアクティベーション数

不足により、PPARの投入に失

敗する。

増設／交換完了後、以下を実行

することで、CPUコアアクティ

ベーションキーの同期処理が正

常に行われます。

［マスタ／スタンバイXSCFの
切り替えが行われていない場合］

増設／交換を指示したマスタ

XSCFから、rebootxscf -aコマン

ドまたはaddcodactivation(8)コ
マンドを実行してください。

［マスタ／スタンバイXSCFの
切り替えが行われた場合］

switchscf(8)コマンドを実行して、

マスタXSCFを増設／交換前の

状態に戻してください。その後、

rebootxscf -aコマンドまたは

addcodactivation(8)コマンドを

実行してください。

注-switchscf(8)コマンドを実行

してマスタXSCFを元に戻す前

に、以下の操作を行わないでく

ださい。これらの操作を行うと、

CPUコアアクティベーション

キーの再登録が必要になる場合

があります。

-  rebootxscf -a
-  addcodactivation(8)
-  deletecodactivation(8)
-  入力電源の切断／投入

RTIF2-131126-
004

○ ○ ○ PCIボックスおよびリンクカー

ドのファームウェアアップデー

トの完了時に、PCIボックス

ファームウェアの版数がイベン

トログに誤って表示されます。

具体的には、イベントログの"
PCIBOX version"にアップデー

ト前の版数が、"last version"に
アップデート後の版数が表示さ

れます。

<例>  1120から1130へアップ

デートした場合の版数表示

誤:
LINKCARD=1, bank=1, PCIBOX
 version=1120: last version=1130
正:
LINKCARD=1, bank=1, PCIBOX
 version=1130: last version=1120

有効な回避方法はありません。

版数の番号を読み替えてください。

また、XCPファームウェアを

XCP2090以降にアップデートし

てください。
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表 3-4　 　XCP 2090で解決された不具合 (続き)

RTI番号

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

 M10-4S 説明 回避方法

RTIF2-131129-
001

○ ○ ○ showhardconf(8)コマンドに

よって表示されるメモリ情報の

Codeの末尾の数字8ケタのうち、

上位の2ケタが"00"であるメモリ

が搭載されている場合（例1）、
以下のいずれかを実施すると、

メモリ情報が正しく認識できず、

メモリのCodeおよびサイズ容量

がゼロになってしまうことがあ

ります（例2）。

・restoredefaults factoryコマン

ドの実行

・initbb(8)コマンドの実行

・メモリの実装位置の変更

<例1>
XSCF>showhardconf
 :
  MEM#10B Status:Normal;
   + Code:ce8001M393B2

G70QH0-YK0 0000
-00511571;

   + Type:07; Size:16 GB;

<例2>
XSCF>showhardconf
 :
* MEM#10B Status:Deconfigured;
   + Code:000000 0000-00000000;

   + Type: ; Size:0 GB;

有効な回避手段はありません。

本現象が発生したときは保守作

業員に連絡してください。

RTIF2-131213-
006

○ ○ 論理ドメインの起動中に、"
LDC Protocol info from PPAR
 (PPAR ID X : Domain Service
 Data Send Failed)" のイベント

ログが登録され、論理ドメイン

のシャットダウンが正常に動作

しない場合があります。

有効な回避方法はありません。

制御ドメインだけを再起動する

か、またはrebootxscf -aコマン

ドを実行して、XSCFを再起動

してください。
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表 3-4　 　XCP 2090で解決された不具合 (続き)

RTI番号

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

 M10-4S 説明 回避方法

RTIF2-131213-
017

○ ○ ○ XSCFの起動中に以下のいずれ

かの現象が発生することがあり

ます。

[現象1] プロセスダウンが発生

し、XSCFがリセットされる。

[現象2] MIB情報の取得に関する

コマンド（getコマンドなど）の

応答が遅れる。

[現象3] showhardconf(8)コマン

ドなどの実行に時間がかかる。

または、showhardconf(8)コマ

ンドを実行すると「Cannot
 communicate with the other
 XSCF. Check the other XSCF' sta
t」 のメッセージが出力され、

異常終了する。

有効な回避方法はありません。

【復旧方法】

現象1および2：XSCFのリセッ

トでシステムは復旧するため、

継続してシステムを運用できます。

現象3：rebootxscf(8)コマンドを

実行して、XSCFをリセットし

てください。

RTIF2-131213-
018

○ ○ ○ XSCFがNTPクライアントの設

定を無効にしている場合、

XSCFと各物理パーティション

（PPAR）のハイパーバイザと

の時刻差分が誤って更新され、

PPARが再起動されたあと、論

理ドメインの時刻がずれること

があります。

setntp -s client -c enableコマン

ドを実行し、XSCFのNTPクラ

イアントの設定を有効にし、

XSCFを上位NTPサーバと同期

させてください。

または、以下の処理を実施して

ください。

1. PPARの電源を投入または再

起動する前にshowdateoffset
(8)コマンドを実行し、表示さ

れるXSCFとハイパーバイザと

の時刻差分を確認する。

2.  時刻差分が大きい場合、

PPARが停止している状態で

resetdateoffset(8)コマンドを実

行し、時刻差分をリセットする。

3. PPARの電源を投入したあと、

Solaris OSの時刻を設定しなおす。

RTIF2-131213-
020

○ ○ ○ XSCFのリトライ制御により復

旧可能なPSUバックプレーンユ

ニット（PSUBP）内にあるバッ

クアップメモリの異常が3回以

上発生すると、XSCFが固定故

障と誤って認識し、XSCFの起

動を抑止することがあります。

この場合、"REBOOT:
 COUNTER ERROR" のエラー

メッセージが表示されます。

有効な回避方法はありません。

【復旧方法】

入力電源をいったん切断し、再

度投入してください。
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表 3-4　 　XCP 2090で解決された不具合 (続き)

RTI番号

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

 M10-4S 説明 回避方法

RTIF2-131216-
001

○ ○ ○ flashupate -c checkコマンドを

実行すると、「XCP update is
 started.」のメッセージが誤って

表示されます。

有効な回避方法はありません。

このメッセージは無視してくだ

さい。

表 3-5　 　XCP 2080で解決された不具合

RTI番号

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

 M10-4S 説明 回避方法

RTIF2-121219-
011

○ poweroff(8)コマンドによる物理

パーティション（PPAR）の電

源の切断処理中に、そのPPAR
に属するシステムボードに対し

てdeleteboard -c unassignを実

行すると、そのPPARの電源が

切断できなくなることがあります。

poweroff(8)コマンドを実行した

あと、showpcl(8)コマンドで当

該PPARのstatus欄がPowered
 Offとなっていることを確認し

てから、deleteboard(8)コマン

ドを実行してください。

RTIF2-130305-
018

○ replacefru(8)コマンドで「BB」
選択時の「Diagnostic tests」、
またはtestsb(8)コマンド実行時

に、internal errorが発生するこ

とがあります。このとき、エラー

ログを確認すると、internal
 errorの発生時刻に「PPAR#30」
で「no PSB available in PPAR」
が登録されています。

該当するSPARC M10-4Sで故障
が発生し、システムボード（PSB）
が使用できない状態になってい

ます。エラーログを確認のうえ、

SPARC M10-4Sを交換してください。

RTIF2-130305-
019

○ ○ ○ testsb(8)コマンドで異常が発生

しても診断を継続してしまい、

2時間待たされたあとタイムア

ウトします。

testsb(8)コマンド実行中に別セ

ションでshowboards(8)コマン

ドを実行して、診断対象のPSB
の状態を確認してください。

「Test」が「Testing」以外で、

かつ「Pwr」が「n」になって

いる場合は、正しく動作してい

ないため、testsb(8)コマンドを

[Ctrl]+[C]で中断ください。

XCP
 

2080で解決された不具合

XCP 2080で解決された不具合を、以下の表に示します。
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表 3-5　 　XCP 2080で解決された不具合 (続き)

RTI番号

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

 M10-4S 説明 回避方法

RTIF2-130307-
001

○ diagxbu(8)コマンドで指定した

SPARC M10-4Sのいずれかが未

実装の場合、未実装のSPARC
 M10-4Sを示すPSB番号がメッ

セージ「PSB#xx-0 is not installed.」
として出力されるはずが、誤っ

て、実装されているSPARC
 M10-4SのPSB番号が出力される

ことがあります。

有効な回避方法はありません。  

showhardconf(8)コマンドを実

行して、該当のPSB番号が割り

当てられているSPARC M10-4S
の実装状態を確認してください。  

未実装のSPARC M10-4Sは

showhardconf(8)コマンドでは

表示されません。 

該当するSPARC M10-4Sが表示
されている場合は、メッセージ

「PSB#xx-0 is not installed.」の

PSB番号は、コマンド実行時に

指定した未実装のSPARC
 M10-4SのPSB番号と読み替えて

ください。

RTIF2-131023-
001

○ ○ ○ 論理ドメインの起動中や停止中

に、rebootxscf(8)コマンドや

switchscf(8)コマンドなどを実行

してXSCFをリセットさせると、

以下の問題が発生することがあ

ります。
■ showdomainstatus(8)コマン

ドを実行すると、論理ドメイ

ンの状態が正しく表示されない。
■ showlogs eventコマンドを実

行すると、論理ドメインの状

態通知のためのログが表示さ

れない。
■ 論理ドメインの、状態通知の

ためのSNMP Trapが送信さ

れない。

有効な回避方法はありません。

[復旧方法]
論理ドメインの状態を正しく表

示するには、論理ドメインを再

起動するなどして、論理ドメイ

ンの状態を更新してください。

RTIF2-131023-
004

○ ○ ○ 論理ドメインでI/O異常が検出

されても、XSCFにエラーが通

知されないことがあります。こ

のため、fmdump(1M)コマンド

を実行して表示されるFault
 ReportにあるI/Oの故障情報が、

showlogs errorコマンドを実行

しても表示されません。

また、XSCFでCPUまたはメモ

リの故障が検出されても、論理

ドメインへこのエラーが通知さ

れないことがあります。このた

め、showlogs errorコマンドを

実行して表示されるCPUまたは

メモリの故障情報が、

fmdump(1M)コマンドを実行し

てもFault Report上に表示され

ません。

有効な回避方法はありません。  

論理ドメインでI/O異常が検出

された場合は、fmdump(1M)コ
マンドを実行して表示される

Fault Reportから故障箇所を特

定し、故障部品を保守してくだ

さい。XSCFでCPUまたはメモ

リの故障が検出された場合は、

showlogs errorコマンドで表示

されたFRUに従って、保守して

ください。
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表 3-5　 　XCP 2080で解決された不具合 (続き)

RTI番号

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

 M10-4S 説明 回避方法

RTIF2-131108-
002

○ ○ ○ /var/adm/messagesに
「WARNING: invalid vector
 intr: number 0x10001, pil 0x110
00」のワーニングメッセージが

出力されることがあります。

このメッセージは無視してくだ

さい。

RTIF2-131112-
009

○ ○ ○ 物理パーティション（PPAR）
の電源を投入すると、「LDC
 Protocol info from PPAR (PPAR
 ID 0 :Domain Service Data Send
 Failed)」のイベントログが出力

され、さらにOracle Solaris起動

後のOSコンソールに

「ldoms/ldmd:default failed:
 transitioned to maintenance」
が出力され、Oracle VM Server
 for SPARCがメンテナンスモー

ドになる場合があります。

有効な回避方法はありません。

[復旧方法]
rebootxscf -aコマンドを実行し、

すべてのXSCFをリセットして

から制御ドメインを再起動して

ください。復旧に失敗する場合

は、XSCF上でpoweroff(8)およ

びpoweron(8)コマンドを実行し、
物理パーティション(PPAR)の電

源を切断／投入してください。
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表 3-5　 　XCP 2080で解決された不具合 (続き)

RTI番号

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

 M10-4S 説明 回避方法

RTIF2-131126-
006

○ ○ ○ 入力電源を切断／投入したあと、

またはXSCFをリセットしたあと、

最初にCPUコアアクティベーショ

ンに関する操作を行うとき、

XSCFシェル上ではなくXSCF Web
上で操作すると、失敗する場合が

あります。失敗する手順は以下の

いずれかです。

1. XSCF Web上で以下のいずれか

を実施する。

-  [Settings]-[CoD Activation]メ
ニューで、CPUコアアクティ

ベーションキーを追加する。

-  [Maintenance]-[Configuration
 Management]メニューで、

XSCF設定情報を退避する。

-  [Maintenance]-[Configuration
 Management]メニューで、CPU
コアアクティベーションキーを

退避／復元する。

2.  XSCFシェル上で

deletecodactivation(8)または

setcod(8)コマンドを実行する。

または、XSCF Web上で CPU
コアアクティベーションキーを

削除する。

または、XSCF Web上で CPU
コアアクティベーションの割り

当てを変更する。

または、

1. XSCF Web上で以下のいずれか

を実施する。

-  [Settings]-[CoD Activation]メ

ニューで、CPUコアアクティ

ベーションキーを削除する。

-  [Settings]-[CoD Reservation]メ

ニューで、CPUコアアクティ

ベーションの割り当てを解除する。

2. XSCFシェルまたはXSCF Web上

に別のユーザーアカウントでロ

グインする。

3.  XSCFシェル上で

deletecodactivation(8)または

setcod(8)コマンドを実行する。

または、XSCF Web上で CPU
コアアクティベーションキーを

削除する。

または、XSCF Web上で CPU
コアアクティベーションの割り

当てを変更する。

入力電源を切断／投入したあと、

またはXSCFをリセットしたあ

と、最初にCPUコアアクティ

ベーションに関する操作を行う

ときは、XSCFシェル上で実施

してください。

[復旧方法]
rebootxscf(8)コマンドを実行し

XSCFをリセットしてから、

XSCFシェル上で

deletecodactivation(8)または

setcod(8)コマンドを実行してく

ださい。
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表 3-6　 　XCP 2070で解決された不具合

RTI番号

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

 M10-4S 説明 回避方法

RTIF2-130228-
001

○ ○ ○ Oracle Solaris起動中にpoweroff
 -fコマンドで物理パーティショ

ン（PPAR）の電源を強制的に

切断したあと、PPARの電源を

再投入すると、OSコンソールに「

Unable to connect to Domain
 Service providers」が出力され、

Oracle Solarisが起動できないこ

とがあります。

poweroff(8)コマンドでPPARの
電源を切断したあと、

poweron(8)コマンドでPPARの
電源を再投入してください。そ

れでも、Oracle Solarisが起動し

ない場合は、PPARの電源を切

断したあとにXSCFをリセット

してから、PPARの電源を投入

しなおしてください。

RTIF2-130516-
001

○ ○ ○ ETERNUSと電源連動を設定し

ているシステム構成で、SRARC
 M10システムのオペレーション

パネルにある電源スイッチから

電源を投入しても、ETERNUS
の電源が投入されません。

下記のいずれかの方法で電源を

投入してください。
■ XSCFコマンドのpoweron(8)

コマンド
■ XSCF Webページのメニュー
■ スケジュール設定による電源

の自動投入

RTIF2-130709-
001

○ 物理パーティション（PPAR）
の電源が投入されている状態で、

マスタXSCFの切り替えが発生

すると、スタンバイ状態の

XSCFがマスタXSCFに切り替わ

るまでに時間がかかることがあ

ります。その結果、以下のエラー

が発生することがあります。

Master switch synchronization
 timeout

有効な回避方法はありません。

[復旧方法]
■ PPARの電源が投入されてい

る状態でflashupdate(8)コマ

ンド実行時にエラーが発生し

た場合：

   PPARの電源を切断して、

flashupdate(8)コマンドを再

度実行してください。

■ PPARの電源が投入されてい

る状態でswitchscf(8)コマン

ド実行時にエラーが発生した

場合、またはPPARの電源が

投入されている状態でXSCF
の故障（プロセスダウンなど）

によりエラーが発生した場合：

   「XSCF hang-up is detected」
のエラーログが登録された

SPARC M10-4Sの筐体を、以

下のどちらかの方法で復旧

してください。

   ・CPUメモリユニット（下

段）（CMUL）または

XSCFユニット（XSCFU）

をreplacefru(8)コマンドで

交換する。

XCP
 

2070で解決された不具合

XCP 2070で解決された不具合を、以下の表に示します。
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表 3-6　 　XCP 2070で解決された不具合 (続き)

RTI番号

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

 M10-4S 説明 回避方法

   ・CPUメモリユニット（下

段）（CMUL）または

XSCFユニット（XSCFU）

の入力電源を切断したあ

と再投入する。

RTIF2-130711-
001

○ replacefru(8)またはaddfru(8)コ
マンドを実行してSPARC
 M10-4Sを保守する場合、

「FMEM serious error」のエラー

ログが登録され、replacefru(8)
またはaddfru(8)コマンドが失敗

することがあります。

また、flashupdate(8)コマンド

実行中に物理パーティション

（PPAR）の電源を投入した場

合も、同様に、「FMEM serious
 error」のエラーログが登録され、

flashupdate(8)コマンドが失敗

することがあります。

詳細は「SPARC M10-4Sの
「FMEM serious error」への対

応（RTIF2-130711-001）」を参照

してください。

RTIF2-130716-
001

○ ○ ○ ioxadm(8)コマンドを実行して、

PCIボックスファームウェアを

アップデートすると、

「LINKCARD I2C error」のエ

ラーが発生することがあります。

有効な回避方法はありません。

ただし、以下の両方が確認でき

た場合は、PCIボックスファー

ムウェアのアップデートは正常

に終了しています。この場合、

「LINKCARD I2C error」のエ

ラーメッセージを無視して、運

用を継続してください。
■ ioxadm(8)コマンドによる

PCIボックスファームウェア

のアップデートが正常終了し

ている。
■ ioxadm -v listコマンドを実

行すると、PCIボックス

ファームウェアの版数がアッ

プデートしたときに指定した

版数になっている。

RTIF2-130802-
001

○ ○ ○ getflashimage(8)コマンドでUSB
メモリを指定した場合に、下記

のメッセージが出力され、コマ

ンドの実行が失敗することがあ

ります。

Error: Unable to mount USB
 device.

USBメモリを抜き差ししなおし

てから、再度getflashimage(8)コ
マンドを実行してください。
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表 3-6　 　XCP 2070で解決された不具合 (続き)

RTI番号

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

 M10-4S 説明 回避方法

RTIF2-130802-
002

○ ○ ○ Oracle Solaris稼働状態のときに、

setsnmp(8)コマンドを使用して

SNMPの設定を変更すると、以

下の現象が発生することがあり

ます。 

1.  prtpicl -v、prtdiag -vコマン

ドの結果で、XCP版数など、

一部のデータが出力されない。

2.  Oracle Solarisの/var/adm/
messagesに、以下のワーニ

ングメッセージが出力される。  

PICL snmpplugin: cannot fetch
 object value

有効な回避方法はありません。
■ 1.が発生した場合

   以下の手順で復旧します。 

　  1) prtdiagコマンドを

[Ctrl]+[C]で終了します。

   2) 約30分放置して、XSCFで

SNMPのタイムアウトを

発生させます。

   3) 論理ドメイン上でsvcadm
コマンドを実行し、picl
サービスを再起動させます。

■ 2.が発生した場合

   一時的なワーニングメッ

セージのため、システムの

運用を継続できます。

SPARC M10 システム プロダクトノート XCP 2092版・2014年6月54



表 3-6　 　XCP 2070で解決された不具合 (続き)

RTI番号

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

 M10-4S 説明 回避方法

RTIF2-130806-
001

○ ○ ○ 各モデルの以下のFRUを交換し

た場合、XSCFの時計は2001年1
月1日に初期化されます（仕様）。

このため、XSCFをNTPクライ

アントとして設定している場合、

これらのFRUを交換したあと、

物理パーティションの電源を投

入すると、制御ドメインの時刻

が、期待値とは大幅にずれた状

態になることがあります。

[SPARC M10-1]
■ マザーボードユニット（MBU）
■ PSUバックプレーンユニット

（PSUBP）

[SPARC M10-4]
■ CPUメモリユニット（下段）

（CMUL）

[SPARC M10-4S]
■ CPUメモリユニット（下段）

（CMUL）
■ クロスバーバックプレーンユ

ニット（XBBPU）
■ XSCFユニット（XSCFU）

この不具合は、showdateoffset
(8)コマンドを実行後、XSCFと
制御ドメインとの時刻差分を示

す「Domain Date Offset」の値

が、膨大な値(10年以上)になっ

ていることで確認できます。

[例]
XSCF> showdateoffset -a
PPAR-ID         Domain Date
 Offset
00              7931983 sec
01              7931983 sec
02              7931983 sec
03              7931983 sec
 :
15              7931983 sec

有効な回避方法はありません。

[説明]にあるFRUを交換したあ

とは、以下を実施してください。

1.  物理パーティションの電源を

投入する前に、showdateoffset
(8)コマンドを実行して、

「Domain Date Offset」の値

を確認します。

  

■ 「Domain Date Offset」の

値が膨大な値（10年以上）

ではない場合、システムの

運用を継続できます。

  

■ 「Domain Date Offset」の

値が膨大な値（10年以上）

の場合、手順2以降を実行

します。

2. resetdateoffset(8)コマンドを

実行して、XSCFと制御ドメイ

ンの時刻差分をいったんクリ

アします。

XSCF> resetdateoffset -a
Clear the offset of all PPARs?
 [y|n] :y
XSCF>
3. poweron -aコマンドを実行し

て、すべての物理パーティショ

ンの電源を投入します。

4. showdateoffset(8)コマンドを

実行し、「Domain Date Offset」
の値がすべて0になり、XSCF
と制御ドメインの時刻が合わ

せられたことを確認します。

5. XSCFと制御ドメインを異な

る時刻で運用していた場合、

date(1M)コマンドを実行して、

制御ドメインの時刻を再設定

しま

RTIF2-130826-
001

○ スタンバイXSCFが、保守中ま

たは入力電源切断状態のどちら

かの場合に、マスタXSCFから

XSCF Webにログインすると、

「Cannot communicate with
 BB#xxx: ...」で始まる、改行の

ないコミュニケーションエラー

を示すダイアログが出力されます。

有効な回避方法はありません。

ダイアログ内のメッセージは、

表示の不具合が原因のためその

まま運用できます。このコミュ

ニケーションエラーに関するダ

イアログは無視してください。
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表 3-6　 　XCP 2070で解決された不具合 (続き)

RTI番号

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

 M10-4S 説明 回避方法

RTIF2-130902-
001

○ 複数のSPARC M10-4Sで構成さ

れているシステムで、論理ドメ

インの稼働中にファームウェア

をアップデートすると、マスタ

XSCFがスタンバイ状態のXSCF
に切り替わらず、ファームウェ

アのアップデートが失敗するこ

とがあります。

有効な回避方法はありません。

以下の手順でシステムを復旧さ

せてください。

1.  いずれかのスタンバイ状態の

XSCFにログインし、以下のコ

マンドを実行します。

XSCF> rebootxscf -s
2. 10秒後、もう片方のスタンバ

イ状態のXSCFにログインし、

以下のコマンドを実行します。

XSCF> rebootxscf -a
3. 20分待ってからマスタXSCF
にログインし、flahsupdate(8)
コマンドを再度実行します。

RTIF2-130903-
002

○ 複数のSPARC M10-4Sで構成さ

れているシステムで、物理パー

ティション（PPAR）の電源を

投入してからPower-On Self test
（POST）が開始するまで、通

常より時間がかかることがあり

ます。

たとえば、2BB構成では通常10
分程度でPOSTが開始するとこ

ろ20分以上かかることがあります。

有効な回避手段はありません。

この不具合が発生した場合は、

rebootxscf -aコマンドを実行し

てすべてのXSCFをリセットし、

システムを復旧してください。

RTIF2-130903-
006

○ 複数のSPARC M10-4Sで構成さ

れたシステムで、複数の物理

パーティション（PPAR）が存

在する場合、一部のSPARC
 M10-4Sの入力電源を切断したあ

と再投入すると、「SRAM
 Serious Error」が発生し、CPU
メモリユニット（下段）（CMUL）
の交換が必要となることがあり

ます。また、showpparstatus(8)
コマンドやshowdomainstatus
(8)コマンドで状態を表示したと

きに、PPARの状態が正しく表

示されないことがあります。

有効な回避手段はありません。

PPARが稼働している状態で

SPARC M10-4Sの入力電源を切

断しないでください。

poweroff(8)コマンド等でPPAR
を停止させてから、入力電源を

切断してください。

RTIF2-130903-
007

○ ○ ○ PowerOn状態の物理パーティ

ション（PPAR）に対して

setcod(8)コマンドを繰り返し実

行すると、プロセス内部で使用

可能なリソースを使い果たし、

coddがプロセスダウンすること

があります。

PPARがPowerOff状態のときに

setcod(8)することで回避できます。

[復旧方法]
coddを再起動してください。
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表 3-6　 　XCP 2070で解決された不具合 (続き)

RTI番号

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

 M10-4S 説明 回避方法

RTIF2-130903-
008

○ ○ ○ OpenBoot PROMのselectコマン

ドで任意のデバイスを指定した

あと、unselect-devコマンドを

実行しなかった場合、続けて

bootコマンドを使用してネット

ワークデバイスからOracle
 Solarisを起動すると、以下の不

具合が発生します。

論理ドメインのコンソールに

「seek failed」と「Can't mount
 root」のメッセージが表示され、

Oracle Solarisの起動に失敗しま

す。その後、「I/O device error
 detected」のメッセージがエラー

ログに登録され、論理ドメイン

がリセットされます。論理ドメ

インのリセット後、selectコマ

ンドで指定したデバイスが縮退

されます。

リセット後の論理ドメインは、

OpenBoot PROM環境変数であ

る「auto-boot?」の設定によっ

て以下の状態となります。
■ auto-boot?がtrueの場合

   boot-deviceに設定されてい

るデバイスからOracle
 Solarisが起動されます。た

だし、上記selectコマンドで

指定したデバイスが

boot-deviceに設定されてい

るブートデバイスと同じ場

合は、このデバイスが縮退

されているため、Oracle
 Solarisは起動されず、okプ
ロンプトの状態となります。

■ auto-boot?がfalseの場合

   通常の運用と同様、okプロ

ンプトの状態となります。

デバイスを指定してselectコマ

ンドを実行したあとは、必ず

unselect-devコマンドを実行し

てからbootコマンドを実行して

ください。

[例]
 {0} ok select /pci@8000/pci@4/
pci@0/pci@1/network@0  

 {0} ok unselect-dev  

 {0} ok boot net

[復旧方法]
■ 不具合発生後、論理ドメイン

がokプロンプトの状態であ

る場合

   以下のコマンドを実行し

て、論理ドメインをリセッ

トしてください。

   {0} ok reset-all
■ 不具合発生後、論理ドメイン

のOracle Solarisが起動して

いる場合

   shutdownコマンドによりok
プロンプトの状態にしてか

ら、環境変数auto-boot?を

falseに設定し、reset-allコマ

ンドによりOpenBoot PROM
を再起動してください。

[例]
   # shutdown -y -g0 -i0  

   {0} ok setenv auto-boot?
 false  

   {0} ok reset-all

復旧したあとは、この不具合に

よって縮退されたデバイスは正

常に認識されるようになります。

不具合発生時にエラーログに登

録されたメッセージは無視して

ください。
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表 3-6　 　XCP 2070で解決された不具合 (続き)

RTI番号

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

 M10-4S 説明 回避方法

RTIF2-130930-
001

○ ○ ○ XSCFにタイムゾーンを設定し、

かつ、サマータイムを導入して

いる環境において、物理パー

ティション（PPAR）を再起動

するか、PPARの電源を切断し

たあと再投入すると、論理ドメ

インの起動時刻が3600秒以上進

む、または、遅れることがあり

ます。

これは、showdateoffset(8)コマ

ンドを実行することで確認でき

ます。

以下の実行例のように、PPAR
とXSCFとの時刻の差分が

+/-3600秒以上の値になっている

場合は、この不具合に相当します。

XSCF> showdateoffset -a
PPAR-ID Domain Date Offset
00 -7205 sec
01 -7205 sec
02 -7205 sec
03 -7205 sec
04 -7205 sec
05 -7205 sec
06 -7205 sec
07 -7205 sec
08 -7205 sec
09 -7205 sec
10 -7205 sec
11 -7205 sec
12 -7205 sec
13 -7205 sec
14 -7205 sec
15 -7205 sec

有効な回避方法はありません。

システム内のすべての論理ドメ

インで、NTPサーバと時刻が同

期できるように設定し、論理ド

メインの起動時刻がずれた場合

は、NTPで時刻を補正してくだ

さい。

RTIF2-131004-
001

○ 物理パーティション（PPAR）
の電源が投入されている状態で、

ファームウェアアップデートを

行うと、「CPU-MBC interface
 fatal error」というマザーボー

ドユニット（MBU）のエラーが

誤検出され、エラーログに登録

されることがあります。この誤

検出により論理ドメインが停止

する場合があります。

物理パーティション（PPAR）
の電源が切断している状態で、

ファームウェアアップデートを

実施してください。
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表 3-6　 　XCP 2070で解決された不具合 (続き)

RTI番号

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

 M10-4S 説明 回避方法

RTIF2-131004-
002

○ 3BB以上で構成されたシステム

で、マスタXSCFとスタンバイ

XSCFの、筐体の入力電源を切

断したあと再投入すると、マス

タXSCFが存在しない状態にな

ります。また、XSCF DUAL制
御ケーブルが故障している状態、

または接続されていない状態で

マスタXSCFを停止させると、

XSCFのマスタ／スタンバイの

切り替えが抑止され、スタンバ

イXSCFがマスタXSCFに切り替

わりません。

有効な回避手方法はありません。  

XCP 2070以降のファームウェア

にアップデートしてください。

RTIF2-131004-
003

○ XSCF DUAL制御ケーブルが故

障している状態、または接続さ

れていない状態でXSCFのマス

タ／スタンバイの切り替えが発

生すると、マスタ／スタンバイ

間の通信が保障されていないに

も関わらず切り替え処理が行わ

れることがあります。

XSCF DUAL制御ケーブルが故

障している状態、または接続さ

れていない状態で、XSCFを設

定したあとXSCFのマスタ/スタ
ンバイの切り替え処理が行われ

ると、XSCFに設定した情報が

消えてしまいます。

有効な回避手段はありません。

XSCF DUAL制御ケーブルが正

常に接続されている状態で、

XSCFのマスタ／スタンバイの

切り替えを行ってください。

XSCF DUAL制御ケーブルが正

常に接続されている状態は、以

下の手順で確認できます。

1. showsscp -aコマンドを実行し

ます。

2. 1.の出力結果で、SSCPリンク

ネットワークのID
（network_id）が2または4の

Addressに「Cannot
 communicate.」が表示されて

いないことを確認します。

[例]クロスバーボックスなしの

場合は、SSCPリンクネットワー

クのID（network_id）2の

Addressを確認します。

XSCF> showsscp -a -N 2
      :
      :
Location     　Address
------------- ---------------
bb#00-if#2     169.254.1.17
bb#01-if#2     169.254.1.18

同様に、クロスバーボックスあ

りの場合は、SSCPリンクネット

ワークのID（network_id）4の

Addressを確認します。
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表 3-6　 　XCP 2070で解決された不具合 (続き)

RTI番号

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

 M10-4S 説明 回避方法

RTIF2-131108-
001

○ ○ ○ 「SCF  Diagnosis initialize RTC」
のエラーが発生した場合、また

は、SPARC M10-1でマザーボー

ドユニット（MBU）を、

SPARC M10-4/M10-4SでCPUメ

モリユニット（下段）（CMUL）
を交換した場合、以下の現象が

発生することがあります。

[現象1]
XSCFの時刻が2001年1月1日に

戻ることがあります。

[現象2]
XSCFとすべての物理パーティ

ション(PPAR)との時刻の差分が、

4億秒以上の膨大な値になるこ

とがあります。この現象は、

showdateoffset(8)コマンドを実

行すると、すべてのPPARと

XSCFの時刻の差分が

「400000000 sec」以上の値で表

示されることで確認できます。

XSCF> showdateoffset -a
PPAR-ID Domain Date Offset
00 400000100 sec
01 400000100 sec
:
:
15 400000100 sec
[現象3]
PPARをリセットしたり、PPAR
の電源を切断後再投入すると、

Oracle Solarisの時刻が2001年1
月1日に戻ることがあります。

有効な回避方法はありません。

XCP 2070以降のファームウェア

にアップデートしてください。

[復旧方法]
「「SCF  Diagnosis initialize RTC」
エラーの復旧方法（RTIF2-
131108-001）」を参照してください。

RTIF2-131112-
010

○ ○ ○ 以下の順序でXSCFコマンドを

実行すると、setntp(8)または

settelnet(8)コマンドでの設定情

報が反映されず、元に戻ってし

まう場合があります。

1. sethostname(8)、

setnameserver(8)、setnetwork
(8)、setroute(8)、または

setsscp(8)コマンドのいずれか

を実行する。

2. setntp(8)またはsettelnet(8)コ
マンドのいずれかを実行する。

3. apllynetwork(8)コマンドを実

行する。

sethostname(8)、setnameserver
(8)、setnetwork(8)、setroute(8)、

setsscp(8)コマンドのいずれかを

実行してから、apllynetwork(8)
コマンドを実行して設定を反映

するまでの間に、setntp(8)また

はsettelnet(8)コマンドを実行し

ないでください。
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表 3-6　 　XCP 2070で解決された不具合 (続き)

RTI番号

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

 M10-4S 説明 回避方法

RTIF2-131112-
016

○ ○ ○ SSHのユーザー公開鍵が登録さ

れていたユーザーアカウントを

deleteuser(8)コマンドで削除し

た場合、ユーザーアカウントは

削除されますが、ユーザー公開

鍵は削除されません。

このためユーザー公開鍵が増え

続け、新規ユーザーアカウント

に対してユーザー公開鍵を登録

できなくなる場合があります。

また、同名のユーザーアカウン

トを再度登録すると、過去に登

録したSSHのユーザー公開鍵が

設定されてしまいます。

deleteuser(8)コマンドでユー

ザーアカウントを削除する前に、

setssh -c delpubkey -a -u を実行

して、削除するユーザーアカウ

ントに対して登録されたSSHの

ユーザー公開鍵を削除してくだ

さい。

[復旧方法]
以下を実施してください。

1. adduser(8)コマンドを実行し

て、削除したユーザーアカウ

ントを再度登録する。

2. rebootxscf -aコマンドを実行

してXSCFをリセットするか、

または入力電源の切断／投入

を行う。

3. setssh -c delpubkey -a -u を実

行して、SSHのユーザー公開

鍵を削除する。

4. deleteuser(8)コマンドを実行

して、ユーザーアカウントを

削除する。

RTIF2-131213-
014

○ ○ ○ settimezone(8)コマンドを実行

してXSCFのタイムゾーンを変

更した場合、その後に起動する

物理パーティション上のSolaris
 OSの時刻が、XSCFのタイムゾー

ンを変更する前と変更したあと

の時差の分ずれてしまうことが

あります。

<例>
設定前のタイムゾーンがUTCで
設定後のタイムゾーンがJSTの
場合、Solaris OSの時刻のずれ

は9時間

有効な回避方法は特にありません。

resetdateoffset(8)コマンドを実

行したあと、Solaris OSを起動

させて、Solaris OS上で正しい

時刻に設定しなおしてください。

SPARC
 

M10-4Sの「FMEM
 

serious
 

error」への対応
（RTIF2-130711-001）

■ SPARC M10-4Sを交換する場合

replacefru(8)コマンド実行して出力される保守メニューに従ってSPARC M10-4S交
換する場合、手順3を実行して、対象のSPARC M10-4S（BB#x）の入力電源を投入

したあと50分待機してから、手順4で"f"を入力して実行してください。
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Please
 

execute
 

the
 

following
 

steps:

1)
 

Remove
 

(Delete)
 

the
 

BB#x
 

from
 

a
 

system.

2)
 

Turn
 

off
 

the
 

breaker
 

of
 

the
 

BB#x.

3)
 

After
 

the
 

exchanged
 

device
 

is
 

connected
 

with
 

the
 

system,
 

turn
 

on

     

the
 

breaker
 

of
 

the
 

BB#x.

4)
 

Please
 

select[f:finish]
 

:

Please
 

execute
 

the
 

following
 

steps:

1)
 

After
 

the
 

added
 

device
 

is
 

connected
 

with
 

the
 

system,
 

please
 

turn
 

on

     

the
 

breaker
 

of
 

the
 

BB#x.

2)
 

Please
 

select[f:finish]
 

:

XCP
 

update
 

has
 

been
 

completed
 

(XCP
 

version=xxxx:last
 

version=yyyy)

■ SPARC M10-4Sを追加する場合
addfru(8)コマンドを実行して出力される保守メニューに従ってSPARC M10-4Sを
追加する場合、手順1を実行して、対象のSPARC M10-4S（BB#x）の入力電源を投

入したあと50分待機してから、手順2で"f"を入力して実行してください。

■ flashupdate(8)コマンドを実行する場合
flashupdate(8)コマンドを実行中に物理パーティション（PPAR）の電源を投入し

ないでください。flashupdate(8)コマンドを実行中にPPARの電源を投入してしまっ

た場合、コマンドが完了したあと、PPARの電源を投入しなおしてください。

flashupdate(8)コマンドの完了は、showlogs eventコマンドを実行し、以下のメッ
セージを確認してください。

「SCF
 

Diagnosis
 

initialize
 

RTC」エラーの復旧方法
（RTIF2-131108-001）

[復旧方法]

■ 現象1が発生した場合  

a.  Oracle Solarisの時刻が2001年1月1日に戻っているときは、XSCFの時刻を再設

定するため、setdate(8)コマンドを実行してください。このとき、XSCFがリセッ

トされます。その後、PPARの電源を切断後再投入してください。

b.  Oracle Solarisの時刻が2001年1月1日ではないときは、保守作業員に連絡してく

ださい。このとき、XSCF上でresetdateoffset(8)やsetdate(8)コマンドは実行し
ないでください。

c.  PPARの電源が切断されているときは、PPARの電源を投入してください。その

後、Oracle Solarisの時刻を確認し、上記のa.またはb.を実施してください。

■ 現象2が発生した場合  

a.  Oracle Solarisの時刻が2001年1月1日に戻っているときは、XSCFの時刻とすべ

てのPPARのハイパーバイザ間で生じている不正な時刻の差分を初期化する必

要があります。すべてのPPARを停止し、resetdateoffset -aコマンドを実行して、

SPARC M10 システム プロダクトノート XCP 2092版・2014年6月62



表 3-7　 　XCP 2052で解決された不具合

RTI番号

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

 M10-4S 説明 回避方法

RTIF2-130827-
001

○ ○ ○ XSCF-LANのハードウェア設定

の不具合により、XSCFのパケッ

ト受信が遅延し応答が遅れるこ

とで、通信相手側でタイムアウ

トや接続失敗を検出することが

あります。

有効な回避方法はありません。

RTIF2-130903-
004

○ XSCF BB制御ケーブルまたは

XSCF DUAL制御ケーブルが正

しく接続されていない状態で、

XSCFのマスタ／スタンバイ切

り替えが発生した場合、マスタ

XSCFの設定を引き継げず、正

しい設定で動作できないことが

あります。

有効な回避方はありません。

XSCF BB制御ケーブルとXSCF
 DUAL制御ケーブルの両方が正

しく接続されているか確認して

ください。

この不具合が発生した場合は、

各ケーブルの接続を確認したあ

と、マスタXSCFで行ったすべ

ての設定が反映されているか確

認してください。設定が反映さ

れていない場合は、XSCFを設

定しなおしてください。

RTIF2-131004-
004

○ XSCF BB制御ケーブルが故障し

た状態、または接続されていな

い状態でスタンバイXSCFを再

起動すると、マスタXSCFとし

て起動されてしまい、システム

にマスタXSCFが2つ存在してし

まいます。

マスタXSCFが2つある状態では、
システム動作は保障できません。  

この状態は、背面パネルにある

MASTER LEDの点灯している筐

体が2つあることで確認できます。

有効な回避手段はありません。

マスタ／スタンバイ間のXSCF
 BB制御ケーブルが故障している

状態、または接続されていない

状態で、XSCFをリセットしな

いでください。

[復旧方法]  
マスタXSCFが2つある状態に

なった場合は、すべての筐体の

入力電源を切断したあと再投入

してください。

時刻の差分をクリアしてください。

b.  Oracle Solarisの時刻が2001年1月1日でないときは、保守作業員に連絡してくだ

さい。このとき、XSCF上でresetdateoffset(8)やsetdate(8)コマンドは実行しな
いでください。

c.  PPARの電源が切断されているときは、PPARの電源を投入してください。その

後、Oracle Solarisの時刻を確認し、上記のa.またはb.を実施してください。

■ 現象3が発生した場合  

現象1または現象2も発生している場合、まず、それらの[復旧方法]を実施してくだ
さい。

Oracle Solarisの時刻を設定しなおしてください。

XCP
 

2052で解決された不具合

XCP 2052で解決された不具合を、以下の表に示します。
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表 3-8　 　XCP 2051で解決された不具合

RTI番号

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

 M10-4S 説明 回避方法

RTIF2-130717-
001

○ ○ ○ PSUバックプレーン（PSUBP）
またはクロスバーボックスの

XSCFインターフェースユニッ

ト（XSCFIFU）上にある

USB-SSDで異常が発生した場合、
エラーログ「System backup
 memory access error」が登録さ

れ、poweron(8)コマンドが実行

できない、またはsnapshot(8)コ
マンドでデータが採取できない

などの不具合が発生することが

あります。

有効な回避方法はありません。

この不具合が発生した場合は、

入力電源を切断／投入（AC
 OFF/ON）してください。

表 3-9　 　XCP 2050で解決された不具合

RTI番号

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

 M10-4S 説明 回避方法

RTIF2-130219-
002

○ スレーブXSCFのSPARC M10-4S
を保守する場合、スタンバイ状

態のXSCFとスレーブXSCF間の

XSCF接続ケーブルを誤接続す

ると、異常を検知せずに、正常

に終了したとみなされてしまい

ます。

switchscf(8)コマンドを使用して、

マスタXSCFとスタンバイ状態

のXSCFを切り替えたあと、対

象のスレーブXSCFに対して

testsb(8)コマンドを実行してく

ださい。XSCF接続ケーブルの

誤接続を検知してエラーログが

発行されます。

RTIF2-130305-
016

○ flashupdate -c syncコマンドで

SPARC M10-4Sまたはクロス

バーボックスのXCPファーム

ウェアの版数合わせを行うと、

タイムアウトすることがあります。

-fオプションを指定して

flashupdate(8)コマンドを実行

し、すべてのSPARC M10-4Sま
たはクロスバーボックスに対し

て、XCPファームウェアをアッ

プデートしなおしてください。

XCP
 

2051で解決された不具合

XCP 2051で解決された不具合を、以下の表に示します。

XCP
 

2050で解決された不具合

XCP 2050で解決された不具合を、以下の表に示します。
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表 3-9　 　XCP 2050で解決された不具合 (続き)

RTI番号

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

 M10-4S 説明 回避方法

RTIF2-130319-
002

○ ○ ○ SPARC M10-4Sで、物理パーティ

ション（PPAR）の電源切断処

理が完了する前に、SPARC
 M10-4Sやクロスバーボックスの

入力電源を切断後再投入し、再

度PPARの電源を投入すると、

以降にswitchscf(8)コマンド、

ファームウェアアップデート、

または故障によるマスタXSCF
の切り替えが発生した場合に、

稼働中のPPARの電源が切断さ

れることがあります。

SPARC M10-4Sやクロスバー

ボックスの入力電源を切断する

前にPPARの電源を切断する場

合は、対象となるPPARおよび

SPARC M10-4Sの電源の切断が

完了していることを、

showboards(8)コマンドと

showlogs powerコマンドを使用

して確認してください。そのあ

と、SPARC M10-4Sやクロスバー

ボックスの入力電源を切断して

ください。

RTIF2-130319-
003

○ ○ ○ poweroff(8)コマンドで物理パー

ティション（PPAR）の電源切

断処理中に、制御ドメインで

shutdown -i5コマンドを実行し

たり、okプロンプトで

power-offコマンドを実行した

りして、PPARの電源の切断を

競合させた場合、イベントログ

に「SCF:PPAR issued
 power-off request (PPARID X)」
が多数登録されることがあります。

PPARの電源は正常に切断され

ているため、登録されたイベン

トログは無視してください。

RTIF2-130329-
004

○ ビルディングブロック構成のシ

ステムで、物理パーティション

（PPAR）の電源投入中に以下

の操作が行われると、制御ドメ

インコンソールに接続できない

ことがあります。

1.  PPARを構成するSPARC
 M10-4SのいずれかのXSCFが
リセットされる。

2.  マスタXSCFとスタンバイ状

態のXSCFが切り替えが発生

する。

3.  1.でリセットされたSPARC
 M10-4SのXSCFが再度リセッ

トされる。

有効な回避手段はありません。  

switchscf(8)コマンドを使用し、

マスタXSCFをリセットしてく

ださい。

RTIF2-130329-
006

○ マスタXSCFとスタンバイ状態

のXSCFが同時に再起動してい

るときに、パニックやwatchdog
タイムアウトなどにより、稼働

中の物理パーティション

（PPAR）に属しているSPARC
 M10-4SのXSCFがリセットされ

ると、制御ドメインコンソール

に接続ができないことがありま

す。 

有効な回避方法はありません。  

poweroff -fコマンドを使用して

PPARの電源を切断後、再投入

してください。
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表 3-9　 　XCP 2050で解決された不具合 (続き)

RTI番号

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

 M10-4S 説明 回避方法

RTIF2-130516-
003

○ ○ ○ XSCFの負荷が高い場合、電源

ユニット（PSU）を被疑箇所と

する以下のワーニングメッセー

ジが出力されることがあります。

Insufficient FAN rotation speed
PSU voltage out of range error
PSU output current too high
PSU over temperature warning

回避方法はありません。

ワーニングメッセージのためそ

のまま運用できます。メッセー

ジは無視してください。

RTIF2-130528-
001

○ ○ ○ PCIホットプラグ（PHP）機能

を使用して、Quad Gigabit
 Ethernetカード（SE1X7GQ2F）
を、PCIボックス内のPCI
 Expressスロットに増設するこ

とはできません。

これは、XCP 2050とSRU11.1.6.
4.0で修正されます。

XCPおよびSRUが適用されてい

ない場合は、増設対象の論理ド

メインを停止してから、PCIカー

ドを増設する必要があります。

[留意事項]
論理ドメインの構成情報を保存

し、factory-default以外で運用

している場合にこの不具合を解

決するには、XCPファームウェ

アのアップデート後に、論理ド

メインの構成を再構築する必要

があります。詳細は「論理ドメ

インの構成を再構築する

（RTIF2-130528-001）」を参照し

てください。

RTIF2-130903-
005

○ ○ ○ XSCFのメール通報機能におい

て、setsmtp(8)コマンドで設定

できる返信先メールアドレスの

ローカル部およびドメイン部に、

以下の文字を含めることはでき

ません。

"!"   "#"   "$"   "%"   "&"   "'"  
 "*"   "+"   "/"   "="   "?"   "^"   "_"
 "`" "{"   "|"   "}"   "~"

[説明]で示された文字を含まな

い返信先メールアドレスを使用

してください。

RTIF2-131023-
005

○ ○ ○ XSCF Webのメニューで

[Physical]バーを選択すると、

PCI（リンクカードは除く）が

異状状態( )に見えます。

有効な回避方法はありません。

PCI（リンクカードを除く）が

異状状態（ ）で表示されても

無視してください。
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表 3-9　 　XCP 2050で解決された不具合 (続き)

RTI番号

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

 M10-4S 説明 回避方法

RTIF2-131107-
002

○ ○ ○ システムの入力電源を投入した

り、XSCFのリセットやXCP
ファームウェアをアップデート

したりすると、「SCF Diagnosis
 initialize RTC」のエラーが誤っ

て検出され、以下の現象が発生

することがあります。

[現象1]
XSCFの時刻が1970年1月1日に

戻ることがあります。

[現象2]
XSCFとすべての物理パーティ

ション（PPAR）との時刻の差

分が、13億秒以上の膨大な値に

なることがあります。この現象

は、showdateoffset(8)コマンド

を実行すると、すべてのPPAR
とXSCFとの時刻の差分が

 「1300000000 sec」以上の値で

表示されることで確認できます。

XSCF> showdateoffset -a  

PPAR-ID Domain Date Offset   

00  1300000100 sec
01 1300000100 sec
    :
    :
15 1300000100 sec
[現象3]
PPARをリセットしたり、PPAR
の電源を切断後再投入したりす

ると、Oracle Solarisの時刻が

1970年1月1日に戻ることがあり

ます。

有効な回避方法はありません。

XCP 2050以降のファームウェア

にアップデートしてください。  

[復旧方法]
「「SCF  Diagnosis initialize RTC」
エラーの誤検出に対する復旧方

法（RTIF2-131107-002）」を参照

してください。

XSCF>
 

showdomainconfig -p 0

20xx-yy-zz
 

hh:mm:ss

PPAR-ID
         

:0

Booting
 

config

論理ドメインの構成を再構築する（RTIF2-130528-001）

論理ドメインの構成情報を保存し、factory-default以外で運用している場合にこの不

具合を解決するには、XCPファームウェアのアップデート後に、以下の手順で、論理

ドメインの構成を再構築する必要があります。

1. XSCFに保存された現在の論理ドメインの構成情報を確認します。

ここでは、config1という論理ドメイン構成情報名が保存されている例で説明し

ます。
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(Current)
   

:config1

(Next)
         

:config1

--------------------------------------------------------------

Index
             

:1

config_name
 

:factory-default

domains
         

:1

date_created:-

--------------------------------------------------------------

Index
             

:2

config_name
 

:config1

domains
         

:2

date_created:'20xx-yy-zz
 

hh:mm:ss'

primary#
 

ldm set-variable fix-php=true   ldom

primary#
 

ldm remove-variable fix-php   ldom

primary#
 

ldm remove-spconfig config1

primary#
 

ldm add-spconfig config1

2. すべての論理ドメインにダミー変数を設定し、クリアします。

すべての論理ドメインに対して、以下のコマンドを実行します。

3. 変更した構成をXSCFに保存し、現在の構成情報を置き換えます。

ここでは、現在の構成情報名「config1」を置き換える場合を例に説明します。

4. すべての論理ドメインを再起動します。

「SCF
 

Diagnosis
 

initialize
 

RTC」エラーの誤検出に対する復
旧方法（RTIF2-131107-002）

[復旧方法]

■ 現象1が発生した場合  

a.  Oracle Solarisの時刻が1970年1月1日に戻っているときは、XSCFの時刻を再設

定するため、setdate(8)コマンドを実行してください。このとき、XSCFがリセッ

トされます。その後、PPARの電源を切断後再投入してください。  

b.  Oracle Solarisの時刻が1970年1月1日ではないときは、保守作業員に連絡してく

ださい。このとき、XSCF上でresetdateoffset(8)やsetdate(8)コマンドは実行し
ないでください。  

c.  PPARの電源が切断されているときは、PPARの電源を投入してください。その

後、Oracle Solarisの時刻を確認し、上記のa.またはb.を実施してください。

■ 現象2が発生した場合  

a.  Oracle Solarisの時刻が1970年1月1日に戻っているときは、XSCFの時刻とすべ

てのPPARのハイパーバイザ間で生じている不正な時刻の差分を初期化する必

要があります。すべてのPPARを停止し、resetdateoffset -aコマンドを実行して、
時刻の差分をクリアしてください。  
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表 3-10　 　XCP 2050より前の版数で解決された不具合

RTI番号

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

 M10-4S 説明 回避方法

RTIF2-121113-
001

○ ○ ○ setsmtp(8)コマンドでユーザー

名に無効な値を設定したあと、

テストメールを送信するために

setemailreport(8)コマンドを実

行すると、返信アドレス

（Reply address）にメールが正

しく送信されたように表示され

ます。

有効な回避方法はありません。

テストメールが正しく送信され

たように表示されますが、メー

ルは送信されません。

RTIF2-121113-
002

○ ○ ○ setaudit deleteコマンドを実行

し、viewaudit(8)コマンドで監

査ログを表示すると、一部の監

査ログが削除されていないこと

があります。

有効な回避方法はありません。

RTIF2-121113-
006

○ ○ ○ XSCF Webメニューを使わずに

別ウィンドウや別タブにXSCF
 Web画面を表示すると、正常に

表示されないことがあります。

XSCF Webの画面表示操作はメ

ニューツリーを使用してください。

b.  Oracle Solarisの時刻が1970年1月1日でないときは、保守作業員に連絡してくだ

さい。このとき、XSCF上でresetdateoffset(8)やsetdate(8)コマンドは実行しな
いでください。  

c.  PPARの電源が切断されているときは、PPARの電源を投入してください。その

後、Oracle Solarisの時刻を確認し、上記のa.またはb.を実施してください。

■ 現象3が発生した場合  

現象1または現象2も発生している場合、まず、それらの[復旧方法]を実施してくだ
さい。  

Oracle Solarisの時刻を設定しなおしてください。

XCP
 

2050より前の版数で解決された不具合

XCP 2050より前の版数で解決された不具合を、以下の表に示します。
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表 3-10　 　XCP 2050より前の版数で解決された不具合 (続き)

RTI番号

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

 M10-4S 説明 回避方法

RTIF2-121113-
007

○ ○ ○ XSCFが起動中、プロセスダウ

ン、パニックまたはwatchdogタ
イムアウトが発生し、XSCFが
リセットする場合があります。

XSCFが起動されていることを

確認してください。

起動されていない場合は、物理

パーティション（PPAR）の電

源を切断したあと、システムの

入力電源を切断してから再投入

（AC OFF/ON）してください。

システムの入力電源を再投入す

る場合は、電源を切断したあと

30秒以上待ってから投入してく

ださい。

システムの入力電源を切断後再

投入しても、XSCFが起動され

ない場合は、CPUメモリユニッ

ト（CMU）を交換してください。

RTIF2-121113-
009

○ ○ ○ XSCFが動作中、プロセスダウ

ン、パニックまたはwatchdogタ
イムアウトが発生し、XSCFが
リセットしても再起動されない

ことがあります。

XSCFが起動されていることを

確認してください。

起動されていない場合は、物理

パーティション（PPAR）の電

源を切断したあと、システムの

入力電源を切断してから再投入

（AC OFF/ON）してください。

システムの入力電源を再投入す

る場合は、電源を切断したあと

30秒以上待ってから投入してく

ださい。

システムの入力電源を切断後再

投入しても、XSCFが起動され

ない場合は、CPUメモリユニッ

ト（CMU）を交換してください。

RTIF2-121113-
011

○ ○ ○ showsnmp(8)コマンドを実行す

ると、以下のメッセージが表示

され、snmpデーモンが終了し

ていることがあります。

Agent Status: Disabled

再度、showsnmp(8)コマンドを

実行し、snmpデーモンが再起

動されているか確認してください。

「Agent Status: Disabled」のま

まであれば、setsnmp enableコ
マンドを実行し、snmpデーモ

ンを再起動してください。

RTIF2-121113-
014

○ ○ ○ XSCF起動中に、「/etc/redhat-
release not found」のエラーメッ

セージが表示されます。

このメッセージは無視してくだ

さい。

RTIF2-121113-
018

○ ○ ○ replacefru(8)コマンドでFRUを

交換したとき、構成変更を表す

メッセージ「configuration
 changed（...）」が複数回、イベ

ントログに登録されることがあ

ります。

2回目以降のメッセージは無視

してください。
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表 3-10　 　XCP 2050より前の版数で解決された不具合 (続き)

RTI番号

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

 M10-4S 説明 回避方法

RTIF2-121113-
019

○ ○ ○ 電源スケジュールにより物理

パーティション（PPAR）の電

源を切断したとき、パワーログ

に表示される要因（Cause）が

「-」と表示されることがあります。

有効な回避方法はありません。

RTIF2-121113-
021

○ ○ ○ XSCFボードにある時計の故障

で、時刻が正しく読めなかった

場合、時計の故障を表すエラー

がエラーログに記録されないこ

とがあります。

有効な回避方法はありません。

poweron(8)コマンドを実行し、

以下のメッセージが表示された

場合、XSCFボードの時計が故

障しています。XSCFボードを

交換してください。

Poweron canceled due to
 invalid system date and time.

RTIF2-121113-
022

○ ○ ○ オペレーションパネルが故障ま

たは接続されていない場合、

XSCFを起動できません。

オペレーションパネルを接続し

てください。故障している場合

は交換してください。

RTIF2-121113-
023
RTIF2-121113-
028

○ ○ ○ ハイパーバイザ動作中にCPUの

故障が発生した場合、物理パー

ティション（PPAR）のリセッ

トが複数回行われ、PPARの再

起動に時間がかかることがあり

ます。

有効な回避方法はありません。

RTIF2-121113-
025

○ ○ ○ CPUの故障が発生したとき、

Oracle Solaris上で、縮退やオフ

ラインを表すエラーメッセージ

がSyslogに出力されないことが

あります。

showlogs(8)コマンドを使用し、

XSCF上で故障状態を確認して

ください。

RTIF2-121113-
027

○ ○ ○ ファームウェアアップデート後、

XSCFを再起動しない状態で、

XSCF WebによりXCPをアップ

ロードすると、XCPのアップ

ロードが失敗し、XSCF Webが
セションタイムアウトします。

ファームウェアアップデート後、

続けてXSCF WebでXCPをアッ

プロードする場合は、XSCFを
再起動してください。

RTIF2-121113-
031

○ ○ ○ Oracle VM Server for SPARCで

PCIカードを割り当てたI/Oドメ

インを作成後、I/Oドメインの

電源を投入し、okプロンプトの

状態で停止させた場合、XSCF
のshowhardconf(8)コマンドで

PCIカードの構成情報が表示さ

れないことがあります。

Oracle VM Server for SPARCで

PCIカードを割り当てた論理ド

メインのOracle Solarisを起動し

てください。
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表 3-10　 　XCP 2050より前の版数で解決された不具合 (続き)

RTI番号

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

 M10-4S 説明 回避方法

RTIF2-121129-
001

○ ○ ○ XSCFファームウェア動作中に、

「System backup memory
 access error」というPSUバック

プレーン（PSUBP）のエラーが

誤検出され、エラーログに登録

されることがあります。この誤

検出が物理パーティション

（PPAR）起動処理中に発生す

ると、PPARの起動に失敗する

場合があります。また、ログ情

報の採取中に発生すると、ログ

情報の採取に失敗します。さら

に、エラーの誤検出とともに

PSUBPに故障マークがつく場合

があります。 PSUBPに故障マー

クがつくと、PPARの起動に必

要な資源が足りないため、

PPARの起動が要求されたとき

に、PPARの起動に失敗したこ

とを表すログがパワーログに登

録されます。パワーログは

showlogs powerコマンドで表示

できます。

「説明」に記載したログを発見

したら、showstatus(8)または

showhardconf(8)コマンドを実

行し、PSUBPに故障マークがつ

いているかどうか確認します。  

[PSUBPに故障マークがついて

いない場合]
ハードウェアに問題は発生して

いないため、エラーログを無視

して、そのまま運用を継続して

ください。 

[PSUBPに故障マークがついて

いる場合]
以下の手順で故障マークをクリ

アしてください。 

1.  オペレーションパネルのモー

ドスイッチをServiceモードに

切り替えます。

2.  対象となるSPARC M10シス

テムの筐体の電源を切断した

あと再接続して、XSCFを再起

動します。M10-4Sの場合はす

べてのSPARC M10-4S筐体の

電源を切断したあと再接続し

ます。

3. XSCFが再起動したら、オペ

レーションパネルのモードス

イッチは元の位置に戻します。

XSCFを再起動しても同じエ

ラーが発生する場合は、誤検出

ではなく、PSUBPのハードウェ

ア故障である可能性があります。

この場合は、保守作業員に依頼

し、PSUBPを交換してください。

RTIF2-121129-
002

○ ○ ○ CPUメモリユニット（CMU）

またはマザーボードユニット

（MBU）を交換した場合、

XSCFのユーザーアカウント情

報が消去されることがあります。

XSCFユーザーアカウント情報

を元に戻すには、dumpconfig
(8)コマンドで退避

しておいた設定情報を、

restoreconfig(8)コマンドで復元

する必要があります。

交換実施後、dumpconfig(8)で
退避しておいた設定情報を

restoreconfig(8)コマンドで復元

するか、または、XSCFのユー

ザーアカウント情報を再設定し

てください。
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表 3-10　 　XCP 2050より前の版数で解決された不具合 (続き)

RTI番号

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

 M10-4S 説明 回避方法

RTIF2-121129-
004

○ ○ ○ restoredefaults(8)コマンドは以

下の情報を初期化できません。

設定情報がそのまま残ってしま

います。
■ XSCFのタイムゾーン
■ HTTPSのサーバ証明

有効な回避方法はありません。

settimezone(8)コマンド、

sethttps(8)コマンド、setssh(8)
コマンドで再設定してください。

RTIF2-121130-
001

○ ○ ○ RCILによる電源連動設定を有効

から無効に設定後、さらに有効

に設定した場合、ETERNUS
 DX80/DX90/DX410/DX440/
DX8100/DX8700 S2の電源連動

が働かない場合があります。

RCILによる電源連動設定を有効

から無効に設定したあと、

XSCFを再起動してください。

RTIF2-121204-
001

○ ○ ○ ダイナミックリソース管理ソフ

トウェア（ServerView
 Resource Orchestrator）で監視

対象サーバの登録に失敗するこ

とがあります。

有効な回避方法はありません。

ダイナミックリソース管理ソフ

トウェアで監視対象サーバを登

録しなおしてください。

RTIF2-121204-
002

○ ○ ○ PRIMECLUSTERでノードが停

止したときに、自動的にノード

を切り替えることができません。

有効な回避方法はありません。

PRIMECLUSTERに対して、ノー

ドを手動で切り替えてください。

RTIF2-121204-
003

○ ○ ○ OpenBoot PROMのsetenvや

nvramrc、Oracle Solarisの

eeprom(1M)コマンドやldm
 set-varコマンドで設定または変

更したOpenBoot PROM環境変

数は、システムの電源を再投入

すると保持されないことがあり

ます。

OpenBoot PROM環境変数を更

新したあとは、ldm add-config
コマンドを実行して、ドメイン

構成情報をXSCFに保存してく

ださい。

RTIF2-121204-
004

○ ○ ○ XSCFのsetpparmode(8)コマン

ドを使用してゲストドメインの

オートブート機能を有効にした

あと、制御ドメインとゲストド

メインを同時に起動すると、ゲ

ストドメイン上で以下のエラー

ログが登録され、ゲストドメイ

ンのOracle Solarisが
起動できないことがあります。

Code: 20000000-
00ffff0000ff0000ff-
030000020000000000000000
Status: Notice Occurred: Nov 16
 16:55:25.518 JST 2012
FRU: /UNSPECIFIED
Msg: Boot process failed

XSCFのsetpparmode(8)コマン

ドを使用してゲストドメインの

オートブート機能を無効にした

あと、制御ドメインのOracle
 Solarisを起動してから、Oracle
 VM Server for SPARCのldm
 startコマンドを使用してゲスト

ドメインを起動してく

ださい。

[復旧方法]
Oracle VM Server for SPARCの

ldm stopコマンドを使用してゲ

ストドメインを停止したあと、

ldm startコマンドを使用してゲ

ストドメインを起動してください。

RTIF2-121206-
001

○ ○ ○ ドメイン起動時に以下のエラー

メッセージが出力されることが

あります。

Msg: PCI Express link not active

showhardconf(8)コマンドでPCI
 Express（PCIe）カードが認識

できている場合は、このメッ

セージは無視してください。
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表 3-10　 　XCP 2050より前の版数で解決された不具合 (続き)

RTI番号

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

 M10-4S 説明 回避方法

RTIF2-121219-
002

○ 複数のSPARC M10-4Sで構成さ

れたシステムの電源ケーブルを

接続するとき、すべての電源

ケーブルを4分以内で接続しな

いと、一部の筐体が認識されな

いことがあります。

複数のSPARC M10-4Sで構成さ

れたシステムの場合は、すべて

の電源ケーブルを接続し終える

のに4分を超えないようにして

ください。

認識されないSPARC M10-4Sの
筐体がある場合は、再度、すべ

ての筐体の電源ケーブルを抜き

挿ししてください。

RTIF2-121219-
004

○ ○ ○ 電源連動グループの電源投入／

切断中は、

showremotepwrmgmt(8)コマン

ドが以下のメッセージで異常終

了することがあります。

Controller response timeout.

再度、showremotepwrmgmt(8)
コマンドを実行してください。

RTIF2-121219-
005

○ ○ ○ 部品の高温異常（High
 temperature）または吸気低温

異常（Low temperature at air inlet）
が登録されたとき、FRUで表示

される2番目の故障部品（第二

被疑部品）の情報が正しくない

ことがあります。

表示される2番目の故障部品（第

二被疑部品）の情報は無視して

ください。

RTIF2-121219-
006

○ ○ ○ replacefru(8)コマンドを使用し

た電源ユニット（PSU）の交換

が、「Warning:005」で失敗する

ことがあります。

再度replacefru(8)コマンドを実

行して、PSUを交換してください。

RTIF2-121219-
009

○ ○ ○ 「Power-on failure」または

「Power-off failure」のファン

故障を表すエラーログが登録さ

れたとき、故障対象のFRUとし

て誤った部品が表示されること

があります。

「Power-on failure」または

「Power-off failure」で、故障

部品がファンのときは、以下の

部品を交換してください。
■ SPARC M10-1の場合

マザーボードユニット(MBU)
■ SPARC M10-4/M10-4Sの場合

PSUバックプレーン

RTIF2-121219-
010

○ switchscf(8)コマンドを実行した

とき、「XSCF hang-up is detected」
のエラーログが登録されること

があります。

このエラーログは無視してくだ

さい。
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表 3-10　 　XCP 2050より前の版数で解決された不具合 (続き)

RTI番号

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

 M10-4S 説明 回避方法

RTIF2-121219-
012

○ replacefru(8)コマンドを使用し

て、SPARC M10-4Sの筐体を交

換したとき、「internal error」
が表示されて筐体の交換に失敗

することがあります。

replacefru(8)コマンドにより

SPARC M10-4Sの筐体を交換す

る場合は、以下の手順で作業を

実施してください。

1. replacefru(8)コマンド実行後

に表示される 「Do you want
 to continue?[r:replace|c:
cancel]」 に対して、交換のた

め「r」 を入力します。

2. SPARC M10-4Sの筐体を交換

し、筐体の入力電源を投入後、

約15分間待ちます。

3. showlogs eventコマンドを実

行し、イベントログを表示し

ます。

4.  以下のどちらかの方法で交換

作業を続けます。

 

■ イベントログに「XSCF
 update is started」と表示さ

れた場合

   「XCP update has been
 completed」のログが登録さ

れるまで待ちます。「XCP
 update has been completed」
が表示されたら、「Please
 select[f:finish]」に「f」を入

力し、画面に従って交換作業

を続けます。

 

■ イベントログに「XSCF
 update is started」と表示さ

れない場合

   「Please select[f:finish]」 に

 「f」 を入力し、画面に従っ

て交換作業を続けます。

RTIF2-121219-
013

○ XSCFが起動できない故障が発

生した場合、エラーとなった

SPARC M10-4Sの筐体に対する

エラーログだけではなく、存在

しない筐体に対してケーブル接

続の異常に関するエラーログが

登録されることがあります。

存在しないSPARC M10-4Sの筐

体に対して登録された、ケーブ

ル接続の異常に関するエラーロ

グは無視してください。

RTIF2-121219-
014

○ BB#00の故障で停止交換（入力

電源を切断して交換）を実施す

ると、XSCFの設定情報が消去

されてしまいます。

BB#00の故障でSPARC M10-4S
の筐体を交換する場合は、

replacefru(8)コマンドを実行し

て交換してください。

RTIF2-121219-
015

○ initbb(8)コマンドでSPARC
 M10-4Sの筐体を減設した場合、

減設した筐体の情報が完全に消

去されずに残ってしまいます。

SPARC M10-4Sを減設する場合

は、停止減設（入力電源を切断

して減設）を実施してください。
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RTI番号

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

 M10-4S 説明 回避方法

RTIF2-121219-
016

○ ○ ○ 物理パーティション（PPAR）
の電源を投入中、電源を切断中、

またはリセット中に、prtfru(8)
コマンドを実行すると、

「internal error」となることが

あります。

PPARの電源投入や電源切断、

リセットが完了するのを待って

から、prtfru(8)コマンドを再度

実行してください。

RTIF2-121219-
017

○ BB#00またはBB#01でメモリ故

障が発生してエラーログが登録

されたあとに、SPARC M10-4S
の筐体の電源を切断すると、再

度同じエラーログが登録される

ことがあります。

有効な回避方法はありません。

RTIF2-121219-
018

○ 2台以上のSPARC M10-4Sが、複

数の物理パーティション

（PPAR）で構成されているシ

ステムにおいて、以下のいずれ

かの事象によりマスタXSCFの
切り替えが行われたあと、

PPARの電源を投入すると、

「STICK does not start (CPU)」、
「STICK does not start (MBC)」、
または 「STICK count up error」
のエラーログが登録され、CPU
メモリユニット（CMUU/
CMUL）が縮退される場合があ

ります。
■ ファームウェアアップデート

実施
■ XSCFの故障検出
■ switchscf(8)コマンドの実行

有効な回避方法はありません。

マスタXSCFの切り替えが行わ

れたあと、PPARの電源を投入

しないで、すべてのSPARC
 M10-4Sの入力電源を切断し、再

投入してください。

マスタXSCFの切り替えが行わ

れたあと、PPARの電源を投入

して「STICK does not start (CP
U)」、「STICK does not start(MBC)」
または「STICK count up error」
のエラーログが登録され、部品

に故障マーク（*）が表示された

場合は、保守作業員にお問い合

わせください。

RTIF2-121219-
019

○ ○ ○ PCIボックスに搭載されたPCI
カードを挿入または抜去したと

き、対象のPCIカードの番号

（PCI#）とは異なる番号がログ

に表示されてしまいます。また、

PCIボックスのPCIeスロットや

PCIカードの故障で、

「PCICARD failed」のエラーロ

グが登録されたとき、対象の

PCIカードの番号（PCI#）とは

異なる番号がエラーログに表示

されてしまいます。

ログに表示されるPCI番号

(PCI#)に、1を引いた番号で読み

替えてください。

RTIF2-130109-
002

○ 複数のシステムボード（PSB）
で物理パーティション（PPAR）
が構成されたシステムで、イベ

ントログに「Console path is
 switched」が登録された場合、

PPAR-IDに不当な値が表示され

ることがあります。

有効な回避方法はありません。
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RTI番号

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

 M10-4S 説明 回避方法

RTIF2-130109-
005

○ ○ ○ replacefru(8)コマンドを使用し

て、電源ユニット（PSU）を交

換すると、エラーログに

「Indispensable parts are not
 installed (PSU)」が登録される

ことがあります。

このエラーログは、PSUが抜去

されたことにより登録されたロ

グです。無視してください。

RTIF2-130109-
006

○ スタンバイ状態のXSCFが故障
中または起動中に、電源連動機

能の設定情報を変更した場合、

スタンバイ状態のXSCFの起動

が完了しても、変更した設定情

報はスタンバイ状態のXSCFに
反映されていないことがあります。

この状態でXSCFの切り替えが

発生すると、切り替え後のマス

タXSCFから、変更後の設定情

報で電源連動ができないことが

あります。

電源連動機能を無効にしたあと、

以下の手順で、電源連動機能を

設定しなおしてください。

1. setremotepwrmgmt -c disable
コマンドを実行し、電源連動

機能を無効にします。

2.  管理ファイルを退避したあと、

clearremotepwrmgmt(8)コマ

ンドを使用して、設定情報を

初期化します。
■ スタンバイ状態のXSCFが起

動中の場合は、起動が完了し

てからclearremotepwrmgmt
(8)コマンドを実行します。

■ スタンバイ状態のXSCFが故
障中の場合は、replacefru(8)
コマンドを使用して対象

FRUを交換してから、

clearremotepwrmgmt(8)コマ

ンドを実行します。

3.  スタンバイ状態のXSCFの起

動が完了したら、退避した管

理ファイルを元に設定情報を

復元するために、

setremotepwrmgmt -c config
コマンドを実行します。

4. setremotepwrmgmt -c enable
コマンドにより電源連動機能

を有効にします。

RTIF2-130109-
007

○ ○ ○ すべての物理パーティション

（PPAR）が停止している状態

からPPARの電源を投入した場

合、エラーログが登録されず、

PPARの電源が投入できないこ

とがあります。

有効な回避方法はありません。

すべてのSPARC M10システム

の筐体で、入力電源を切断後、

再投入してから、PPARの電源

を投入しなおしてください。

RTIF2-130130-
001

○ ○ CPUメモリユニット（上段）

（CMUU）が搭載されていない

システム構成でAC ONすると、

CMUUに対する「Hardware
 access error」のエラーログが発

生します。SPARC M10-4Sの増
設や交換時も、同様の現象が発

生します。

CMUUが搭載されていないこと

により登録されたエラーログの

ため、無視してください。

第3章　ソフトウェアに関する情報 77



表 3-10　 　XCP 2050より前の版数で解決された不具合 (続き)

RTI番号

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

 M10-4S 説明 回避方法

RTIF2-130212-
001

○ setpparmode(8)コマンドで設定

する省電力動作が「有効」の場合、

以下の問題が発生することがあ

ります。
■ 論理ドメインのハングアップ

（ハートビート機能）を検出

できないことがある
■ システム起動中（物理パー

ティション（PPAR）動作中）

に、CPUコアのCoDリソー

スを削減した場合、PPARの
電源が切断されることがある。

setpparmode(8)コマンドで省電

力動作を「無効」に設定してく

ださい。

RTIF2-130212-
002

○ ○ ○ Oracle Solarisからldm
 add-spconfigコマンドを実行し

たあと、XSCFから

showdomainstatus(8)コマンド

でドメインの状態を確認すると、

制御ドメインを含めたすべての

ドメインが「Host stopped」と

表示されます。

Oracle Solarisからldm
 add-spconfigコマンドを実行し

たあと、XSCFから

showdomainstatus(8)コマンド

でドメインの状態を確認すると、

制御ドメインを含めたすべての

ドメインが「Host stopped」と

表示されます。

RTIF2-130212-
003

○ ○ ○ testsb(8)またはdiagxbu(8)コマ

ンドで診断中のシステムボード

（PSB）に対して、別セション

でtestsb(8)コマンドを実行する

と、診断対象のPSBが異常状態

となり、PSBが使用できなくな

ることがあります。

testsb(8)コマンドを実行する前

に、showboards(8)コマンドを

使用して、診断対象となるPSB
のPWRが「n」であることと、

Testが「Testing」でないことを

確認してください。

PSBが使用できなくなってし

まった場合は、システム全体の

電源を切断後、再投入してくだ

さい。

RTIF2-130215-
001

○ ハードウェア初期診断で以下の

エラーログによるシステムボー

ド（PSB）異常が検出されたあ

と、PSBが縮退されずに物理パー

ティション（PPAR）のリセッ

トを繰り返すことがあります。

Code: 40002000-
003cff0000ff0000ff-
02000e000000000000000000
FRU: /BB#x
Msg: SB deconfigured (SB-SB
 access error)
Code: 40002000-
003cff0000ff0000ff-
02000e010000000000000000
FRU: /BB#x
Msg: SB deconfigured (not
 running)

deleteboard(8)コマンドを使用

して、異常が検出されたPSBを

PPAR構成から切り離してください。
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RTI番号

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

 M10-4S 説明 回避方法

RTIF2-130215-
002

○ ○ ○ setpcl(8)コマンドでpolicyをpsb
に設定しても、異常発生時の縮

退範囲がシステムボード単位と

ならずに、部品（FRU）単位と

なることがあります。

deleteboard(8)コマンドを使用

して、異常が検出されたPSBを

PPAR構成から切り離してください。

RTIF2-130219-
001

○ 電源連動グループの管理ファイ

ルで設定できる「IPAddress」
と「SlaveAddress」の値に、

XSCFの引き継ぎIPアドレスを指

定することできません。

「IPAddress」と「SlaveAddress」
の値には、マスタXSCFとスタ

ンバイ状態のXSCFの、

XSCF-LAN#0またはXSCF-
LAN#1のIPアドレスをそれぞれ

指定してください。

RTIF2-130219-
005

○ ○ 物理パーティション（PPAR）
内の部品で故障が発生すると、

SNMP MIBのPPARの状態が更

新されません。

有効な回避方法はありません。

RTIF2-130219-
008

○ 複数の物理パーティション

（PPAR）で構成されたシステ

ムで、PPARの電源を投入して

いるときに、あるSPARC
 M10-4Sの入力電源を投入すると、
入力電源の投入されたSPARC
 M10-4SがマスタXSCFで認識さ

れないことがあります。

PPARの電源を投入する前に、

構成するすべてのクロスバー

ボックスやSPARC M10-4Sの入

力電源を投入してから、PPAR
の電源を投入してください。

RTIF2-130227-
001

○ snapshotを採取する場合、-aオ
プションを指定すると、マスタ

XSCFの負荷が上昇して、

「XSCF Kernel Panic」が発生す

ることがあります。

システム全体のsnapshotを採取
する場合は、-aオプションでは

なく、-bオプションでSPARC
 M10-4SのBB-IDを指定して、1
台ずつ採取してください。この

作業をすべてのSPARC M10-4S
に対して実行してください。

RTIF2-130305-
005

○ 複数のSPARC M10-4Sで構成さ

れたシステムで、物理パーティ

ション（PPAR）の電源投入後

のPOSTによる診断の処理中に、

あるSPARC M10-4SでXSCFパ
ニックが発生すると、PPARの
電源投入処理が継続されずに電

源が切断されることがあります。

有効な回避方法はありません。

各SPARC M10-4SのXSCFが再起

動されているかどうかを確認し

てください。再起動されている

場合は、PPARの電源を投入し

なおしてください。
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RTI番号

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

 M10-4S 説明 回避方法

RTIF2-130305-
008

○ 複数のSPARC M10-4Sとクロス

バーボックスで構成されたシス

テムで、すべての物理パーティ

ション（PPAR）がそれぞれ1つ
のシステムボード（PSB）で構

成されているとき、あるPPAR
の電源を投入すると、クロス

バーボックスのクロスバーユ

ニットの電源が投入抑止されず、

クロスバーボックスの電源も投

入されてしまいます。

有効な回避方法はありません。

RTIF2-130305-
010

○ 4台以上のSPARC M10-4Sが複数

の物理パーティション（PPAR）
で構成されているシステムで、

poweron -aコマンドを使用して、
すべてのPPARの電源を投入す

ると、ハイパーバイザアボート

またはOSパニックが発生するこ

とがあります。

poweron -aコマンドを使用して、
すべてのPPARの電源を同時に

投入しないでください。-pオプ

ションを使用して、PPAR単位
で電源を投入してください。

RTIF2-130305-
013

○ ○ ○ XSCFが起動中、プロセスダウ

ン、パニックまたはwatchdogタ
イムアウトが発生し、XSCFが
リセットする場合があります。

XSCFが起動されていることを

確認してください。

起動されていない場合は、物理

パーティション（PPAR）の電

源を切断したあと、システムの

入力電源を切断してから再投入

（AC OFF/ON）してください。

システムの入力電源を再投入す

る場合は、電源を切断したあと

30秒以上待ってから投入してく

ださい。

システムの入力電源を切断後再

投入しても、XSCFが起動され

ない場合は、CPUメモリユニッ

ト（CMU）を交換してください。

RTIF2-130305-
021

○ XSCF起動直後、システムボー

ド（PSB）が「Unmount」とし

て認識されてしまい、

addboard(8)コマンドや

poweron(8)コマンドに失敗する

ことがあります。

XSCF起動直後は30秒ほど待機

するとともに、showboards(8)
コマンドで対象のPSBが搭載さ

れていることを確認してから、

addboard(8)やpoweron(8)コマ

ンドを実行してください。
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RTI番号

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

 M10-4S 説明 回避方法

RTIF2-130305-
024

○ クロスバーボックスを含むシス

テムにおいて、物理パーティ

ション（PPAR）の電源が投入

された状態でクロスバーボック

スの入力電源を切断後再投入す

ると、制御ドメインコンソール

に以下のメッセージが出力され、

PPARの電源処理が完了しない

ことがあります。

WARNING: Unable to connect
 to Domain Service providers

有効な回避方法はありません。

[復旧方法]
PPARの電源処理が中断した場

合は、poweroff -fコマンドを使

用して、PPARの電源を強制的

に切断してください。

その後、rebootxscf -aコマンド

を使用して、すべてのXSCFを
リセットするか、すべての

SPARC M10-4S筐体の入力電源

を切断したあと、再投入してく

ださい。

RTIF2-130319-
001

○ ○ SPARC M10-4/M10-4Sの入力電

源を投入した直後に、まれに

「DMA timeout error Hard

 detected」が検出されることが

あります。「DMA timeout error
 Hard detected」が検出された状

態で論理ドメインを起動すると

CPUメモリユニット（下段）

（CMUL）が縮退します。

有効な回避方法はありません。

論理ドメインを起動する前に、

入力電源を切断後、再投入して

ください。

論理ドメインを起動させたあと、

CMULの縮退された状態が解消

しない場合は、保守作業員にお

問い合わせください。

RTIF2-130329-
001

○ SPARC M10-4Sでのファーム

ウェアアップデート中に、マス

タ筐体のALARM LEDが突然点

灯して停止したままの状態とな

り、ファームウェアアップデー

トが完了しないことがあります。  

有効な回避方法はありません。

RTIF2-130329-
002

○ クロスバーボックス2台以上の

構成で、かつ、クロスバーボッ

クスを使用しない物理パーティ

ション（PPAR）構成の場合、

オペレーションパネルから電源

が切断できません。

poweroff(8)コマンドを使用して

電源を切断してください。

RTIF2-130329-
003

○ ○ ○ 物理パーティション（PPAR）
のステータスがPowerOn
（Oracle Solaris OS起動後、

PowerOffが完了するまでの間）

状態で入力電源を切断すると、

次回入力電源を投入するときに、

PPAR内のいずれかのSPARC
 M10-4Sで「SRAM serious error」
が発生し、入力電源が投入でき

なくなります。

入力電源を切断するときは事前

にPPARの電源を切断して、切

断が完了したことを確認してか

ら実施してください。

また、不具合が発生してしまっ

た場合は、以下の手段で復旧し

てください。 

1. dumpconfig(8)コマンドで設

定を保存します。 

2. restoredefaults -c factoryコマ

ンドでシステムを工場出荷状

態に戻します。 

3. restoreconfig(8)コマンドで設

定を復元します。
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RTI番号

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

 M10-4S 説明 回避方法

RTIF2-130410-
004

○ ○ ○ オペレーションパネルから電源

の投入／切断ができないことが

あります。

XSCFシェルから、電源を投入

する場合はpoweron(8)コマンド、
切断する場合はpoweroff(8)コマ

ンドを実行してください。

[復旧方法]
事象が発生した場合は、

poweroff -fコマンドを使用して、
物理パーティション（PPAR）
の電源を切断してください。

RTIF2-130410-
005

○ 複数の物理パーティション

（PPAR）で構成されているシ

ステムで、1つ以上のPPARの電

源が投入されている場合、また

は1つ以上のPPARが故障してい

る場合に、poweron -aコマンド

を実行すると、電源の投入に失

敗します。

-pオプションを指定して

poweron(8)コマンドを実行し、

PPARごとに電源を投入してく

ださい。

[復旧方法]
事象が発生した場合は、電源の

投入が途中で止まってしまった

PPARに対して、poweroff -fコ
マンドを実行し、強制的に電源

を切断してください。そのあと、

poweron -pコマンドを実行し、

PPARの電源を投入してください。

RTIF2-130410-
006

○ 以下のすべての条件を満たした

システムでクロスバーボックス

が故障した場合、クロスバー

ボックスが縮退し、動作が継続

できないことがあります。
■ クロスバーボックスが2台以

上で構成されている。
■ 複数のPPARで構成されている。
■ 各物理パーティション

（PPAR）が複数のCPUメモ

リユニット（CMUU/CMUL）
で構成されている。

有効な回避方法はありません。

[復旧方法]
poweron -pコマンドを実行して、
クロスバーボックスの故障に

よって電源が切断されたPPAR
の電源を再度投入してください。

RTIF2-130410-
007

○ 電源を投入した直後の物理パー

ティション（PPAR）の電源を、

poweroff -fコマンドを使用して

強制的に切断すると、以降の電

源の投入／切断ができなくなる

ことがあります。

PPARの電源を投入したあとは、

okプロンプトが表示されるまで、

poweroff -fコマンドを実行しな

いでください。

[復旧方法]
PPARの電源の強制切断に失敗

した場合は、入力電源を切断後、

再投入（AC OFF/ON）してく

ださい。
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RTI番号

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

 M10-4S 説明 回避方法

RTIF2-130415-
001

○ ○ SPARC M10-4/M10-4Sにおいて、
ファームウェア版数がXCP 2031
またはXCP 2032の場合、下記の

OpenBoot PROM環境変数の初

期値が、デフォルトと異なる値

となっています。

XSCFシェルのsetpparparam(8)
コマンドやOpenBoot PROMプ

ロンプトからsetenvコマンドを

使用して設定値を変更しても、

値が元に戻ってしまいます。

auto-boot? false
diag-switch? true
fcode-debug? true
local-mac-address? false

有効な回避手段はありません。

XCP 2041版以上の版数にファー

ムウェアアップデートしてから、

OpenBoot PROM環境変数の値

を設定しなおしてください。

RTIF2-130416-
001

○ ○ ○ I/OドメインのPCIデバイスを削

除（ldm rm-io）または追加

（ldm add-io）した場合、I/Oド

メイン起動時にハイパーバイザ

アボートが発生することがあり

ます。

I/OドメインのPCIデバイスを削

除する場合は、削除対象のPCI
デバイスと同一のルートコンプ

レックス配下（/pci@xxxxの

xxxxが同じ）の全デバイスを

いったん削除してから、必要な

デバイスを追加しなおしてくだ

さい。

または、同一ルートコンプレッ

クス配下の複数のデバイスを、

1つのI/Oドメインに割り当てな

いようにしてください。

RTIF2-130417-
001

○ クロスバーボックスに搭載され

ているXSCFがパニックした場

合、マスタXSCFとマスタ以外

のXSCFとの通信ができなくな

ることがあります。

有効な回避策はありません。

[復旧方法]
事象が発生した場合、15分以上

間を空けてから、rebootxscf -s
でマスタXSCFをリセットして

ください。

RTIF2-130507-
001

○ ○ ○ ハードウェアRAID機能を使用

中に停電が発生した場合、復電

後にRAIDボリュームが認識で

きないことがあります。

okプロンプトでactivate-volume
コマンドを実行し、ハードウェ

アRAIDボリュームを有効化し

てください。

手順の詳細は「SPARC M10 シ
ステム システム運用・管理ガイ

ド」 の 「12.2.8 ハードウェア

RAIDボリュームを再有効化す

る」を参照してください。
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表 3-10　 　XCP 2050より前の版数で解決された不具合 (続き)

RTI番号

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

 M10-4S 説明 回避方法

RTIF2-130515-
001

○ ○ ○ システム稼働中の状態で、以下

の現象が発生することがあります。

1.  prtpiclコマンドが応答しなく

なる。

2.  prtpicl -v、prtdiag -vの表示
データ（XCP版数など）が期

待どおりに出力されない。

3.  /var/adm/messagesに、

「PICL snmpplugin: cannot
 fetch object value」のワーニ

ングメッセージが出力される。

4.  XSCFのCMDDプロセスダウ

ンが発生し、XSCFがリセッ

トを繰り返して使用できなく

なる。このときシステムの運

用は継続できます。

有効な回避方法はありません。

[復旧方法]
現象1.が発生した場合は、以下

の手順で復旧します。

1.  prtdiag(1M)コマンドを

[Ctrl-C]で終了します。

2.  約30分放置して、XSCFで

SNMPのタイムアウトを発生

させます。

3.  制御ドメイン上でsvcadm
(1M)コマンドを実行して、

piclサービスを再起動させます。

現象2.が発生した場合は、再度

コマンドを実行して、結果が表

示された場合はシステムを継続

して運用できます。結果が期待

どおりに表示されない状態が続

く場合は、XSCFが動作してい

るか確認します。
■ XSCFが動作している場合は、

rebootxscf(8)コマンドで

XSCFをリセットします。  

■ XSCFが動作していない場合

は、システムの入力電源を切

断してから再投入（AC

 OFF/ON）して復旧します。

現象3.が発生した場合は、一時

的なワーニングメッセージであ

るため、システムを継続して運

用できます。

現象4.が発生した場合は、シス

テムの入力電源を切断してから

再投入（AC OFF/ON）して復

旧します。

RTIF2-130612-
001

○ XCPファームウェアの版数が

XCP 2041、XCP 2042、または

XCP 2043の場合、複数の

SPARC M10-4Sで構成されたシ

ステムでは、replacefru(8)コマ

ンドによるSPARC M10-4Sの交
換ができません。

停止交換（入力電源を切断して

交換）を実施するか、XCPファー

ムウェア版数をXCP 2044以降に

アップデートしてから交換して

ください。
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表 3-11　 　すべてのバージョンのOracle Solarisで発生しうる不具合と回避方法

CR ID

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

 M10-4S 説明 回避方法

15812880 ○ メモリを8000 GB（約7.8 TB）以

上搭載しているドメインに、

telnetやsshで接続しようとする

と、接続先の制御ドメインコン

ソールに以下のようなメッセー

ジが表示され、接続できなくな

ります。
■ sshの場合

error: /dev/ptmx: Not enough
 space
error: session_pty_req: session 0
 alloc failed
■ telnetの場合

telnetd: open /dev/ptmx: Not
 enough space

これは、Solaris 11.1 SRU3.5.1、
およびOracle Solaris 10のパッ

チ148888-04で修正されました。

[回避方法]
以下のコマンドを実行して、

ptmx_ptymaxを変更してください。

[例]
# echo "ptms_ptymax/Z
 0x400000" | mdb -kw
ptms_ptymax: 0 = 0x400000

15813959
15813960
(7196117)

○ ○ ○ SPARC M10システムで、

hotplug(1M)によってPCIボック

スを追加した場合、PCIボック

ス上のデバイスが認識されません。

hotplug(1M)でPCIボックスの

追加する場合は、あらかじめ

/etc/systemファイルに以下の1
行を追加後、Oracle Solarisを
再起動してから実施してください。

set pcicfg:pcicfg_slot_busnums
 = 4

Oracle
 

Solarisに関する不具合と回避
方法
ここでは、Oracle Solarisに関する不具合と回避方法をバージョンごとに記載します。

すべてのバージョンのOracle
 

Solarisに関する不具
合と回避方法

サポートされているすべてのバージョンのOracle Solarisで発生しうる不具合と回避

方法を、以下の表に示します。
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表 3-11　 　すべてのバージョンのOracle Solarisで発生しうる不具合と回避方法 (続き)

CR ID

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

 M10-4S 説明 回避方法

15822113 ○ ○ ○ シェルスクリプトなどでldm

 add-vcpu、ldm remove-vcpuを
繰り返し実行すると、実行して

いるプロセスがコアダンプで異

常終了することがあります。

これは、SRU11.1.7.5.0で修正

されました。

SRUが適用されていないこと

が原因でこの不具合が発生し

た場合は、再度コマンドを実

行してください。 

また、ldm remove-vcpuを実

行する場合は、プロセスの負

荷が低い状態で実行するよう

にしてください。

15823255 ○ 以下の両方を満たす環境におい

て、psradm(1M)やpsrset(1M)コ
マンドでCPUの割り当てを変更

したり、ldm(1M)コマンドで仮

想CPUの動的構成変更を行った

りすると、Oracle Solarisがパ

ニックすることがあります。
■ 物理パーティション（PPAR）

が2台以上のSPARC M10-4S
の筐体で構成されている場合

■ 制御ドメインまたは論理ドメ

イン上でlgrpinfoコマンドを

実行すると、以下のような

lgroupが存在する場合

「lgroup   XX (intermediate):」
と表示されるlgroup のうち、

「Lgroup resources:」フィール

ドの「(CPU)」の前に数字が1つ
しかなく、

かつ、その数字が 「(memory)」
の直前に表示されていない場合

[例]
# /usr/bin/lgrpinfo
...
lgroup 12 (intermediate):
        Children: 10, Parent: 0
        CPUs: 0 1
        Memory: installed
 520M, allocated 494M, free 26M
        Lgroup resources: 1
 (CPU); 10 11 (memory)
        Latency: 21
...

これは、Solaris 11.1 SRU5.5で
修正されました。

[回避方法]
/etc/system に以下の行を追加

し、Oracle Solarisを再起動し

てください。

set lgrp_topo_levels=1
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表 3-11　 　すべてのバージョンのOracle Solarisで発生しうる不具合と回避方法 (続き)

CR ID

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

 M10-4S 説明 回避方法

15825208 ○ ○ ○ SPARC M10 システムにおいて、

Oracle Solarisのscp(1)、sftp(1)、

ssh(1)コマンドがエラーになっ

たり、Oracle RACのインストー

ルに失敗したりすることがあり

ます。

これは、Solaris 11.1 SRU 1.4で
修正されました。

[回避方法]
「Oracle Solarisのscp(1)、sftp(1)、

ssh(1)コマンドがエラーになっ

たり、Oracle RACのインストー

ルに失敗したりする

（CR:15825208）」を参照して

ください。

15826052 ○ ○ ○ PCIホットプラグ（PHP）機能

を使用して、Quad Gigabit
 Ethernetカード（SE1X7GQ2F）
を、PCIボックス内の

PCI-Expressスロットに増設す

ることはできません。

これは、XCP 2050と

SRU11.1.6.4.0で修正されました。

XCP 2050については、

RTIF2-130528-001の記述を参

照してください。

XCPおよびSRUが適用されて

いない場合は、増設対象の論

理ドメインを停止してから、

PCIカードを増設してください。

15840018 ○ ○ ○ ファームウェアをXCP2031以降

にアップデートすると、Oracle
 Solaris起動時に以下のメッセー

ジが表示されます。

NOTICE: skipping unsupported
 token: fjorclnum

これは、SRU11.1.6.4.0、およ

びOracle Solaris 10のパッチ

148888-03で修正されました。

また、このメッセージを無視

してもシステムに影響はあり

ません。

15851224 ○ ○ ○ I/Oドメイン起動時に以下のよ

うなメッセージが出力され、パ

ニックし続けることがあります。

recursive rw_enter, lp=XXXXXXXX
 wwwh=XXXXXXXX
 thread=XXXXXXXX

これは、SRU11.1.12.5.0および

Oracle Solaris 10のパッチ

150840-01で修正されました。

I/Oドメインの /etc/systemに以

下を追加して、Oracle Solaris
を再起動してください。

forceload:   drv/vpci

なお、I/Oドメインが起動でき

ない状態となっている場合は、

I/Oドメインの仮想ディスク

サービス（vds）の対象となる

仮想ディスク（vdisk）を割り

当てているゲストドメインを、

ldm stop-domain、ldm
 unbind-domainコマンドによ

りinactive状態へ移行してくだ

さい。これにより、I/Oドメイ

ンが起動できますので、I/Oド

メインを起動してから上記を

設定してください。
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表 3-11　 　すべてのバージョンのOracle Solarisで発生しうる不具合と回避方法 (続き)

CR ID

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

 M10-4S 説明 回避方法

15851441 ○ ○ ○ メモリが故障して縮退すると、

Oracle Solaris起動時に以下の

メッセージが出力され、パニッ

クし続けることがあります。

tilelet_assign_fini_cb(): tile 0xX
 in memgrp X was unused

また、ldm add-spconfigで論理

ドメインの設定を保存したあと

に、メモリのミラーモード設定

をした場合にも発生します。

これは、SRU11.1.11.4.0で修正

されました。

[回避方法]
「メモリ縮退時にOracle
 Solarisを起動するとパニック

が発生することがある

（CR:15851441）」を参照して

ください。

15858713
16769782

○ ○ ○ メモリ故障が発生して、ゲスト

ドメインに割り当てたメモリが

すべて縮退した場合、

ldmd(1M)がコアダンプで異常

終了し、ldm(1M)コマンドがエ

ラー終了します。

これは、SRU11.1.10.5.0で修正

されました。

SRUが適用されていないこと

が原因でこの不具合が発生し

た場合は、故障したメモリを

交換してください。

故障したメモリを搭載したま

まOracle Solarisを起動したい

場合は、XSCFから以下の手順

で起動してください。

1. poweroff(8)コマンドを使用

し、物理パーティション

（PPAR）の電源を切断します。

2. setdomainconfig(8)コマンド

を実行し、PPARを

factory-defaultの状態にします。

setdomainconfig -p ppar_id -c
 default

3. poweron(8)コマンドでPPAR
を起動します。

制御ドメインのみの構成

（factory-default）でOracle
 Solarisが起動されます。

15887244 ○ ○ ○ SPARC M10 システムでSunVTS
 7.0 ps14およびps15のテストを

開始すると、エラーで終了する

ことがあります。

これは、Oracle Solaris 11.1

 SRU4.6、およびOracle Solaris
 10のパッチ149395-02で修正さ

れました。

修正を適用せずに回避する方

法はありません。
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表 3-11　 　すべてのバージョンのOracle Solarisで発生しうる不具合と回避方法 (続き)

CR ID

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

 M10-4S 説明 回避方法

16238762 ○ factory-defaultの構成で制御ド

メインのOracle Solarisを起動し

たあと、物理パーティションの

動的再構成によりシステムボー

ドを追加する場合、または物理

パーティションの動的再構成に

よりシステムボードを追加した

あと、ldm add-vcpuコマンドを

使用して、追加されたシステム

ボードのCPUをドメインに組み

込む場合、以下のメッセージが

出力されパニックすることがあ

ります。

panic[cpuX]/
thread=XXXXXXXXXXX:
 mpo_cpu_add: Cannot read MD

これはSRU11.1.7.5で修正され

ました。

[回避方法]
制御ドメインおよびldm
 add-vcpuコマンドを使用して

CPUを組み込む対象のドメイ

ンの、/etc/systemに以下の記

述を追加して、Oracle Solaris
を再起動してください。

set suspend_count = 1

16292272 ○ 16BBで1つの物理パーティショ

ン（PPAR）を構成しているシ

ステムで、ゲストドメインを多

数構成すると、ゲストドメイン

のバインド処理に時間がかかり

ます。

バインド処理に要する時間の目

安は、(すでにバインド状態のゲ

ストドメイン数＋1)×6＋10秒です。
したがって、バインド状態に

なっているドメインが1つもな

い状態から、ldm bind-domain
コマンドでゲストドメインを1
つずつバインド状態にすると、

各バインド処理に要する時間を

合計した時間がかかることにな

ります。

これは、SRU11.1.6.4.0、およ

びOracle Solaris 10のパッチ

150011-03で改善されました。

なお、システムを1つのPPAR
で構成せずに、複数のPPARに
分割してから、各PPARにゲス

トドメインを構成することを

推奨します。

上記の構成にすることにより、

説明にあるような現象が軽減

されるだけでなく、耐故障性

の向上にもつながります。

バインド処理の時間を短縮す

るためには、仮想ネットワー

クスイッチ（vsw）を設定して

いる場合、inter-vnet-linkをoff
に設定することで、バインド

処理の時間が約半分に短縮で

きます。なお、inter-vnet-link
をoffに設定した場合の注意事

項は、『Oracle VM Server for
 SPARC Administration Guide』
や『Oracle VM Server for
 SPARC Release Notes』を参照

してください。
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表 3-11　 　すべてのバージョンのOracle Solarisで発生しうる不具合と回避方法 (続き)

CR ID

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

 M10-4S 説明 回避方法

17510986 ○ ○ ○ ゲストドメインがOracle Solaris
 11.1でSRU11.1.9以降がインス

トールされている場合、または

ゲストドメインがOracle Solaris
 10で150400-01以降を適用してい

る場合、ライブマイグレーショ

ンまたは物理パーティションの

動的再構成を実行中にパニック

が発生することがあります。

これはSRU11.1.14.5.0で修正さ

れます。

Oracle Solaris 10用の回避方法

はありません。

－ ○ ○ ○ 内蔵SASディスクドライブへの

アクセスでエラーが検出された

ときに、ディスクへのアクセス

ができなくなることがあります。

内蔵HDDに対してMPxIO化す

る設定を行ってください。な

お、Enhanced Support Facility
 5.0以降が適用された場合、以

下の操作は必要ありません。

注－Enhanced Support Facility
（ESF）は、日本国内で富士通

から販売されたSPARC M10シ
ステムにだけサポートされます。

[設定例]
1.  搭載されているHDDのプロ

ダクト、モデルをformat(1M)
コマンドで確認します。

# format

2.  内蔵HDDの情報を

/kernel/drv/scsi_vhci.conf
ファイルへ追加します。

[scsi_vhci.confファイルの設定

例]
■ Oracle Solaris 11の場合

scsi-vhci-failover-override =
"TOSHIBA MBF2600RC",
 "f_sym";

■ Oracle Solaris 10の場合

device-type-scsi-options-list =
"TOSHIBA MBF2600RC",
 "sym-opt";
sym-opt = 0x1000000;

3. stmsboot(1M)コマンドで

MPxIOを有効化します。

# stmsboot -e
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表 3-11　 　すべてのバージョンのOracle Solarisで発生しうる不具合と回避方法 (続き)

CR ID

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

 M10-4S 説明 回避方法

－ ○ ○ ○ 10 Gigabit Ethernetカード

（SP1X7HF1F）が搭載された論

理ドメインで、OpenBoot
 PROM環境変数diag-switch?を

trueに設定していると、コンソー

ルに以下のワーニングメッセー

ジが出力されるとともに、エ

ラーログに「Msg: Device error
 (FCode informed error)」が記

録されます。

WARNING: /pci@X,XXXXXX:
 FCODE mapin doesn't match
 decoded register type;

また、showstatus(8)コマンドを

実行すると、該当するPCIカー

ドが搭載された

FRUに対して「Degraded」と

表示されることがあります。

これらすべての出力は無視し

てください。

これらの出力を回避する場合

は、okプロンプトで以下のコ

マンドを実行し、OpenBoot
 PROM環境変数diag-switch?を

falseに設定してください。

setenv diag-switch? false

－ ○ メモリ故障によってメモリが縮

退された論理ドメインがある場

合、deleteboard(8)コマンドで

物理パーティションの動的再構

成を実行すると、メモリが縮退

されたドメインのOralce Solaris
がパニックすることがあります。

物理パーティションの動的再

構成を実施する前に、制御ド

メインからメモリの縮退が発

生していないかどうかを確認

します。メモリの縮退が発生

している場合は、あらかじめ

該当するメモリ領域を削除し

てください。

［確認方法］

"ldm list-devices -a -S
 memory"を実行してください。

その結果STATUSの欄が"fail"
になっていたら、その行に表

示されているPA（物理アドレ

ス）からSIZE（サイズ）分の

メモリ領域が縮退しています。

［メモリ領域の削除方法］

"ldm remove-memory <上記

SIZEの合計値> <ドメイン名>"
を実行してください。
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表 3-11　 　すべてのバージョンのOracle Solarisで発生しうる不具合と回避方法 (続き)

CR ID

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

 M10-4S 説明 回避方法

－ ○ ○ ○ 制御ドメインにOracle VM
 Server for SPARC 3.1.0.1/
SRU11.1.14がインストールされ

ている場合、Oracle Solaris 10が
動作しているゲストドメインに

対してldm set-memoryコマンド

またはldm remove-memoryコ
マンドで動的に割り当てメモリ

を減らすと、制御ドメインの

ldmd(1M)がコアダンプして再

起動される場合があります。

論理ドメインに割り当てられ

ているメモリサイズをldm
 list-domainコマンドで確認し

ながら、ldm remove-memory
コマンドを繰り返して必要な

サイズまで減らしてください。

一度に削除するメモリサイズ

は256 MB以下を推奨しますが、

これよりも大きいサイズで削

除できる場合もあります。

なお、この操作を行っている

時に同じ現象が発生して削除

に失敗することがあります。

その場合はさらに小さいサイ

ズで削除してください。

－ ○ factory-defaultの構成で

addboard(8)を実行すると、制

御ドメインにCPUコアが一部割

り当てられないことがあります。

ldm add-coreコマンドまたは

ldm add-vcpuコマンドで、追

加されなかったCPUコアまた

はスレッドを追加してください。

－ ○ デュアルチャネル10G FCoE
カード（SP1X7FBR2F/
SP1X7FBS2F/7101683（7101684）

+7101687（7101688））を搭載し

たシステムで物理パーティショ

ンの動的再構成（DR）を行う

と、emlxsドライバ処理におい

てパニックが発生することがあ

ります。

回避方法はありません。

該当するカードが搭載された

システムでは、物理パーティ

ションの動的再構成（DR）は

使用しないで、非活性状態で

構成変更を行ってください。

－ ○ Dual 10Gbps FCoEカード

（SE0X7EC12F/SE0X7EF12F/
SG-PCIEFCOE2-Q-TA（SG-
XPCIEFCOE2-Q-TA, 7105382）

/SG-PCIEFCOE2-Q-SR（SG-
XPCIEFCOE2-Q-SR,7105381））
を搭載したシステムで物理パー

ティションの動的再構成（DR）
を行うと、qlgeドライバ処理に

おいてパニックが発生すること

があります。

回避方法はありません。

該当するカードが搭載された

システムでは、物理パーティ

ションの動的再構成（DR）は

使用しないで、非活性状態で

構成変更を行ってください。

－ ○ デュアルチャネル10Gbps FCoE
カード（SP1X7FAR2F/
SP1X7FAS2F/7101673（7101674）

+7101677（7101678））を搭載し

たシステムで物理パーティショ

ンの動的再構成（DR）を行う

と、活性化されていないqlcnic
ドライバのサスペンド処理にお

いてパニックが発生することが

あります。

該当するqlcnicのインター

フェースに対して、事前に

ifconfig <インターフェース名>
 plumbを実行してください。
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表 3-11　 　すべてのバージョンのOracle Solarisで発生しうる不具合と回避方法 (続き)

CR ID

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

 M10-4S 説明 回避方法

－ ○ Dual Port Gigabit Ethernetカー

ド（MMF）（SP1X7GD1F/
7100482（7100481））を搭載し

たシステムで物理パーティショ

ンの動的再構成（DR）を行う

と、通信できなくなることがあ

ります。

回避方法はありません。

該当するカードが搭載された

システムでは、物理パーティ

ションの動的再構成（DR）は

使用しないで、非活性状態で

構成変更を行ってください。

Ciphers
 

aes128-cbc,aes192-cbc,aes256-cbc,3des-bc,arcfour128,

arcfour256,arcfour,blowfish-cbc

Ciphers
 

3des-cbc,arcfour128,arcfour256,arcfour,blowfish-cbc

#
 

svcadm restart svc:/network/ssh:default

Oracle
 

Solarisのscp(1)、sftp(1)、ssh(1)コマンドがエラーに
なったり、Oracle

 

RACのインストールに失敗したりする
（CR:15825208）

[回避方法]
以下の手順で、AES_CTR、AES_CBC_MAC、AES_CFB128アルゴリズムを暗号ユニッ

トのアシスト機能で使用しないように設定を変更してください。

■ クライアント機能で使用する場合（scp(1)、sftp(1)、ssh(1)など）
1. 対象ファイルに設定内容を1行で追加してください。スペースが必要なのは

「Cipher」と「aes128-cbc」の間だけです。

・対象ファイル

　システム全体の設定：/etc/ssh/ssh_config
　ユーザーごとの設定：$HOME/.ssh/ssh_config
・設定内容

■ サーバ機能で使用する場合（sshd(1M)など）
1. 対象ファイルに設定内容を1行で追加してください。

・対象ファイル

　 /etc/ssh/ssh_config
・設定内容（推奨）

2. 以下のコマンドでサービスを再起動してください。

■ クライアント機能、サーバ機能のいずれの場合も、上記設定でも解決しない場合

1. 上記の設定内容の代わりに以下を追加してください。
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UseOpenSSLEngine
 

no

XSCF>
 

setdomainconfig -p ppar_id -c default

表 3-12　 　Oracle Solaris 11で発生しうる不具合と回避方法

CR ID

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

 M10-4S 説明 回避方法

16238762 ○ 物理パーティションの動的再構

成でシステムボードを追加した

場合、以下のメッセージが表示

されることがあります。

WARNING: mpo_cpu_add:
 defaulting to lgroup x for CPU x

影響がないため、無視してく

ださい。

メモリ縮退時にOracle
 

Solarisを起動するとパニックが発生す
ることがある（CR:15851441）

[回避方法]
メモリの故障によりパニックが発生した場合は、故障したメモリを交換してください。

メモリミラーモードの設定によりパニックが発生した場合は、XSCFから以下の手順

で起動してください。

メモリの故障によりパニックが発生した場合も、XSCFから以下の手順で起動すれば

回避できることがありますが、確実ではありません。以下の手順で起動してもパニッ

クが発生する場合は、故障したメモリを交換してください。

1. poweroff(8)コマンドを使用し、物理パーティション（PPAR）の電源を切断し

ます。

2. setdomainconfig(8)コマンドを実行し、PPARをfactory-defaultの状態にします。

3. poweron(8)コマンドを使用し、PPARを起動します。

制御ドメインのみの構成（factory-default）でOracle Solarisが起動されます。

メモリのミラーモードを設定する場合、factory-defaultの状態でミラーモードを設定

してから論理ドメインを構成し、ldm add-spconfigで設定を保存してください。

また、ミラーモードを使用している環境に、ミラーモード設定していない状態で保存

した設定を、ldm set-configやXSCFのsetdomainconfig(8)コマンドで指定しないでく

ださい。

Oracle
 

Solaris
 

11に関する不具合と回避方法

サポートされているOracle Solaris 11で発生しうる不具合と回避方法を、以下の表に

示します。
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表 3-12　 　Oracle Solaris 11で発生しうる不具合と回避方法 (続き)

CR ID

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

 M10-4S 説明 回避方法

17709858 ○ 物理パーティションの動的再構

成でシステムボードを削除した

場合、以下のいずれかの現象が

発生することがあります。
■ 論理ドメインで以下のメッ

セージを出力してOracle
 Solarisがパニックする。

Fatal error has occured in:
 PCIe fabric.(0xxx)(0xxx)

■ 論理ドメインのデバイスの

resume処理中にハングアッ

プして、deleteboard(8)がタ
イムアウトでエラー終了する。

これは、SRU11.1.15.4.0で修正

されました。

Oracle
 

Solaris
 

10に関する不具合と回避方法

サポートされているOracle Solaris 10で発生しうる不具合と回避方法を、以下の表に

示します。
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表 3-13　 　Oracle Solaris 10で発生しうる不具合と回避方法

CR ID

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

 M10-4S 説明 回避方法

15738030 ○ ○ ○ 以下の両方の条件を満たした場

合、制御ドメインが「BAD
 TRAP: type=31」でパニックす

ることがあります。
■ 制御ドメインのオペレーティ

ングシステムがOracle
 Solaris 10の場合

■ ldm list-domain -o memory
 primaryを実行した結果、

RA（実アドレス）が

 0x200000000000（32TB）よ

り大きい場合

これは、Solaris 10のパッチ

148888-03で修正されました。

[回避方法]
以下の手順を実施してください。

1. ldm list-domain -o memory
 primaryを実行し、SIZEの値
を表示させます。

2. ldm start-reconf primaryを
実行し、遅延再構成モードに

します。

3. ldm remove-memory 256M
 primaryを実行し、割り当て

られているメモリを減らします。

4. ldm set-memory <手順1の

SIZEの値> primaryを実行し、

割り当てられているメモリを

元のサイズに戻します。

5.  制御ドメインのOracle
 Solarisを再起動します。

6. ldm list-domains -o memory
 primaryを実行し、RAが

 0x200000000000より小さく

なっていることを確認します。

7. ldm add-spconfig <構成情報

名>を実行し、XSCFに構成情

報を保存します。
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第4章

SPARC M10-1のハードウェアに関す
る情報

ここでは、SPARC M10-1のハードウェアに関する特記事項や不具合について説明し
ます。

■ 留意点および制限事項

■ ハードウェアに関する不具合と回避方法

留意点および制限事項

外付けDVDドライブの使用に関する留意点

USBで接続される外付けDVDドライブでは、USBバスパワー駆動はサポートされて

いません。

USBメモリの使用に関する留意点

XSCFコマンドのうち、データの保存先としてUSBメモリを指定するコマンドを実行

する場合は、あらかじめ、媒体となるUSBメモリをご用意ください。
なお、保存されたデータにはシステムに関する情報が含まれています。USBメモリを
ご利用になる場合には、セキュリティ保持の観点から、データが保存されたUSBメモ
リの管理について留意が必要となります。

現在販売されているすべてのメーカーのUSBメモリに対して、XSCFとの接続性およ

び動作を保証しているわけではありません。ご使用のUSBメモリによっては、XSCF
ファームウェアのエラーやリセットなどの異常が発生する場合も考えられます。その

ような異常が発生した場合には、ただちに、USBメモリの使用を中止してください。

XSCF用USBポートにUSBメモリを接続する場合は、直接、USBポートにUSBメモリ
を接続してください。USBハブやUSB延長ケーブルなどを介して接続すると、エラー

の要因となる場合があります。
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ハードウェアに関する不具合と回避方
法
現時点で確認されている不具合はありません。
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第5章

SPARC M10-4のハードウェアに関す
る情報

ここでは、SPARC M10-4のハードウェアに関する特記事項や不具合について説明し
ます。

■ 留意点および制限事項

■ ハードウェアに関する不具合と回避方法

留意点および制限事項

外付けDVDドライブの使用に関する留意点

USBで接続される外付けDVDドライブでは、USBバスパワー駆動はサポートされて

いません。

USBメモリの使用に関する留意点

XSCFコマンドのうち、データの保存先としてUSBメモリを指定するコマンドを実行

する場合は、あらかじめ、媒体となるUSBメモリをご用意ください。
なお、保存されたデータにはシステムに関する情報が含まれています。USBメモリを
ご利用になる場合には、セキュリティ保持の観点から、データが保存されたUSBメモ
リの管理について留意が必要となります。

現在販売されているすべてのメーカーのUSBメモリに対して、XSCFとの接続性およ

び動作を保証しているわけではありません。ご使用のUSBメモリによっては、XSCF
ファームウェアのエラーやリセットなどの異常が発生する場合も考えられます。その

ような異常が発生した場合には、ただちに、USBメモリの使用を中止してください。

XSCF用USBポートにUSBメモリを接続する場合は、直接、USBポートにUSBメモリ
を接続してください。USBハブやUSB延長ケーブルなどを介して接続すると、エラー

の要因となる場合があります。
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ハードウェアに関する不具合と回避方
法
現時点で確認されている不具合はありません。
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第6章

SPARC M10-4Sのハードウェアに関
する情報

ここでは、SPARC M10-4Sのハードウェアに関する特記事項や不具合について説明し
ます。

■ 留意点および制限事項

■ ハードウェアに関する不具合と回避方法

留意点および制限事項

外付けDVDドライブの使用に関する留意点

USBで接続される外付けDVDドライブでは、USBバスパワー駆動はサポートされて

いません。

USBメモリの使用に関する留意点

XSCFコマンドのうち、データの保存先としてUSBメモリを指定するコマンドを実行

する場合は、あらかじめ、媒体となるUSBメモリをご用意ください。
なお、保存されたデータにはシステムに関する情報が含まれています。USBメモリを
ご利用になる場合には、セキュリティ保持の観点から、データが保存されたUSBメモ
リの管理について留意が必要となります。

現在販売されているすべてのメーカーのUSBメモリに対して、XSCFとの接続性およ

び動作を保証しているわけではありません。ご使用のUSBメモリによっては、XSCF
ファームウェアのエラーやリセットなどの異常が発生する場合も考えられます。その

ような異常が発生した場合には、ただちに、USBメモリの使用を中止してください。

XSCF用USBポートにUSBメモリを接続する場合は、直接、USBポートにUSBメモリ
を接続してください。USBハブやUSB延長ケーブルなどを介して接続すると、エラー

の要因となる場合があります。
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XSCF> showhardconf
                   

:

     

XBBOX#80
 

Status:Normal;
 

Role:Master;
 

Ver:2038h;
 

Serial:2111206001;

                   

:

XSCF>
 

switchscf -y -t Standby

注－入力電源が切断されたときに、交換対象のクロスバーボックスに対するエラーログが登

録されますが、すべて無視してください。

XSCF>
 

diagxbu -y -b XX   -t YY   -t ZZ

クロスバーボックスの交換に関する制限事項

replacefru(8)コマンドを使用したクロスバーボックスの交換は、現時点ではサポート

されていません。クロスバーボックスを交換する場合は以下の手順で実施してくださ

い。

1. showhardconfコマンドを実行して、交換対象のクロスバーボックスがマスタ筐

体でないことを確認します。

「Role:Master」となっているクロスバーボックスがマスタ筐体です。

2. 交換対象のクロスバーボックスがマスタ筐体の場合は、switchscfコマンドを実

行して、スタンバイ状態に切り替えます。

3. マスタXSCFが切り替えられたため、XSCFにログインしなおします。

4. クロスバーボックスを使用している物理パーティション（PPAR）の電源を切断

してから、交換対象のクロスバーボックスの電源を切断します。

クロスバーボックスのオペレーションパネルにあるPower-LEDが消灯されたこ

とを確認します。

5. 交換対象のクロスバーボックスの入力電源を切断して、交換を実施します。

6. クロスバーボックスの電源コードを入力電源に接続します。

詳細は、『SPARC M10システム インストレーションガイド』の「5.4 　クロスバー

ボックスにケーブルを接続する」を参照してください。

クロスバーボックスのオペレーションパネルにあるSTANDBY-LEDが点灯する

まで待機します。

7. diagxbuコマンドを実行して、交換したクロスバーボックスに対して診断を実施

します。

　 XX、YY、ZZには、電源切断状態のSPARC M10-4SのBB_ID(00～15)を指定しま

す。

8. showlogsコマンドを実行して、診断中にエラーが発生していないことを確認し

ます。
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XSCF>
 

showlogs error

XSCF>
 

showstatus

XSCF>
 

getflashimage file:///media/usb_msd/images/XCPxxxx.tar.gz
XSCF>

 

flashupdate -c update -m xcp -s version

XSCF>
 

flashupdate -c sync

9. 故障部品がないことを確認します。

拡張接続用ラック2の増設に関する制限事項

addfru(8)コマンドを使用したクロスバーボックスの増設は、現時点ではサポートさ

れていません。『SPARC M10システム インストレーションガイド』の「8.4 拡張接続

用ラック2を増設する」にある手順17および18を以下に読み替えて、クロスバーボッ

クスの増設作業を実施してください。

17. クロスバーボックス、SPARCM10-4Sすべての電源コードを入力電源に接続し

ます。

詳細は、「5.2 SPARC M10-4/SPARC M10-4Sにケーブルを接続する」および「5.4
 クロスバーボックスにケーブルを接続する」を参照してください。

18. ファームウェアをマスタXSCFと同じ版数にアップデートします。

　

■ XCP 2040以前の場合

　

■ XCP 2041以降の場合

ハードウェアに関する不具合と回避方
法
現時点で確認されている不具合はありません。
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第7章

PCIボックスのハードウェアに関する
情報

ここでは、PCIボックスのハードウェアに関する特記事項や不具合について説明しま
す。

■ PCIボックスに対するダイレクトI/O機能

■ PCIボックスに関する不具合と回避方法

PCIボックスに対するダイレクトI/O機
能
SPARC M10-1/M10-4はXCP 2044から、SPARC M10-4SはXCP 2050からPCIボックス
に対して、Oracle VM Server for SPARCのダイレクトI/O機能がサポートされるよう

になりました。これにより、PCIボックスのスロットごとに、I/Oドメインに割り当

てることができるようになります。なお、Oracle VM Server for SPARCのダイレク

トI/O機能の詳細は、ご使用のバージョンの『Oracle VM Server for SPARC 管理ガイ

ド』を参照してください。

SPARC M10-4にPCIボックスが接続されている場合は、ダイレクトI/O機能を使用す

る前に下記の設定を行ってください。なお、SPARC M10-1は、下記の設定を行う必

要はありません。SPARC M10-1にPCIボックスを接続するだけでダイレクトI/O機能

が使用できます。

ダイレクトI/O機能を設定する／表示する

PCIボックスに対するダイレクトI/O機能を設定する場合は、XSCFファームウェアの
setpciboxdio(8)コマンドを使用します。また、現在の設定を確認する場合は、

showpciboxdio(8)コマンドを使用します。
setpciboxdio(8)およびshowpciboxdio(8)コマンドの詳細は、『SPARC M10 システム

 XSCFリファレンスマニュアル』または各コマンドのマニュアルページを参照してく

ださい。
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表 7-1
　 　すべてのPCIボックスファームウェア版数に関する不具合と回避方法

RTI番号

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

M10-4S 説明 回避方法

RTIF2-130703-
001

○ ○ PCIボックスをPCIホットプラグ

（PHP）で組み込む場合、PCI
ボックスのスロット6、7、10、

11のうちHBAが搭載されていな

い箇所は、Oracle Solarisの

cfgadm(1M)コマンドの実行結

果がemptyではなく、

disconnectedとなります。

表示には問題がありますが、

HBAを搭載すると通常どおり動

作します。

なお、PCIボックスを接続した

あとに論理ドメインを再起動し

た場合は、この現象は発生しま

せん。

表示の問題だけで動作に影響は

ありません。

RTIF2-130703-
002

○ ○ PCIボックスをPCIホットプラグ

（PHP）で組み込む場合、lane
 degradeすることがあります。

PHPを実施する場合は、cfgadm
 -c connectを実行しないで、

cfgadm -c configureを実行して

ください。

RTIF2-130703-
003

○ ○ PCIボックスをPCIホットプラグ

（PHP）で組み込む場合、

PCI-Expressコレクタブルエ

ラーが発生し、次回のOracle
 Solaris起動時にPCIボックスが

縮退されることがあります。

PCIボックスをPHPで組み込ん

だあとにフォルトエラーメッ

セージが出力される場合は、

PCIボックスを再度組み込んで

ください。

RTIF2-130703-
004

○ ○ PCIボックスをPCIホットプラグ

（PHP）で組み込む場合、PCI
ボックスが認識されないことが

あります。

PCIボックスをPHPで組み込ん

だあとにPCIボックスが認識さ

れない場合は、PCIボックスを

再度組み込んでください。

PCIボックスに関する不具合と回避方
法
ここでは、PCIボックスに関する不具合と回避方法をPCIボックスファームウェアの
版数ごとに記載します。

すべてのPCIボックスファームウェア版数に関す
る不具合と回避方法

サポートされているすべての版数のPCIボックスファームウェアで発生しうる不具合

と回避方法を、以下の表に示します。
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表 7-1　 　すべてのPCIボックスファームウェア版数に関する不具合と回避方法 (続き)

RTI番号

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

M10-4S 説明 回避方法

RTIF2-130724-
002

○ ○ ○ PCIボックスに6Gbps SASカー

ドをPCIホットプラグ（PHP）
で組み込む場合、PCI Express
 8laneでリンクアップせず、

prtdiag(1M)コマンドのSpeedが
「5.0GTx4」または「5.0GTx2」
と表示されることがあります。

[prtdiag出力例]
/SYS/PCI0 PCIE   LSI,sas-
pciex1000,72 LSI,2008 5.0GTx2
          /pci@8000/pci@4/pci@
0/pci@8/pci@0/pci@0/pci@0/pci@
1/pci@0/pci@8/LSI,sas@0

物理パーティション（PPAR）
またはI/Oドメインを再起動す

るか、6Gbps SASカードをPHP
で再度組み込んでください。

RTIF2-130724-
003

○ ○ ○ 物理パーティション（PPAR）
起動時に、PCIボックスのスロッ

ト6、7、10、11に搭載された

PCIカードで以下のエラーが登

録されることがあります。

[エラーメッセージ例]
FRU: /MBU/PCI#0/
PCIBOX#0000/PCI#7
Msg: PCICARD failed  

Oracle Solarisからデバイスが認

識できる場合は、このエラー

メッセージを無視してください。

RTIF2-140116-
001

○ ○ PCIボックスをPCIホットプラグ

（PHP）により新たに活性増設

する場合、以下のメッセージが

出力され、 Oracle Solarisがパ

ニックすることがあります。

panic[cpuX]/
thread=XXXXXXXXXX: Fatal
 error has occured in: PCIe
 fabric.(0xX)(0xXX)

有効な回避方法はありません。

PCIボックスをPCIホットプラグ

で活性増設しないでください。

なお、同一スロットに対して活

性交換する場合は問題ありません。

PCIボックスファームウェア版数1150で解決され
た不具合

PCIボックスファームウェア版数1150で解決された不具合を、以下の表に示します。
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表 7-2　 　PCIボックスファームウェア版数1150で解決された不具合

RTI番号

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

M10-4S 説明 回避方法

RTIF2-131224-
001

○ ○ ○ PCIボックスに対するダイレク

トI/O機能を使用している場合、

Oracle Solarisを起動中にパニッ

クが発生することがあります。

この事象は、PCIボックスに搭

載されているPCIeカードのカー

ド枚数が多いほど、発生しやす

くなります。

有効な回避方法はありません。

RTIF2-131224-
002

○ ○ ○ 低温環境で、PCIボックスと

SPARC M10システムの筐体を光

ケーブルで接続していた場合、光

ケーブルのエラーログが登録され

ることがあります。

この現象は、showlogs error -vコ
マンドで確認できます。

showlogs error -vコマンドの実行

結果が「Msg: LINKCBL failed」
で、かつDiagnostic Codeの4行目

の先頭3バイト目が「10」「50」「60」

のいずれかの値となっている場合

は、この不具合に該当します。

[エラーメッセージ例]
Diagnostic Codeの4行目の先頭3
バイト目が「10」の場合

XSCF> showlogs error -v

Date: Dec 17 15:50:11 JST 2013
Code: 10000400-
009eff0000ff0000ff-
110000440000000000000000
Status: Information Occurred: Dec
 17 15:50:06.930 JST 2013
FRU: /BB#0/PCI#3/LINK/
LINKCBL#1
Msg: LINKCBL failed
Diagnostic Code:
00030001 00000000 0000
00030000 00000000 0000
00030000 00000000 0000
00001000 00000000 00000000
 00000000
00000000 00000000 0000

このエラーメッセージは、シス

テム動作には影響ありませんの

で、無視してください。

PCIボックスファームウェア版数1130で解決され
た不具合

PCIボックスファームウェア版数1130で解決された不具合を、以下の表に示します。
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表 7-3　 　PCIボックスファームウェア版数1130で解決された不具合

RTI番号

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

M10-4S 説明 回避方法

RTIF2-131120-
001

○ ○ ○ 外部要因による瞬間電圧低下など

が発生すると、PCIボックスの電

源ユニット（PSU）のエラーが誤っ

て検出され、「Msg: PSU failed」
のエラーログが登録されることが

あります。また、PCIボックス内

の2台のPSUでこのPSUエラーの

誤検出が同時に発生すると、物理

パーティション（PPAR）がシャッ

トダウンします。

外部要因による瞬間電圧低下が原

因かどうかは、showlogs error -v
コマンドで確認できます。このコ

マンドの実行結果が「Msg: PSU

 failed」で、かつDiagnostic Code
の4行めの先頭1バイトから3バイ

トが以下の値になっている場合は、

外部要因による瞬間電圧低下など

が原因と考えられます。

1バイトめ; "00"
2バイトめ; 左から6番目(x04) の
ビットが0 (*0、*1、*2、*3、*8、*9、

*a、*bのいずれか)
3バイトめ; 左から3番目(x20) の
ビットが1 (2*、3*、6*、7*、a*、b*、

e*、f*のいずれか)
2、3バイトめの「*」は、任意の

値を表します。

<例>  Diagnostic Codeの4行めの

先頭1バイトから3バイトが"
000120"の場合

XSCF> showlogs error -v
Date: Oct 30 10:27:17 JST 2013
Code: 80000408-
00cb000000ff0000ff-
110000246101000000000000
Status: Alarm Occurred: Oct 30
 10:27:17.597 JST 2013
FRU: /MBU/PCI#1/PCIBOX#7010/
PSU#1
Msg: PSU failed
Diagnostic Code:
00013730 31300100 0000
00010000 00000000 0000
00010000 00000000 0000
00012000 00000000 00000000
 00000000
00000000 00000000 0000

有効な回避方法はありません。

Diagnostic Codeの4行めの先頭1
バイトから3バイトの値が［説

明］欄の値と一致しない場合は、

PSUの故障とみなしてください。

[復旧方法]
■ 1台のPSUで本事象が発生し

た場合

・「Msg: PSU RECOVERY」の

エラーログが登録された場合、

瞬間電圧低下から復旧してい

ます。システムを継続して運

用できます。

・「Msg: PSU RECOVERY」の

エラーログが登録されなかっ

た場合、PSUの故障が発生し

ています。PSUを交換してく

ださい。
■ 2台のPSUで本事象が発生し

た場合

PPARがシャットダウンします

ので、PPARを再起動してくだ

さい。PCIボックスの電源が投

入できない場合はPSUの故障で

すので、PSUを交換してください。
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表 7-4　 　PCIボックスファームウェア版数1120で解決された不具合

RTI番号

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

M10-4S 説明 回避方法

RTIF2-130703-
009

○ ○ ○ 物理パーティション（PPAR）
またはI/Oドメイン起動時に、

PCIボックスに搭載されている

6Gbps SASカードがPCI Express
 8laneでリンクアップしないこと

があります。

6Gbps SASカードがPCI Express
 8laneでリンクアップしない場合

は、PPARまたはI/Oドメインを

再起動するか、6Gbps SASカー

ドをPCIホットプラグ（PHP）
で再度組み込んでください。

表 7-5　 　PCIボックスファームウェア版数1110で解決された不具合

RTI番号

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

M10-4S 説明 回避方法

RTIF2-130703-
007

○ ○ ○ 物理パーティション（PPAR）
またはI/Oドメイン起動時に、

リンクカードが、誤って故障と

して検出されることがあります。

[メッセージ例]
FRU: /BB#0/PCI#1/LINK
Msg: TWI access error

本エラーメッセージが表示され

ても、動作に影響ありません。

RTIF2-130703-
008

○ ○ ○ 物理パーティション（PPAR）
またはI/Oドメイン起動時に

PCI-Expressコレクタブルエ

ラーが発生し、次回のOracle
 Solaris起動時にPCIボックスが

縮退されることがあります。

エラーメッセージが出力される

場合は、PPARまたはI/Oドメイ

ンを再起動するか、PCIボック

スをPCIホットプラグ（PHP）
で再度組み込んでください。

PCIボックスファームウェア版数1120で解決され
た不具合

PCIボックスファームウェア版数1120で解決された不具合を、以下の表に示します。

PCIボックスファームウェア版数1110で解決され
た不具合

PCIボックスファームウェア版数1110で解決された不具合を、以下の表に示します。
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表 7-6　 　PCIボックスファームウェア版数1100で解決された不具合と回避方法

RTI番号

SPARC

M10-1

SPARC

M10-4

SPARC

M10-4S 説明 回避方法

RTIF2-130703-
005

○ ○ ○ 物理パーティション（PPAR）
またはI/Oドメイン起動時に、

PCIボックスに搭載されたPCIe
カードまたはリンクボードが、

誤って故障として検出されるこ

とがあります。

[PCIeカードのメッセージ例]
FRU: /BB#0/PCI#3/
PCIBOX#1234/PCI#3
Msg: PCICARD failed

[リンクボードのメッセージ例]
FRU: /BB#0/PCI#0/
PCIBOX#1234/LINKBD
Msg: TWI access error

本エラーメッセージが表示され

ても動作に影響ありません。

リンクボードにこの不具合が発

生すると、PCIボックスの

CHECK LEDが点灯しますが、

次回のPPAR起動時にこの不具

合が発生しない場合、CHECK
 LEDは消灯されます。

RTIF2-130703-
006

○ ○ ○ ioxadm -v listコマンドで表示さ

れるPCIボックスのシリアル番

号がすべて0（「

0000000000」）の場合、PCIボッ

クスの入力電源が投入されてか

ら、物理パーティション（PPAR）

の電源が初めて投入されるまで

に検出されたハードウェアの故

障が、エラーとして登録されま

せん。

I/Oボードとファンバックプ

レーンを同時に交換したり、他

のPCIボックスで使用したこと

のあるI/Oボードやファンバッ

クプレーンをPCIボックスに搭

載したりしないでください。

ioxadm -v listコマンドで表示さ

れるPCIボックスがすべて0
（「0000000000」）になった場合

は、XSCFファームウェアの

ioxadm(8)コマンドを実行し、

シリアル番号を元に戻してくだ

さい。

この場合、fieldeng権限が必要です。

詳細は、「PCIボックスのシリア

ル番号を元に戻す（RTIF2-
130703-006）」を参照してください。

PCIボックスファームウェア版数1100で解決され
た不具合

PCIボックスファームウェア版数1100で解決された不具合を、以下の表に示します。

PCIボックスのシリアル番号を元に戻す（RTIF2-130703-006）

ioxadm -v listコマンドで表示されるPCIボックスのシリアル番号がすべて0
（「0000000000」）になった場合は、XSCFファームウェアのioxadm(8)コマンドを実
行し、シリアル番号を元に戻してください。

この場合、fieldeng権限が必要です。
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XSCF> ioxadm [-fvAM]
 

serial
 

target
 

serial_num

XSCF>
 

ioxadm serial PCIBOX#0000 2121212006
XSCF>

 

ioxadm -v list
Location

                     

Type
       

FW
 

Ve
   

Serial
 

Num
         

Part
 

Num
                             

State

PCIBOX#2006
               

PCIBOX
   

-
           

2121212006
                                                       

On

PCIBOX#2006/PSU#0
   

PSU
         

-
           

FEJD1201000170
 

CA01022-0750-D/
               

On

PCIBOX#2006/PSU#1
   

PSU
         

-
           

FEJD1245001342
 

CA01022-0750-D/7060988
 

On

PCIBOX#2006/IOB
       

IOBOARD
 

1110
     

PP121001JM
         

CA20365-B66X
 

007AF
         

On

PCIBOX#2006/LINKBD
 

BOARD
     

-
           

PP123300TR
         

CA20365-B60X
 

001AA
         

On

PCIBOX#2006/FANBP
   

FANBP
     

-
           

PP120904SY
         

CA20365-B68X
 

004AC
         

On

BB#00-PCI#00
             

CARD
       

1110
                                                                                 

On

XSCF>

targetには対象となるPCIボックス識別子を指定します。この場合は「PCIBOX#0000」
です。serial_numには変更前のPCIボックスのシリアル番号を「nnnnnnnnnn」の形

式で指定します。シリアル番号はPCIボックス筐体のラベルに記載されています。

このコマンドにより、PCIボックスのシリアル番号と識別子が置き換わります。

ioxadm -v listコマンドを実行すると、置き換わったシリアル番号と識別子が確認で

きます。

以下は、PCIボックスのシリアル番号が「2121212006」の場合の例です。
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表 8-1 『SPARC M10 システム システム運用・管理ガイド』の変更内容

項番 変更内容

14.2.3 「14.2.3 ハードウェアRAIDに関する留意点」の「ハードウェアRAID管理ユーティ

リティーについて」に、以下の記述が追加されます。
■ ハードウェアRAID管理ユーティリティーは、SASコントローラーを割り当てた

論理ドメインで使用します。このため、ハードウェアRAID管理ユーティリティー

は、マザーボード上のSASコントローラーを割り当てたI/Oルートドメインまた

はI/Oドメインにインストールしてください。

「14.2.3 ハードウェアRAIDに関する留意点」の「ハードウェア RAID構築／解除時

の留意点」にある「表14-2 ハードウェアRAIDの同期時間の目安」が、以下のとお

り変更されます。

表14-2 ハードウェアRAIDの同期時間の目安

RAID ディスクドライブ数 同期時間

1
1E
1E
1E

2台

3台

5台

7台

6時間

20時間

35時間

54時間

第8章

マニュアルの変更内容

ここでは、SPARC M10 システム関連マニュアルに関して、出版後に確認された最新

の情報やマニュアルの変更内容を示します。

■ 『SPARC M10 システム システム運用・管理ガイド』の変更内容

■ 『SPARC M10 システム ドメイン構築ガイド』の変更内容

■ 『SPARC M10 システム XSCFリファレンスマニュアル』の変更内容

『SPARC
 

M10
 システム システム運

用・管理ガイド』の変更内容
ここでは『SPARC M10 システム システム運用・管理ガイド』の変更内容を示しま

す。
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表 8-2　 　『SPARC M10 システム ドメイン構築ガイド』の変更内容

項番 変更内容

2.5.1 「2.5.1 構築時の留意点」の「時刻同期」の説明が以下のとおり変更されます。

時刻同期

物理パーティションの動的再構成を実施した場合、論理ドメインのシステム時刻が

遅れることがあります。事前に、NTPによる時刻同期の設定を行うことでこの問題

を軽減することができます。

2.5.1 「2.5.1 構築時の留意点」に以下の留意点が追加されます。

メモリ配置の留意点

物理パーティションの動的再構成を行うためには、あらかじめ、「2.5.2 運用時の留

意点」の「CPUコアとメモリの配置」に記載された条件を満たすメモリの配置を構

成しておく必要があります。

たとえば、システムボード上の空きメモリ領域の合計サイズに余裕があるにもかか

わらず領域が分割された状態になる場合は、deleteboard(8)コマンドが失敗すること

があります。この場合は、以下の操作でメモリ領域を割り当て直すことにより、分

割された状態が解消されることがあります。

・制御ドメインの場合は、ldm start-reconfコマンドで遅延再構成モードを開始し、

ldm set-memoryでメモリのサイズを再設定して、Oracle Solarisを再起動してくだ

さい。

・その他の論理ドメインの場合は、Oracle Solarisをシャットダウンしてから、ldm unbind、

ldm bind、ldm startコマンドを実行し、論理ドメインのリソースをバインドし直

してください。

また、この構成情報をあらかじめ保存しておくことをお勧めします。

2.5.2 「2.5.2 運用時の留意点」に以下の留意点が追加されます。

時刻同期

物理パーティションの動的再構成を実施した場合、論理ドメインのシステム時刻が

遅れることがあります。短時間に論理ドメインのシステム時刻を修正しても問題な

い場合は、ntpdate(1M)コマンドまたはdate(1)コマンドを使用して時刻を修正して

ください。

2.5.2 「2.5.2 運用時の留意点」の「その他の留意事項」に以下の留意点が追加されます。

・制御ドメインの負荷が高い状態で物理パーティションの動的再構成を行うと、

addboard(8)またはdeleteboard(8)コマンドがエラー終了することがあります。

制御ドメインの負荷が高くないことを確認してから、再度実行してください。

『SPARC
 

M10
 システム ドメイン構築

ガイド』の変更内容
ここでは『SPARC M10 システム ドメイン構築ガイド』の変更内容を示します。
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表 8-3　 　『SPARC M10 システム XSCFリファレンスマニュアル』の変更内容

項番またはコマンド 変更内容

addboard(8) 以下の項目にある記述が削除されます。

オプション

[-m function=modeのbind]

「このオプションはPSB を交換するときに利用されます。」および「PPAR の論理ド

メイン構成がfactory-default の場合は、本パラメータの設定に関わらず、追加され

たリソースを制御ドメインに自動的に割り当てます。」が削除されます。

『SPARC
 

M10
 システム 

XSCFリファ
レンスマニュアル』の変更内容
ここでは、SPARC M10 システム XSCFリファレンスマニュアルの変更内容を示しま

す。

なお、『SPARC M10 システム XSCF リファレンスマニュアル』の変更内容は、特に

断りのないかぎり、マニュアルページにも適用されます。また、マニュアルページの

情報よりもここでの内容が優先されます。
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